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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　第一章　爪痕







　何事にも始まりはある。

　けれど始まったとき、それが始まりと気づいている者は多くない。

　少なくとも俺おれはそれが始まりだとは気づいていなかった。

　思い返してみれば、それが始まり以外の何物でもなかったというだけだ。

　けれど確かにそれが始まりだった。

　この物語の始まりだった。

　そして始まりがあるのなら何事にも終わりがある。

　これは終わりの始まりの章だ。




　　　　　　　　　◆




　あなたは誰かを殺したいと思ったことはないだろうか。

　大切な人を奪うばわれた復ふく讐しゆう。

　長い年月の間に積み重なった怨えん恨こん。

　いや、そんな大それたものでなくてもいい。

　殺意はもっと日常に潜ひそんでいる。

　上司に小言を言われたりするだけで。

　満員電車で足を踏まれたりするだけで。

　急いでいるときに前を歩く人がのんびりと歩いていたりするだけで。

　たったそれだけのことで、人は誰かを殺したいと思うことができる。

　それはすでに証明されている。

　毎日のようにテレビで流される殺人事件のニュース。

　運良く相手が死なずに済んだ殺人未み遂すい事件のニュース。

　何とか一歩手前で踏み留とどまれた傷害事件のニュース。

　現実としてそれだけあるのだ。

　考えるだけなら、もっと無数に存在していてもおかしくはないだろう。

　だが、それを実行すれば罪となり、罰ばつを与えられる。

　だから大たい概がいの人間は思うだけで終えるのだ。

　思うだけなら罪にはならないと言ったのは誰だろうか。

　それは正しい。

　思うだけなら、人を殺すことはできないから犯罪は成立しない。

　思うだけで罪だとのたまうのは、神くらいのものだ。

　そして人は、心の中でだけ誰かを殺して終えるのだ。

　それで溜りゆう飲いんを下げ、殺意を忘れ、日常に戻るのだ。

　もしも罪に問われず、人を殺したいのならば、証しよう拠このない完全犯罪を成立させなければならない。例えば事故に見せかけた殺人だ。

　だが、たとえ推理小説やサスペンスドラマのように名探たん偵ていや名刑けい事じがいなくとも、完全犯罪なんて不可能なことは誰もが知っている。

　では、どうすれば罪に問われず、人を殺すことができるのか。

　それは直接手を下さないことだ。

　殺人代行者に依頼するという意味ではない。

　あの方法も調べれば、簡単に依頼者に辿たどり着かれて罪に問われてしまう。

　私が言いたいのは、そういうことではない。

　私が言っているのは「呪のろい」だ。

　古こ今こん東とう西ざい、呪いが関わる話には事欠かない。

　例えば藁わら人形。鉄輪かなわという話に出てくる鬼おにとなった女が、大木に添えて五寸釘くぎを打って呪い殺そうと使用した人形だ。知名度としてはかなりの上位に入るだろう。

　西洋に目を向ければ、邪じや眼がんという言い伝えがある。殺意を持って相手を睨にらみつけることによって、対象を呪のろい殺すことができるというもの。

　また神話であれば、相手を石に変えてしまうメデューサの眼めや、航海中の人を惑まどわして遭そう難なんさせるセイレーンの歌声も呪いの一種なのかもしれない。

　童話であれば、死ぬまで踊おどり続ける呪いの赤い靴くつが有名だ。

　一昔前は呪いのビデオなんてものも流行はやった。

　魔ま術じゆつや魔法の部類に入るかもしれないが、呪じゆ符ふなどを使った悪あく魔まや死神の召しよう喚かんによる呪じゆ殺さつなども、ポピュラーな部類に入る。

　つまり、罪に問われずに殺す方法として、それだけのものが存在しているということを我々は忘れてはならない。

　何を馬鹿なことをと、言うかもしれない。

　そんなものは逸いつ話わや伝承に過ぎないと。

　だが、この世界には確かに存在する。

　呪いが。

　その呪いを成就させるための道具が。

　その名を『アンティーク』という。




　　　　　　　　　◆




「舞まい野のさんのお見舞いの方。間もなく面会時間のほうが終了しますので、よろしくお願いします」

　看護師の女性に言われ、俺おれは我に返る。

　今、俺がいるのは病院の一室。目の前のベッドには、静かな寝息を立てている咲さきの姿。

「もう、そんな時間ですか？」

「ええ。もしお泊まりになるのでしたら、手続きをお願いします」

　時計を見ると、二十時を回っていた。確か面会時間は二十時半までだったか。

　自分でもうそんな時間と言っておきながら、思い返せばとても長い一日だった気もする。

　咲とスーパーに買い物に出かけたのが朝の十時頃だった。

　その前日、咲と行ったコンサートで巻き込まれたホールの照明落下事故。そこで出会った駿しゆんと飛鳥あすかという名の二人が、『アンティーク』を狙ねらっている恐れがあったため、護衛も兼ねて俺が付き添った。

　そして飛鳥に『音おと霊だま』という音を操る『アンティーク』で襲おそわれた。何とか危機を脱したが、そこに現われた駿に咲を拉ら致ちされた。

　目的地や目標物までの到達を妨ぼう害がいする迷宮を創つくり出す『ラビリンス』。記した呪じゆ文もんを唱えることで『アンティーク』に関わる事象を捻ねじ曲げる『魔ま道どう書しよ』。他ほかにもいくつかの『アンティーク』を駆く使しする駿しゆんと争いになった。

　都と和わ子こさんの助けもあり何とかそれを撃げき退たいした俺おれだったが、咲さきはその両目を抉えぐり取られることとなった。

　とはいえ、抉り取られたのは本物の目ではなく義眼であったため、外傷としてはほとんどない。

　俺は手の中にある、専用のケースに入った咲の義眼を改めて見つめた。

　洗せん浄じようを終えた義眼は、傷もなくそのまま使用可能だそうだった。

　咲が目を覚まし次第、医者の先生が咲に装着してくれると言ったが、それは遠えん慮りよして俺が預かることとした。また駿たちが奪うばいにくる可能性がないとも言えない。

　なぜなら、この義眼は『アンティーク』かもしれなかったからだ。

　……いや、かもしれないなんて往おう生じよう際ぎわが悪い。

　これが『アンティーク』であることは状況から間違いなかった。

　何の能力かも、見当はついている。

　それは俺の知らなかった事実。

　なぜ咲はそれを隠かくしていたのか。
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　疑問はあれど、答えることのできる咲さきは眠ねむったまま。

　義眼を無理やり抉えぐり取られたショックで気を失った咲は、心身の疲労もあってか病院に運ばれてから一度も目を覚ましてはいない。

「！」

　と、再び考え事に耽ふけってしまった俺おれは、携けい帯たい電話の振動で我に返る。液晶画面を見ると、咲の小さな友達の麻あさ美みちゃんからの電話だった。

「もしもし」

　病室には他ほかに人がいないため、俺は多少周囲を気にしつつも電話に出る。

「あ、刻ときちゃん？」

「その刻ちゃんってのやめろ」

　もう何度目となるか、俺は用件を聞く前にたしなめる。

「何で？　いいあだ名だと思うけどな」

「本人が嫌いやがってんだからよくはない」

「だって『刻也ときや』は、咲ちゃん専用の呼び方でしょ？」

「勝手に咲専用にするな。第一、俺は呼び捨てにしていいなんて一言も言ってない」

「えー、まさかお兄ちゃんって呼んでほしいの？　そういう趣味？」

「そんな趣味はない。あと変態みたいな言い方するな。全国のお兄ちゃんと呼ばれたい人たちに謝れ」

「ごめんなさい」

「よし」

「そんなことより咲ちゃん知らない？」

　お前がそんなことって言うな。と思いつつ、咲のこととなれば、いつまでもこんな馬鹿なやり取りを続けているわけにもいかない。

「電話したんだけど、ずっと留る守す電でんなの。何か知ってる？」

　病院ということもあり、咲の携帯電話の電源は俺が切っていた。咲に電話が来ることもないだろうと思っていたが、麻美ちゃんという線はすっかり忘れていた。

　病院にいると言ったら余計な心配をさせてしまいそうだと思った俺は、とりあえずごまかすことにした。

「ああ、ちょっと体調崩くずして寝てるんだ。だから携帯の電源も切ってある。何かあるなら伝えておくけど？」

「昨日きのうのデートはうまくいった？」

「…………」

　咲、お前はそんなことまでこの子に話しているのか？

「別に普通だよ」

「手ぐらい握にぎった？」

「に、握るか！」

　腕うでは組んだがな、と内心付け加えておく。

　昨日きのうじゃなく今日は握ったけどな、とさらに付け加える。

「えー。遅れてるー」

　……それ、ある意味死語だぞ。いや、また流行はやりだしたのか？

「そ・れ・と・も。それ以上のことしちゃった？　も、もしかして具合が悪いって、寝不足？　そういうこと？」

　俺おれは問答無用で電話を切った。

　一秒後にコールされ、渋しぶ々しぶ俺は電話に出る。

「ごめんなさい。冗じよう談だんだから」

「子供は子供らしい会話をしろ」

「はーい。それで咲さきちゃんは平気？」

「ああ。単なる風邪かぜだ。明日あしたには元気になるよ」

　……そうだ。きっと明日には、目を覚ますはずだ。

　自分に言い聞かせるように、俺は心の中で繰り返し、

「そうだよな？」

　未いまだ目を覚まさない咲に、俺はそっと催さい促そくをした。




　結局、残りのわずかな時間で咲が目を覚ますことはなく、面会時間が終わりを告げた。

　看護師の人が心配する俺を見かねて、改めて仮眠室での一いつ泊ぱくを勧めてくれたが、別の心配事があったため遠えん慮りよしておいた。

　家に着替えを取りにいった都と和わ子こさんが戻ってこなかったのだ。

　何度か付つく喪も堂どうに電話をしたが、都和子さんは出なかった。携けい帯たい電話はあの戦いで壊こわれてしまったのか、電源すら入っていなかった。

　あの人も軽傷ではあったけれど、無傷ではない。

　家に帰ってすぐに力尽つきて眠ねむってしまったのかもしない。

　そういった理由もあり、俺は付喪堂に立ち寄ることにした。

　何事もなかったら、いや、何事もないことを確認してから家に帰り、また明日病院に行けばいい。

　それだけのことだ。

　そう。それだけのことのはずだった。

　……もしも俺がまっすぐ家に帰っていたら。

　あるいは看護師さんの申し出を素直に受けて、病院に残させてもらっていたら。

　こんなことは起きなかったのかもしれない。

　それともやはり別の形で同じことが起きていたのだろうか。




　　　　　　　　　◆




　およそ一年前のこと。

　私は路地裏の奥まったその場所にひっそりと佇たたずむ、古びた建物を見つけた。

　それはまさに話に聞いたとおりの店だった。

　誰に聞いたところで、確かな場所が思い出せず、二度と見つけることができなかったというその店。

　曖あい昧まいで心もとない証言しか得られなかったのだが、こうも簡単に見つかるのかと、拍ひよう子し抜けしたものだ。

　店内に入ると、店の中は外観さながらの古びた内装と喧けん騒そうから隔かく離りされた異質な静せい寂じやく、そして一人の女性が迎えてくれた。

「いらっしゃい」

　同じく、誰に聞いたところではっきりとしなかった店員の容姿は、一度見れば忘れることはできないほどの美び貌ぼうをたたえていた。心ここにあらずといったどこか曖昧な瞳ひとみは、むしろ現実以外のものも見据すえているような深遠を感じる。その雰ふん囲い気きや存在はどこか不ふ明めい瞭りような曖昧さをたたえていながらも、結い上げていてもなお腰こしまである黒漆うるしのように艶つややかな黒髪かみや、この暗い店内に溶とけてしまいそうな漆しつ黒こくのドレスに包まれた線の細い体も、なぜか私の目を奪うばう秘めた強さを併あわせ持っていた。

　それでも私もこの店を出れば、彼女の顔を忘れ、この店の場所を忘れてしまうのかもしれない。

　仮にそうであったとしても、『アンティーク』が関わっている以上、そこに不思議はないのだろう。

「何かお探し……」

「『アンティーク』を」

　彼女の言葉が言い終わる前に告げた私を見て、彼女はわずかに表情を曇くもらせた。

「ここがどこかわかっているようね？」

　私は静かに首しゆ肯こうした。

「珍めずらしいお客様だわ。それではどのような『アンティーク』をお望み？」




「人を殺すことのできる『アンティーク』を」




　それが私の求めているものだった。

「ただ人を殺したいのであれば、刃物で相手を刺させばいい。自動車で撥はねてもいい。首を絞しめてもいい。そうではなくて？」

「それでは意味がない」

「証しよう拠こを残したくないということ？」

「違う」

　私はそれを否定した。

「直接手を下したくないということ？」

「違う」

　私はそれも否定した。

「『アンティーク』で殺すことができなければ意味がない」

　意味はそこにある。

「人を殺すことのできる『アンティーク』はあるのか？」

　そのとき、私の目にある『アンティーク』が飛び込んだ。

　まるでその『アンティーク』が私を呼び込んだかのようだった。

　ここだ、と。

　あなたが望むものはここにある、と。

「……これは？」

　私の問いに、彼女は静かに答えた。

　その『アンティーク』の名を。そしてその能力を。

　その言葉を受け、私の中に震ふるえが走った。

　その事実によって、全すべては肯こう定ていされた。

「それがあなたの望むもの？」

「そうだ」

　目的も、経けい緯いも、そして結果も、徹てつ頭とう徹てつ尾び人を殺すことができる、ただそれだけの『アンティーク』。

　それこそが、私の望む『アンティーク』だった。

「そうだ。私が望むものは、私の意思で私の望む者を殺す『アンティーク』だ」

　私はその『アンティーク』に手を伸ばす。

「……私はあなたにこの『アンティーク』を与えるか迷っている」

　伸ばした手を、一度止める。

「私はただ与える者。『アンティーク』が選んだ者に、ただ『アンティーク』を与える者。そこには私の意志は必要ない。私はそれをわかっている。誰よりもわかっている。けれど、わかっていても、私は迷っている」

「邪じや魔まをするのか？」

　だが、彼女は静かにかぶりを振った。

「本来あなたはここに辿たどり着くことはなかった。けれど、あなたはここに辿り着いた。これが運命なのかもしれない」

　私は失笑し、その『アンティーク』を手に取る。

「運命なんてものは存在しない」

　私がこの『アンティーク』を手にすることも。

　私がこの『アンティーク』を望んだことも。

　私がこの『アンティーク』を望むきっかけとなったことも。

　全すべては──

「人の意志が導いたものだ」




　　　　　　　　　◆




「来栖くるす？」

　道すがら、俺おれは声を掛けられ立ち止まる。

　俺に声を掛けてきたのは、ジャージ姿の新しん庄じようだった。確か昨日きのう今日とサッカー部の試合だったはずだ。

「よお。試合どうだった？」

「楽勝」

　新庄が親指を立ててにやりと笑った。

「お前のほうは？」

「は？」

「は？　じゃねぇよ。何のためにチケット渡したと思ってるんだよ」

「……ああ」

　随ずい分ぶんと前の話に思えるが、新庄から貰もらったチケットでコンサートを見にいったのはつい昨日のことだった。

「昨日の夜に報告の電話がなかったのはお泊まりでもしちゃったのかなと思って連絡しなかったけどよー」

「してねーよ。つーか、ニュースくらい見ろ」

　この様子では、コンサートホールの照明落下事件も知らない様子だった。まあ、新聞にも小さくしか載のっていなかったから、無理もない。

　俺がその辺りを説明してやると、新庄も驚いた表情を見せた。

「というわけで、お前が望むようなロマンチックな展開になんてならなかったよ」

「そうか。まあ、仲直りはできたんだろ？」

「別に喧嘩けんかしてたわけじゃない」

　都と和わ子こさんに乗せられ、二人で互いの洋服を買いにいったあの日。確かに俺おれは咲さきを不ふ機き嫌げんにさせてしまったが、あれは喧嘩というほどのものではない。それにもうとっくにあいつの機嫌も直っている。

「そうか。オレらは喧嘩なんてしょっちゅうで、不機嫌にさせたら一週間は口利いてくれないからなー。お前らすでに熟年カップルみたいだな」

「うっさい」

　熟年である前に、カップルでもない。

「今思えば、あのときいたのって咲ちゃんだったんだな？」

「は？」

「ほら。一年前、バイト中のお前と擦すれ違っただろ？」

「ああ、その話か」

「あー、今嫌いやなこと思い出しちまった。あの後、通り魔まに襲おそわれて大変だったんだよなー」

　通り魔なんてもんじゃない。

　一年前──咲と俺が出会った日。

　新庄は殺人鬼きに襲おそわれて、瀕ひん死しの重傷を負ったのだった。

「お前は知らなかっただろうけど、救急車呼ばれたりして大変だったんだぞ」

「らしいな」

　話を合わせる。俺はその場に居合わせていないことになっていた。なぜなら、俺は新庄に付き添わず、咲を追ってしまったから。

「よく助かってくれたよ。本当に」

　本心から、そう思う。

　今のこいつとの友人関係を思ってもそうだが、こいつにもしものことがあったなら、いくら救急車が来たとわかっていてもあの場に新庄を置いていった負い目は、今とは計り知れないくらい大きなものとなっていただろう。

　と、新庄がきょろきょろ辺りを見回す。

「どうした？」

「ああ、そのときの救急隊員の人が言うには、救急車が来るまで俺のことを止血してくれてた人がいるみたいでさ。それが超美人だったらしいのよ。できれば一度お会いしたいなーと思って」

　お前、それ咲のことじゃねーだろうな。ああ、咲は救急車が来るまではいなかったか。じゃあ、俺たちがいなくなった後のことか。

「つーか、退院後にナンパしまくってた噂うわさってそれか」

「……懐なつかしいな。生活指導室で反省文三十枚食らったよ」

　新しん庄じようが遠い目をした。

「彼女にばれないようにしろよ」

「ば、馬鹿言うな。オレは純粋にお礼を言いたくてだな」

　と、そのとき計ったかのように、新庄の携けい帯たい電話が鳴った。

「げ。噂うわさをすれば。超能力者かよ」

　俺おれと新庄はお互い「また明日あしたな」といつものように手を上げて別れた。

「来栖くるすさん」

　と、新庄と別れるのを待っていたかのように肩かたを叩たたかれ振り返った俺は、

「お前……」

　目の前にいたその少女の名を思わず呟つぶやく。

「……峰みね山やま」




　　　　　　　　　◆




　初めての殺人は、幼い少女だった。

『アンティーク』を手に入れたばかりの私は、その能力を正しく理解していなかった。

　奥まった細い路地裏から出てすぐ、子供連れの家族が目に入った。

　きっと買い物帰りか何かだったのだろう。

　両親は子供を間に挟はさみ、スーパーの袋ふくろを持っていないほうの手が、それぞれ子供の手を握にぎっていた。

　その姿に私は「死」をイメージした。

　正確に言えば、子供の死をイメージした。

　当然のことながら、その少女に対する恨うらみはなかった。

　子供はもちろん、父親にも母親にも会ったことはない。ただの通りすがりだった。

　しかし、私はその家族を前に、死を思った──思ってしまった。

　次の瞬しゆん間かん、子供の頭から血が噴ふき出した。

　髪かみに隠かくれて見えないが、おそらくその子の頭部は、まるで高い場所から落下したかのように、陥かん没ぼつしていただろう。

　少女は両親に支えられていたから、倒れることはなかった。だが、生命を持たない人形のようにがくりと力を失った。

　数秒の空白後。

　両親の悲鳴が、穏おだやかとしか言いようのなかった街中に響ひびき渡った。

　子供の名を呼ぶ両親の叫び声や野や次じ馬うまの悲痛な声や救急車を呼ぶ声、何が起きたのかという疑問の声で、辺りは騒そう然ぜんとした。

　だが、誰一人として、私を咎とがめる者はなかった。

　誰も、何が起きたのか正確に理解している者はこの中にいなかった。

　私以外には。

　そして同時に、私は己の犯した罪を理解していなかった。

　なぜなら。

　能力を理解した私の中には、喜びしか生まれなかったのだから。




　　　　　　　　　◆




「こんなところで会うなんて、偶ぐう然ぜんですね」

「まさかまた尾び行こうしてたんじゃないだろうな？」

　俺おれは疑いの目を向ける。

　もうだいぶ前のことになるが、『ペンデュラム』という『アンティーク』絡がらみで、こいつとは一ひと悶もん着ちやくがあったのだ。

「違いますよ、本当にたまたまです。ところで咲さきさんは一緒じゃないんですか？」

「いつも一緒にいるわけないだろ」

　入院のことを話すのはやめておいた。

「よく言いますね。まあ、いいです。ところでさっきのはお友達ですか？」

「ああ」

「何か通り魔まとか物ぶつ騒そうな話が聞こえたんですけど」

「人の話に聞き耳立てるな」

　まあ、小声で話していたわけでもなければ、内ない緒しよ話ってわけでもない。

「偶ぐう然ぜんですって。というか、あんなふうに話していたら僕以外にも聞こえます」

　僕、か。峰みね山やまは自分のことを僕と呼ぶ。それは女である自分の性別に対する抵抗のようなもの。他人の前ではしないらしいが、俺の前では自分を僕と呼ぶのを隠かくそうとしなくなった。

「去年の今頃、さっき一緒にいた奴やつが通り魔に襲おそわれたって話だよ」

「ああ、知ってます。結構な騒さわぎになりましたよね」

　まあ、ニュースにもなったし、知っていても不思議じゃない。

　ただその後、殺人鬼きを追った俺が襲われた件を知っているのは咲と都と和わ子こさんだけだ。

「もしかして、『アンティーク』絡がらみですか？」

　峰山がこそっと耳打ちしてきて、俺は思わず顔に出してしまった。

　そう。都和子さんに聞いた話だが、あの男は『アンティーク』を使って通り魔的に殺人を犯していた。俺があの男を指して通り魔や殺人犯ではなく、殺人鬼と呼ぶ理由はそこにある。

「やっぱり」

「やっぱりって何だよ」

「来栖くるすさんが絡からむと大体『アンティーク』絡みでしょ？　そっか。その通り魔まは『アンティーク』で人を襲おそってたんですね」

　言って、峰みね山やまが神しん妙みような顔になる。

「何だよ」

「いえ、身につまされるなーと思って」

　確かにこいつもある意味『アンティーク』を悪用していたと言わざるを得ない。

「反省しているならいいさ。それにお前のしたことは他愛たわいない悪戯いたずらの部類だ」

「確かにそうかもしれませんけど……」

　峰山は言葉を濁にごすように独白したかと思うと、意を決したように俺おれを真正面から見据すえた。

「実は、僕も『アンティーク』を使って来栖さんを殺そうとしたんです」

「…………」

「何度か殺そうと思って、でもそれがすごく生々しく頭に思い浮かんで……。やっぱりダメだって何とか踏み留とどまりましたけど、でもそう思ったのは事実なんです。ごめんなさい。ずっと謝りたかった」

　峰山が下げた頭を俺はぽんっと叩たたく。

「『アンティーク』って怖いよな」

　俺は駿しゆんと飛鳥あすかのことを思い出す。

　あの二人は咲さきの『アンティーク』を奪うばうために、『アンティーク』を使って俺たちを襲った。だが、自分たちは悪用しているつもりはなかった。他ほかにも『アンティーク』を使って行ったことが他人を傷つけても、悪いことをしたと思っていなかった人は大勢いる。

　誰も裁さばけないがゆえに、自分でどこに線を引くかが問題になる。

「だから使う側はよく考えないといけない」

「そうですね」

　でも、と去り際に峰山が笑い、

「使わないほうが一番いいんですよ」

　そう言って、帰っていった。

　残された俺は峰山の言葉に、違いないと苦笑した。

　今みたいな考えでは、きっと都と和わ子こさんに怒られてしまうだろう。

『アンティーク』はその身を滅ぼす。

　それは初めて出会ったその日から、変わらない都和子さんの考え。




　　　　　　　　　◆




　その日、なぜ私がそこに向かったのか、説明する術すべはない。

　大通りから外れた心寂さびしい路地裏。そこを進んだところで何かがあるとは、とても期待できないようなそのさらに奥。

　もちろん用があったわけではない。

　意識していたわけでもない。

　気まぐれ。

　神の導き。

　運命の悪戯いたずら。

　何とでも言いようがあるし、何とも言いようがない。

　理由などわからない。

　あったかもしれないし、なかったかもしれない。

　ただもしも理由をつけるならば。

　殺人犯は必ず現場に舞い戻る習性がある、ということだ。

　そこは、およそ一年前に私が引き起こした殺人現場。

　私はここで三人の人間の命を奪うばった。

　一人は少女、一人は少年、一人は若い女性。

　当時を懐なつかしむ感かん慨がいなど湧わきもしないまま、私はその殺人現場に降り立った。

　そして信じられないものを目にする。

　もう一度言う。

　私はここに用があったわけではない。

　この展開を予想していたわけではない。

　それでもこの日、この時間、この場所を訪れたことには、さすがの私も運命的なものを感じてならない。

　何にせよ。

　私はその場にやってきた。

　そして出会ったのだ。

　およそ一年前。

　確かに私が殺したはずの一人の少年に。
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　一年前のあの日。

　咲さきと出会い、都と和わ子こさんと出会い、『アンティーク』と付つく喪も堂どうに関わることとなった。

　病室で十分に思い出に浸ひたったつもりだったが、新しん庄じようや峰みね山やまと会ったことで、またあの日を思い返してしまっていた。

　なぜ今日に限って、あの日のことを思い出してしまうのだろうか。

『ヴィジョン』に触ふれ続けた俺おれは、いつしか予知能力を手にしてしまったのだろうか。

　あるいは思いが、現実を引き寄せてしまったのか。

　蘇よみがえる。

　一年前のあの日。

　咲との出会い──そして、その後に訪れる殺人鬼きとの出会い。

　俺の右目を奪うばい、咲を殺そうとした殺人鬼。

　都和子さんに救われた後、俺は新聞やニュースで色々と調べてみた。

　あの日、俺と咲を、そして新庄を襲おそった事件。その日は他ほかにも、原因不明の殺人事件や傷害事件が数件起きていた。

　おそらく全すべてはこの殺人鬼が起こした事件。

　公式にはこの事件の犯人は捕つかまってはいない。

　だが都和子さんは俺にもう忘れるように言った。

　だから、都和子さんがあの殺人鬼の所持していた『アンティーク』を破は壊かいするなり奪うなりして、この事件は何らかの形で解決したのだと解釈した。

　事実、あの日以降事件は起きていなかった。

　だから、意識することはなくなっていた。

　……だが、それは単に忘れたかっただけなのかもしれない。

　もしもあの殺人鬼が生きているのなら、いずれ口封じに再び訪れるとしても不思議ではないのに。

　何にせよ。

　最悪の現実がそこにはあった。

　その殺人鬼が今、一年の時を経て、再び俺の目の前に立っていた。
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　私が殺した、というのはわずかばかりの語ご弊へいがある。

　確かに私は彼が死ぬところを見届けなかった。

　見届ける必要などなかったからだ。

　これまで一度として、殺しそびれたことなどなかったのだから。

　私がそうしたのなら、誰もが殺されていたのだから。

　だから、あの日あの場で私は三人を殺した──はずだった。

　それにもかかわらず、その一人である少年が、目の前にいた。

　思い出す。

　右目から大量の血を流して地面を転げまわる少年。

　失血死、ショック死、脳への損傷による死。何でもいい。とにかく彼は死ぬはずだった。

　その時点でもう彼のことは眼中にすらなかった。

　生き延びるとは、思えなかった。

　他人の空そら似に？　兄弟がいた？

　いや、違う。きっと違う。

　彼の表情がそれを証明している。

　その驚きよう愕がくの表情は、私が誰か理解しているそれだった。

　彼は、一年前に私が殺したはずの少年に間違いはない。

　それならば、なおのことわからない。

「なぜ、お前は生きている？」




　　　　　　　　　◆




　そのとき俺おれの脳裏にノイズのような痛みが走った──




　目の前には男の姿。

　その目が俺を睨にらみつけるように、細められる。

　それに伴い、男の視線が強さを増したような気がした。

　まるで俺を獲え物ものとして認めた狩かり人うどのように。

　次の瞬しゆん間かん。

　俺は右目から血しぶきを噴ふき上げ、地面に倒れ伏した。




　だが、それは現実ではない。

　さっきノイズのような痛みの後に見えたのは、俺の持つ『アンティーク』が視みせる未来の映像だった。

　俺の右眼めは義眼だ。本物の眼球の代わりに埋うまっているのは、都と和わ子こさんからもらった『ヴィジョン』と呼ばれる『アンティーク』だった。

『ヴィジョン』はこれから起こる少し先の未来を俺おれに視みせてくれる。

　未来が視える瞬しゆん間かんは、まるでテレビにノイズが走るかのように頭にノイズが走り、現実に見ている視界に割り込んで未来の映像が流れる。

　未来の全すべてを予期できるわけではない。宝くじの番号やスポーツの勝敗や明日あしたの天気などはわからない。意図した未来を視ることもできない。

　だが唯一つ必ず視せてくれる未来がある。

　それは俺か、あるいは俺に関わる誰かの近い未来に訪れるその死を視せてくれるのだ。

　今のは、確かに俺の死の未来だった。

　と──

　男が俺を射抜くように睨にらみつける。

　それが、『ヴィジョン』の視せた未来と重なる。

「────っ！」

　次の瞬間──特に何も起きなかった。

『ヴィジョン』の視せた未来のように、俺が血しぶきを上げることも、倒れることもなかった。

　男の目が怪訝けげんそうに泳ぐ。

　それは困こん惑わく、だろうか。

「何故なぜだ？」

　と、男が無機質な声で俺に問いかけてきた。

「何故、死なない？」

　その言葉に背筋が凍こおる。

　改めて、この男が俺を殺そうとしたことがわかったからだ。

　何らかの原因で失敗をしたようだが、間違いない。

　あいつは俺を殺すためにここにやってきたのだ。
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　なぜだ。

　私は今、確かに彼を殺したはずだ。

　それなのに、あの少年は死ななかった。

　それどころか、傷一つ負わなかった。

　こんなことは今までありえなかった。

　彼がおかしいのか。

　私がおかしいのか。

「何故なぜだ？」

　私は問うてみた。

「何故、死なない？」

『アンティーク』の能力がおかしくなってしまったとでもいうのか。錆さび付いてしまったとでもいうのか。

　と、騒さわぎに驚いたのか、ドブネズミが一匹ぴき、隠かくれていた物陰から飛び出てきた。

　私は試しにそのネズミを殺しに掛かる。

　俊しゆん敏びんな動きを見せて、別の物陰に逃げ込もうとしていたネズミは、ビクッと体を震ふるわせると、そのまま血を噴ふいて地面に転がった。数度痙けい攣れんをすると、そのまま動かなくなる。

　……錆び付いてはいない。『アンティーク』の能力もおかしくはなっていない。

　ではなぜだ？

　なぜあの少年は死なないのか？
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　何故だと問いかけたまま、男は固まった。

　と、男の視線が俺おれからはずれ、横に動く。

　その先には、一匹のドブネズミが路地の端はしを走り抜けようとしていた。

　ネズミが珍めずらしいわけでもあるまいし、何を考えているのか。

　だが、この隙すきはチャンス……そう思った瞬しゆん間かん、ネズミが急に地面にひっくり返った。

　ネズミはそのまま血まみれとなり、動かなくなった。

「！」

　何をした？

　今、あの男は何をした？

　あの男が何かをしたのは間違いない。

　だが、何をしたのかはまったくわからなかった。

　一年前の状況が蘇よみがえる。

　咲さきが襲おそわれたあのとき、俺は咲と男の間に割って入った。

　瞬間、俺は右目を奪うばわれた。

　あのとき何をされたのか、わからなかった。

　拳けん銃じゆうで撃うたれたわけでもない。

　矢を射られたわけでもない。

　今も同じで、男が何をしたのか、まるでわからなかった。

　だが、それゆえにわかることがある。

　都と和わ子こさんの言葉どおり、この男は何らかの『アンティーク』を所持している。

　それだけで今がどれほど危機的な状態か理解をするには十分だった。

　それなのに俺おれは何をのんびりとしているのか。

　あの男がどんな『アンティーク』を所持し、どんな攻こう撃げき手段を持っているかわかっていないのに、俺は何を呆ほうけて突っ立っているのか。

　俺は我に返って、すぐに物陰に一度身を潜ひそめた。

　男の前にいることは考えるまでもなく危険だった。

　だが、その物陰は行き止まりで、この場から逃げ出せたわけではない。

　どうする──？

　ここに来たということは、一年前の事件の目もく撃げき者を消すためと考えるのが妥だ当とうだろう。今さらと言いたいところだが、どこかに身を潜めていたのかもしれないし、どこかで俺を見かけて尾つけてきたとも考えられる。

　都と和わ子こさんが撃げき退たいしたから、すでに終わったことだと思っていたが、考えが甘あまかった。

　今から警察に駆かけ込むとしても、まずはこの路地裏から抜け出さなければならない。

　だが仮にこの路地裏から抜け出せたとしても、問題はある。

　この殺人鬼きを、何の関係もない一般市民の前に連れ出すことにつながるかもしれないからだ。俺を追ってきて無差別殺人などされようものなら、寝覚めが悪い。それは何としてでも避さけたい。

　物陰からわずかに顔を出し、男を観察する。

　男は年の頃なら四十後半から五十前半。中肉中背。一見すればどこにでもいる普通の中年男性だ。ただ、無ぶ精しようひげやぼさぼさの長めの髪かみから、一般生活を送っているサラリーマンにはとても見えない。

　それよりも特筆すべきは、男の左右の目の色が異なっていることだ。左目は、見えているのかと疑いたくなるくらいに真っ白だった。一言で言えば作り物めいている。俺おれと同じ義眼なのだろうか。

　また右手の人差し指には似合いもしないごつごつとした髑髏どくろの指輪がある。それもシルバーアクセサリーなどの類たぐいではない。その白色の髑髏は、何か小さな生物の本物の頭ず蓋がい骨こつのようだった。

　さらに言えば、くたびれたスーツの上に羽織った薄うす手でのコートは、中に何かを忍しのばせているかのように膨ふくれ上がっている。

　何が怪あやしいのかと言えば、その何もかもが怪しく見えた。

　くそ。『アンティーク』の存在を検知する『アンティーク』──『ダウジング』を都和子さんに渡してしまったことが悔くやまれる。

　だが、ないものねだりをしてもしょうがない。

　俺おれは、思考を働かせる。

　一年前の俺と同じと思うなよ。

　以前、俺はこの男に攻こう撃げきを受けた。今も何も起きなかったが、何かされそうになったことは確かだ。その中にヒントがあるはずだ。

　どちらも、男が何をしたのか俺はわからなかった。

　つまり、これといった挙きよ動どうがないわけだ。

　例えば『魔ま道どう書しよ』や『ペンデュラム』のように言葉を発したわけでもなければ、『音おと霊だま』のように音を奏かなでたわけでもない。

　何の動作もなく『アンティーク』の能力を使ったということは、例えば『明めい鏡きよう』や『マスカレード』のように、一度能力が使われるとそのまま持続的に能力が維持されているものなのか。

　あるいは、『ヴィジョン』のように、本人の意思に関わらず、偶ぐう発はつ的に能力が発はつ揮きされるものと見るべきか。

　一年前は何をされたかわからないうちにやられた。

　今は何かをしようとしたが、何も起きなかった。それは、なぜだと問いかけた男の言葉からもわかる。

　その違いは何なのか？

　だが、これだけの情報では判断がつかない。もう少しヒントがほしい。

　と、男の目が俺のほうを向いた。




　そのとき俺の脳裏にノイズのような痛みが走った──




　目の前には男の姿。

　ぶつかる視線。

　その俺の視界が紫むらさきの光に包まれる。

　次の瞬しゆん間かん。

　俺はまるで石と化したかのように身動き一つ取れなくなる。

　男が近づいてくるが、俺は微び動どうだにできない。

　男は指を持ち上げると、俺の額ひたいをこつんと叩たたく。

　と、俺の視界がぴしっと音を立てて縦たてに割れ、音を立てて崩くずれ落ちた。




『ヴィジョン』の未来視から我に返ると、俺は慌あわてて物陰に頭を引っ込める。

　物陰から顔を出しすぎていた。気づかれてしまったのは間違いない。まあ、この狭せまい路地裏で隠かくれられるところなんて数えるほどしかない。

　そんなのは時間の問題だった。

　だが、そのおかげでわかったことがある。

　今、一いつ瞬しゆん目が合った。

　その瞬しゆん間かんに『ヴィジョン』による未来が視みえた。

　この『ヴィジョン』の未来視は、あいつと目を合わせるのは危険だという警けい鐘しようだ。

　以前、あの女占うらない師が所持していた『眼鏡めがね』の『アンティーク』があった。あれは『眼めい鏡きよう』を通して人の目を見るだけで、その目が見たものを覗のぞくことができた。

　そして古こ今こん東とう西ざい、何の挙きよ動どうもなく見ただけで人を殺せるものといえば、「魔ま眼がん」や「邪じや眼がん」といった類たぐいのものがある。メデューサの目は、目を合わせただけで人を石にするという。

　やはり男のあの左目は、俺おれと同じように義眼ということか。

　可能性としてはそれが一番高いような気もする。

　俺は頭上を見上げる。

　建物の間から見える空は、月が見えていた。

　月も星も雲に隠かくれて完全な暗がりにでもなれば、その視界を奪うばえるかもしれないと思ったが、時間に余よ裕ゆうはなさそうだった。

　ひとまず、奴やつの視界の中に出ていくのは危険であるとし、行動を開始するしかない。




　　　　　　　　　◆




　私はたった今殺したネズミから視界を戻した。

　いつの間にか、少年の姿はなくなっていた。

　逃げてしまったのだろうか。

　目を離したのはほんのわずか。逃げるほどの時間を与えたつもりはないが……。

　いや、いた。物陰に彼の姿が見えた。

　咄嗟とつさに身を引いたようだが、見え見えだ。

　物陰で震ふるえているのだろうか。

　あるいは反はん撃げきのチャンスを窺うかがっているのだろうか。

　どちらでも構わない。

　今度こそ彼に死を……。

　そのとき、私の頭の中に思い浮かんだのは、右目を切られた彼の死だった。

　右目を切られ、血にまみれ、のた打ち回って死んでいく少年。

　それが、私が彼に抱いだく死のイメージだった。

　なぜだろう。

　私の中のもっとも大きな死のイメージは、頭部の陥かん没ぼつ骨折だった。

　なぜ彼に対する死のイメージは、それではないのだろうか。

　一年前の出来事が今のイメージにつながっているのだろうか。

　だがそれはそれで不可解だ。

　ではなぜ一年前、私は彼に対して右目を切られる死をイメージしたのかということになる。

　……わからない。

　だがわかったところで意味はない。

　どんな形であれ、殺せればそれでいい。

　私はすぐにそこへ向かい、物陰を覗のぞき込むと──

　そこにはもう少年の姿はなかった。

「？」

　瞬しゆん間かん、上から何かが落ちてきたような音がし、背中に何かがまとわりついた。背中から回された腕うでが、私の首を絞しめる。

　それが少年だということは何となく察しがついた。

　……そんなことをしても、意味などないのに。




　　　　　　　　　◆




　作戦は成功した。

　姿を見られたことを逆さか手てに取って男を誘さそい込み、水道管を登って上のほうで息を潜ひそめた。そしてビルの隙すき間まを覗きこんできた男の背後に飛びかかった。

　あとは後ろを向けないようにしてしまえば、怖いものなどない。

　プロレスで言うスリーパーホールドみたいな形を取りつつ、俺おれは男の背中にぴったりと張り付いた。

　これで男の視界に入らなくて済む。

　このまま首を絞めて意識を失わせてしまうことができれば……。

　その瞬間──

　俺の脳裏にノイズのような痛みが走った。




　男が何かを呟つぶやいている。

　小さな声でぼそぼそと。

　その呟きは調子がついている。

　まるで唄うたのように。

　その声に耳を傾ける。

　その内容が聞き取れる。

　かごめ、かごめ、かごのなかのとりは、いついつでやる……

　よあけのばんに、つるとかめがすべった……

　うしろのしょうめんだぁれ……

　唄が終わったと同時。

　いもしない子供の笑い声が聞こえたような気がした。

　次の瞬しゆん間かん。

　男のコートの中から、籠かごのようなものが地面に落ち──

　その籠の中から無数の子供の手が伸びてきて、俺おれは籠の中に引きずり込まれた。




「なっ！」

　俺は驚きで思わず手を離してしまった。

　そのままバランスを崩くずして、男から落ちて地面を転がる。

　男は首を左右に傾かしげて骨を鳴らすと、ゆっくりと俺のほうを振り向いた。

　だが、背中を打った痛みよりも驚きのほうが勝まさった。

　今、俺は確かに男の視界には入っていなかった。

　それなのに、どうして？

「……お前、どんな『アンティーク』を持ってるんだ？」

「ほう。『アンティーク』のことを知っているのか？」

　男の声が軽い驚きを示した。

「なるほど。なぜお前が死なないのか疑問に思ったが、それが解とけた。何らかの対抗手段を持ち合わせていたというわけか」

　対抗手段というのなら、今の背後に回って視界に入らないことだった。でも……。

「視界に入らなければ安全とでも思ったか？」

　違うのか？

　あの色違いの左眼めが『アンティーク』なのではないかと思った。

　その視界が危険地帯なのかと思った。

　だが、違うのか？

「その洞どう察さつ力は賞賛に値すると言える。だが及第点にはほど遠い。それにもしも疑問を持つのなら、こう問うべきだ」

「？」

「お前はいくつの『アンティーク』を持っているのか、と」

　男はそう言うと、コートの前を広げた。

　そのコートの中には──

　目に紫むらさきの石をはめた無数の蛇へびの髪かみを持つメデューサを模したペンダント。

　五寸釘くぎの突き立った藁わら人形。

　子供のような小さな手を無数に囲っている鳥籠かご。

　赤い靴くつを履はいた少女の人形。

　鉄輪かなわをかぶった鬼おにの面めん。

　他ほかにも、数え切れない程の得え体たいの知れないものがコートの内側に仕込まれていた。

　それが『アンティーク』であることに疑いの余地はない。

　そのどれもが禍まが々まがしさを纏まとっていることを俺おれは否定できない。その禍々しさとは──どれもが死や呪のろいを連想させるものばかりだった。

　複数の『アンティーク』を持つ者は初めてではない。

　駿しゆんも複数の『アンティーク』を持っていた。

　だが桁けたが違う。

「全すべて私を選んだ『アンティーク』たちだ。さて、どれが通じるのか、順に試していくとしよう」

　背中に冷たい汗あせが流れた。

「だが、その前に確認することがある」

　男が静かに問いかけてきた。




「──舞まい野の咲さきも生きているのか？」




「………………」

　何、だって……？

　いま何て言った？

　舞野咲、とそう言ったのか？

　男の放った言葉を受け入れるのに、俺はしばらくの時間を要した。

「何であいつのことを……」

　一年前に殺しきれなかった俺たちのことを調べたということか？

　だが、そうとは思えなかった。

　こいつは俺を見つけたときに、確かに困こん惑わくをしていた。その目は俺が生きていることに対するものだった。その証しよう拠こになぜ生きているのかと疑問符ふを上げた。

　俺たちのことを調べて知っていたのなら、あの反応はありえない。

「その様子を見る限り、まだ生きているのだな？　ここまでお前を殺せないのでもしやと思ったが、まさかお前だけではなく舞まい野の咲さきまで生きているとはな……」

　それは、この男にとって驚きよう愕がくに値することのようだった。

　俺おれだけならまだしも、というのはなぜなのか。

　あのときの俺と咲に違いがあったとは思えない。

　むしろ血を流して倒れていたのは俺のほうだ。

　俺が生きているほうを驚くべきではないのか？

「……お前やあの女だけが生き残っているのなら、まだ納なつ得とくがいった。殺しそびれたことも、にわかには信じがたいがまだ納得はできた。だが、舞野咲まで生きているとなれば話は別だ」

　やはりそうなのか。

　咲の名を口にしたとき、それは調べただけの記号ではない、何か感情めいたものがあった。俺に対していたときのそれとはまったく違うものがあった。

　俺はこいつを、『アンティーク』を使って無差別に人を殺す殺人鬼きだと思っていた。

　狙ねらいもなく、ただ人を殺せればいいと。

　今、ここに現われたのも口封じが目的なのだと。

　だが、違ったのか？

　こいつは無差別殺人鬼ではなかったというのか。

　あのときから……最初から──

「私の殺意は間違いなく本物なのだから」




　──咲が狙いだったというのか？




「この一年、舞野咲を殺したにも関わらず、心晴れることはなかった。それはあの女がまだ生きていたからだったということか……」

　俺は言葉を返すことも、驚きを隠かくすこともできない。

「舞野咲も私の呪じゆ殺さつを防ぐ手立てを持っていたということか。それに私に死んだと錯さつ覚かくさせるような手もあったのかもしれんな。何にせよ、これは私が甘あまかったと言わざるを得ない。だが考えようによっては、今簡単にお前を殺せなかったことは、私にとって幸運だったのかもしれん」

　男がぶつぶつと一人呟つぶやく。

　それは自分に言い聞かせ、落ち着きを取り戻そうとしているかのようだった。

　男は俺を見据すえる。

「舞野咲の居場所を知っているな？」

　それは問いかけに乗せた、確認作業だ。

　俺が咲の居場所を知っているとわかっていて、聞いている。

　だが、答えるつもりなどない。

　俺おれは逃げることも忘れ、こいつの目の前にいる危険性も忘れ、立ち上がる。

　こいつの狙ねらいが咲さきだと言うのなら、俺がここから逃げ出すわけにはいかない。居場所だって教えるわけにはいかない。一歩だって近づけるつもりはない。

「……なぜ咲を狙う？」

　問うたのは、理由ではなく目的だ。

　咲を殺すに足る理由などあるはずがない。あっても認めるわけにはいかない。だが、守るためには、その目的は明らかにする必要がある。

「何のためにあいつの命を狙う？」

　男の目に暗い光が灯ともる。

　冷静に見えていた男のメッキが一いつ瞬しゆんにして剝はがれたような気がした。

「復ふく讐しゆうだ」

　鉄を擦こすり合わせたような、怖気おぞけが走る。

　込められていたものは、純度の高い負の感情。

「……復讐？」

　予想だにしない言葉に、俺はかろうじて問い直す。

　男はそうだと頷うなずき、こう言った。

「私の娘むすめは舞まい野の咲に『アンティーク』で殺されたのだ」




　　　　　　　　　◆




　私の娘は小学校の登山遠足で亡なくなった。

　足を滑すべらせて、滑かつ落らくしたのだ。

　不幸な事故だった。

　死因は頭ず蓋がい骨こつの陥かん没ぼつ骨折および脳挫ざ傷しようによる即死。苦しまなかったことがせめてもの救いだった。

　その娘の通つ夜やで、娘のクラスメイトからある噂うわさを聞いた。

　遠足の前日、クラスメイトの舞野咲という少女が遠足で誰かが死ぬというようなことを言っていたというのだ。

　その不ふ吉きつな言葉が呪のろいとなって、娘を殺したのだと。

　当時、娘のクラスでオカルト的なものが流行はやりだしていたということは聞いていた。子供の中で、そういうことが流行るのは珍めずらしいことではない。

　私はそんな噂は相手にしなかった。

　事故で目に怪け我がをして遠足に行けなかった少女に同情すらしていた。

　娘むすめは不ふ慮りよの事故で亡なくなったと疑わなかった。

　だが、妻つまは違った。

　その噂うわさを信じ、通つ夜やの席で彼女を殴なぐったらしい。

　おそらく誰かのせいにしなければ、納なつ得とくできなかったのだろう。

　通夜当日に彼女の親御さんに電話による謝罪をし、先方も納得してくれた。

　この件はそれで終わる、はずだった。

　しかし、数ヵ月後、私は娘の事故のことで舞まい野の咲さきが学校でいじめに遭あい、不登校になっているという話を聞いた。

　娘の葬そう儀ぎの事後処理や精神的ショックで倒れた妻の入院などが落ち着いたこともあり、私は舞野家に謝罪に赴おもむいた。

　娘のことで彼女がいじめに遭うことは、私としても本意ではなかった。学校で彼女には何の非もないことを説明してもいいとすら思っていた。

　そんな話をしに舞野家に向かった私は、逆に謝罪をされた。

　何に対してかといえば、私の娘の死に対してだった。

　あろうことかその噂を彼女の親までもが信じていた。

　その反応に最初は呆あきれていたが、話を聞くにつれ、そうではないことを知った。

　舞野咲が本当は事故で失明していたこと。

　その両目が義眼であること。

　義眼なのに、元の人間の目のように見えること。

　そして、視みえてはいけないものが視えてしまうこと。

　その義眼が『アンティーク』と呼ばれるものだということ。

　そして。




　舞野咲が死ぬと言った者は必ず死ぬということ──




　信じられなかった。

　だが両親がそれを肯こう定ていしていた。

　私の娘だけではなく、学校の教師、テレビで見た人間、会ったことのない人間すらも、舞野咲が死ぬと言った者は、皆死んだそうだ。

　偶ぐう然ぜんと片付けるには、無理のある人数だった。

　警察にも相談にいったが、相手にされなかったとのことだ。確かに法律で判断するには無理のある話だ。父親が真相の究明を図るために義眼を手に入れた店を探したそうだが、どうしても見つからなかったらしい。

　結局、舞野咲を家に閉じ込め、刺激を与えないことでひっそりと暮らすことを選んだそうだ。

　舞まい野の咲さきに直接話を聞くことはしなかった。両親から止められたのだ。むしろ娘むすめを刺激しないでくれと頼まれた。

　それはまるで命乞ごいをしているかのようだった。

　そのときの私はその話を信じていなかった。むしろあの事故がこの一家の人生を狂わせてしまったのかと、罪悪感すら感じていた。

　だから私は自ら調べることにした。

　舞野咲の父親の言葉だけではなく、呪のろいや魔ま術じゆつといったオカルト文ぶん献けんはもちろん、昔話や伝でん承しようといった歴史書まで、可能な限り調べた。インターネットを通じて人の情報を集めたり、民俗学者に話を聞いたりもした。

　そして調べれば調べるほど、この世には人の死に関わる非科学的な話が溢あふれていること、また多くの人間がそれを肯こう定ていしていることを知った。

　いつしか、どうやって直接手を下さずに人を殺せるのか。その方法を調べるようになっていた。

　どうすれば、法に触ふれずに人を殺すことができるのか。

　どうすれば、手を下さずに人を殺すことができるのか。

　どうすれば、あのような事故を起こすことができるのか。

　そうやって、娘の死と照らし合わせるようになった。

　最初はこの馬鹿げた話を否定するために調べ始めた。

　だが、いつしか娘はどのようにして殺されたのか。その答えを求めるようになっていた。そこには答えがあるのだと、信じて疑わなくなっていた。

　睡眠時間を削けずり、食事すら取らず、会社に行くこともやめ、妻の見舞いにも行かなくなり、私はひらすら調べ物に没ぼつ頭とうした。

　そして、ついに私はある店に辿たどり着くことができた。

　その店は舞野咲の父親が話していた『アンティーク』と呼ばれる呪のろいの道具を取り扱う店。

　その店で、直接手を下さずに人を殺す『アンティーク』があることを教えられた。

　その一つが、殺意を以ってイメージした死で対象を睨にらみ殺す『アンティーク』──『邪じや眼がん』。

　だが、それだけではなかった。

　他ほかにも、死をもたらす数多あまたの『アンティーク』がそこにはあった。

　その全すべてが、私に呼びかけた。

　死をもたらす『アンティーク』はあるのだと。この世界には存在するのだと。

　そして、全ては肯定された。




　私の娘は、舞野咲に殺されたのだ──




　　　　　　　　　◆




　……何なんだ。

　何なんだ、その言いがかりは！

　男の話を聞き終えた俺おれの内に生まれたのは、声にもならない怒りだった。

　咲さきが同級生の子を殺しただと？

　周囲の人間はそれを認めただと？

　何より、本来誰が敵てきになっても味方にならなければならない親までも、咲を犯人扱いしていただと？

　……以前、咲に聞いたことがある。

　住み込みのバイトなんてして、親は文句を言わないのか、と。

　咲は「交通費が出ないのだから、アルバイト代が交通費で消えてしまうわ」と本気とも冗じよう談だんともつかない、いつもの無表情でそう答えた。

　他ほかにも聞いたことがある。

　学校に行かなくていいのか、と。

　集団行動は苦手なのよ、と咲は何でもないことのように、いつもの無表情でそう答えた。

　そんな過去があるとも知らずに。

　俺は、バイト中の世間話で終わらせていた。

　あいつの過去を知ろうともしなかった。

　これか。こんなことだったのか。

　あいつが感情を出さなく……いや、出せなくなった理由は。あいつが笑えなくなった理由は！

「そんな言いがかりで、お前たちは咲を追い詰めたのか！」

「言いがかりだと？　お前に何がわかる！」

「お前にこそ何がわかる！」

　怒ど気きを纏まとった男の視線を、俺は真まっ向こうから受け止める。

「咲の『アンティーク』に、そんな能力はない」

「何を根こん拠きよに言う？」

「咲の『アンティーク』は、おそらく未来を予見する能力を持っている。逆に言えば、それだけの能力しかない」

「おそらく、と言ったな？　確かではないのだな？　本人に確かめたわけでもないのだな？」

「……確かに状況証しよう拠こによる、推測の域を出ない」

　だが──

「もしも人を殺すような恐ろしい能力を秘めた『アンティーク』だったなら、咲さきはそれを手放している」

「人を殺すような恐ろしい能力を秘めた『アンティーク』だからこそ、言えなかったのではないか？　それを使っていたからこそ、隠かくしていたのではないのか？」

「…………」

　俺おれは何を言葉を弄ろうしていたのか。

　関係ない。

　俺が信じるべきは、咲の持つ『アンティーク』の能力などではない。

　──あいつ自身だ。

「咲がそんな真似まねをするわけがない」

「それで納なつ得とくしろと？」

「…………」

　俺はポケットから咲の「義眼」を取り出し、それを男に突きつけた。

「これが咲の持っていた『アンティーク』だ」

「これが……？」

「お前自身で確かめてみろ」

　男は、俺の手から咲の『アンティーク』を受け取った。




　　　　　　　　　◆




　舞まい野の咲の父親から聞いていた。

　手に入れた『アンティーク』は義眼の形状をしていると。

　これが彼女のものであるという保証はなかった。

　だが、そうだと言われて無視することはできなかった。

　手が、震ふるえている。

　ついに追い求めた真実を知ることができるという歓喜が全身を震わせる。

　私は少年から受け取った舞野咲の『アンティーク』を覗のぞき込む。

　次の瞬しゆん間かん──

　私の視界にノイズが走り、その視界に何かが割り込んできた。

　それは、ある映像だった。

　少年は未来を予見する『アンティーク』だと言った。

　それが本当に未来のものなのか、それとも過去のものなのか、あるいは現実のものなのか架か空くうのものなのか、わからなかった。

　ただ、一つだけはっきりしたことがある。

　そこに対象はなかった。

　誰かを指定することもできなかった。

　ほんのわずかも。

　かけらさえも。

　私の意志が入り込む余地がなかった。

　会ったこともない、見たこともない人間たちの映像が、何の法則性もなく視みえるだけだった。

　私はもう一度、義眼を覗のぞき込む。

　そんなはずはないと、確かめる。

　だが、同じだった。

　そこに流れるのは、ただの映像。見知らぬ人間たちのある一つの未来が視えるだけだった。

　馬鹿な。そんなはずはない。そんなことがあってたまるものか。

　殺せるはずだ。

　この『アンティーク』で人を殺せるはずだ。殺せなくてはならないのだ。

　そうでなければ、私の娘むすめが死んだ理由がなくなる。何一つなくなってしまう。

　殺せ。『アンティーク』よ。人を殺せ。お前は、人を殺す『アンティーク』だ！

　だが、義眼は応こたえない。

　まるで映画のように、私の意志も思いも無視して、映像を垂たれ流す。

　──ただ、それだけだった。




　　　　　　　　　◆




「何が視えた？」

　男は咲さきの『アンティーク』を覗き込んだまま、固まっていた。

「言ってみろ。どんな能力だ？」

　男は答えない。

「それで人が殺せるか？」

　男は何も答えない。

「どうした？　その『アンティーク』で俺おれを殺してみろ。できるものならな！」

　男の話だけで、俺はまったく別の考えに行き着く。

　咲は、未来を視たのだ。

　おそらく遠足に行く友達の死という未来を。

　だから、止めたのだ。

　助けたくて、止めたのだ。

　だが誰も信じなかった。

　それどころか、その死を咲さきのせいにした。

「お前だってそうだ」

　咲のせいだと思わなかった。ただの噂うわさだと思っていた。否定するために調べた。そんなもっともらしいことを言って、全すべてを受け入れたようなことを言って、結局は咲のせいにした。

　心の奥底には。

　恨うらみがあったのだ。

　憎にくしみがあったのだ。

　納なつ得とくができなかったのだ。

　だから、『アンティーク』に付け込まれた。

　そして咲をスケープゴートに仕立てた。

　他ほかの奴やつらと同じように。

　あいつの周りにいた全ての人間と同じように。

「お前たちの思い込みが、あいつから全てを奪うばったんだ！」

　男の肩かたが震ふるえる。顔を歪ゆがめ、頭を搔かき毟むしり、激しくかぶりを振る。

「……こんなもの……今さら信じられるか！」

　男は唾つばを撒まき散らして叫び、咲の『アンティーク』を俺おれに投げつけた。

　俺はそれを摑つかみ取り、男の真まっ赤かに充血した目を睨にらみつける。

「これはあの女の『アンティーク』なんかじゃない！　他のものだ。舞まい野の咲が娘むすめを『アンティーク』で殺したんだ！」

「お前がしたようにか？」

　俺が突きつけると、男がびくりと体を揺らした。

　連続通り魔ま事件。

『アンティーク』の能力を使いこなせなかったのか、あるいは試したかったのか。

　何にせよ、それがこの男の仕し業わざであるなら、こいつは無関係の人の命を奪った。

　娘の復ふく讐しゆうを隠かくれ蓑みのにして、目を背そむけていた事実を俺は突きつけた。

「咲はお前の娘を殺していない。お前がやったのはただの無差別殺人だ。お前が勝手に恨うらんでいた、いもしない犯人のようにな！」




　そのとき、俺の脳裏にノイズのような痛みが駆かけ抜けた──




　男はいつの間にかあるものを手にしていた。

　左手には五寸釘くぎの突き立った藁わら人形。

　右手には古びた木き槌づち。

　男は藁人形の胸──ちょうど心臓の位置に突き立った五寸釘に、木槌を打ち付けた。

　次の瞬しゆん間かん。

　俺おれは心臓を貫つらぬかれるような衝しよう撃げきに襲おそわれ、地面に倒れ伏した。




　再び、俺の脳裏にノイズのような痛みが駆かけ抜けた──




　男はいつの間にかあるものを手にしていた。

　それは鈍にぶく七色に光る。魚の鱗うろこのようなもの。

　男は俺の顎あごを摑つかむと無理やり口の中に押し込み、それを飲み込ませた。

　何を飲ませた──？

　俺がそう声を発したと同時。

　俺の手足の末まつ端たんが、溶とけ始めた。

　それはまるで魔ま女じよに呪のろいを掛けられ、泡あわとなって消えた人魚のようだった。




　三み度たび、俺の脳裏にノイズのような痛みが駆け抜けた──




　男はいつの間にかあるものを手にしていた。

　それは蠟ろう燭そくだった。

　太く長い蠟燭は、芯しんが煌こう々こうと燃えていた。

　男は火の点ついたその先せん端たんを、あっけなく握にぎりつぶした。

　次の瞬間。

　俺の視界は一いつ瞬しゆんにしてブラックアウトした。




　その後も『ヴィジョン』の未来視は続いた。

　繰り返し。

　繰り返し。

　俺の死の映像を、ノイズと共に視みさせられた。

　俺が何をしても。

　どれほど足搔あがいても。

　俺は殺された。

　何度も。

　何度も。

　殺され続けた。

　これほどまでに死を視せつけられたことはなかった。

　もう助かる術すべはないのだと突きつけられているかのようだった。

　吐はき気を覚えた。

　頭がおかしくなりそうだった。

　そのとき。




　刻とき──




『ヴィジョン』の未来視に割り込むように、声が聞こえた。

『ヴィジョン』の未来視がキャンセルされたかのように中断する。

　声は聞き覚えのあるものだった。

　声が誰のものなのか、理解した瞬しゆん間かんに、俺おれは自身の迂闊うかつさを呪のろった。

　男の肩かた越しに視界に入ったのは──

「……麻あさ美みちゃん」

　手には小さな花束。

　それはおそらく咲さきへの見舞いの品。

　具合が悪いなどと言えばあの子がどうするか、どうして俺は気づけなかったんだ。

　当然、男にも聞こえた声。

　男の顔がゆっくりと後ろに向けられる。
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　麻あさ美みちゃんは呆ほうけたようにそこに立っている。

　逃げろと叫ぶが、その声は伝わらない。

　男は言っていた──『邪じや眼がん』と。

　手に入れたのは、殺意を以ってイメージした死で対象を睨にらみ殺す『邪眼』だと。

　今のこの男が理性を持って麻美ちゃんを見るとは思えなかった。

　殺意が不足するなどとは思えなかった。

　この男は、俺おれに向けられるはずだった十二分な殺意を以って、麻美ちゃんを見る──

　させない。

　そんなことは絶対に許さない。

　俺は男と麻美ちゃんの間にこの身を割り込ませた。

　失わせない。

　もうあいつの友達を、失わせたりはしない！

　俺は男の前に立ち塞ふさがり、その死の視線を真まっ向こうから受け止めた──




　　　　　　　　　◆




　私の持つ死のイメージは、つまりは私の娘むすめの死のイメージ。

　私の脳裏には、常に娘の変わり果てた姿が浮かび上がる。

　額ひたいの裂れつ傷しようと血の痕あとがこびりついた髪かみの毛。頭ず蓋がい骨こつ骨折による頭部の変形。

　それこそが私の死のイメージの根源。

　殺意を以ってイメージした死で対象を睨み殺す『アンティーク』──『邪眼』。

　私はそれを以って多くの命を奪うばった。

　他ほかの『アンティーク』によって殺したこともあったが、『邪眼』による殺しが多かったのは、私の死の根源となるものが娘の死だったからだ。

　今も、私の視界は一人の少女を捉とらえていた。

　少女に娘が重なる。

　少女の死を、娘の死に重ねる。

　娘の死を思い出す行為は、殺意を生む。

　それで少女が娘と同じ形で死を迎える──はずだった。

　しかし。

　少年が割って入ったとき──その右眼めに視線を絡からみとられたとき。

　血を流したのは私だった。

　頭部を陥かん没ぼつさせたのは私だった。

　脳を潰つぶされたのは私だった。




　　　　　　　　　◆




　何が起きたのか、わからなかった。

　男は唐とう突とつに頭部から血を流すと、まるで電池が切れたように動きを止めた。

　無数の『アンティーク』のうち、呪のろい返しのようなしっぺ返しを食らうものがあったのか。あるいは無関係な人を巻き込むのを避さけ、自ら命を断ったのか。

　確かめる術すべはなかった。

　男は、すでに事こと切れていたのだから。

　俺おれは麻あさ美みちゃんを一度路地から連れ出し、後のことは任せるように言ってひとまず家に帰らせた。

　強ごう盗とうに襲おそわれていたという説明は信じていなさそうで、何かを言いかけてはいた。だがそれ以上に緊きん急きゆう事態であることを理解してくれた彼女は、俺を信じてそれを飲み込み、従ってくれた。

　あの男の後始末をどうつけるか。

　それが大きな問題であることは事実だが、俺はひとまず付つく喪も堂どうに帰ることにした。

　都と和わ子こさんと連れん絡らくがつかない理由にあの男が絡からんでいたら──つまりあの男が都和子さんをも襲っていたらと不安になったからだ。

　あの男は都和子さんが生きているのか確信がなかったようだから、その心配はなさそうではあったが、この目で確かめるまでは安心できなかった。

　男の襲しゆう撃げきには寿じゆ命みようが縮まる思いだった。

　あれほどの『ヴィジョン』が視みえたことからも、一歩間違えば俺の命はなかった。

　ほんの少し、俺には運があっただけのことだろう。

　だが、男の襲撃でわかったことがいくつかあった。

　それは、咲さきのことだ。

　なぜ『アンティーク』のことを話してくれなかったのか。

　それが俺にはわからなかった。

　だが、もしも咲がそれを言ってしまえば、俺はそのことを詳くわしく聞いてしまっただろう。

　そうしたら、きっと咲は友達を救えなかった当時の哀かなしい気持ちを思い出してしまう。後悔を思い出してしまう。

　それが耐えられなかったのだろう。

　あるいは、『アンティーク』を持つことをよしとしない都和子さんに、嫌きらわれるとでも思ったのかもしれない。

　そう考えれば辻つじ褄つまも合う。

　そして何より。

　時折見せる咲さきの罪悪感のようなもの。

　何かに謝ったり、危険に身を置こうとする行動。

　その根源がわかった。

　咲は友達を救えなかったこと、あるいはその未来の死を視みてしまったことを悔くいているのだろう。

　咲には何の罪もないのに、周りがそう仕向けたがゆえに、今でもその後悔が罪悪感となってあいつに付きまとっている。

　明日あした、咲が目を覚ましたら言ってやろう。

　お前は何も悪くないんだと。

　他ほかの誰も、親すらも言ってやらなかったその言葉を。

　俺おれが、言ってやりたい。




　そんなふうに思えるほど、そのときの俺はまだ何もわかっていなかった。

　あいつの心の闇やみの深さも、そして俺自身のことも何一つわかっていなかった。




　　　　　　　　　◆




　これが死なのだろうか。

　薄うすれゆく意識の中で、私はそんなことを考えていた。

　思い浮かぶのは、『アンティーク』を使って殺してしまった罪のない人たち。

　一年前。私が『アンティーク』を手に入れ、この場所で舞まい野の咲と出会うまでのわずかな時間に、私は何人もの人間を殺してしまった。

　その能力を確かめるために、あるいは娘むすめと同じ年頃の少女が何も知らずにのうのうと生きていることに殺意を覚えたがゆえに。

　そんな自分が今さら助かろうなどとは思わない。

　むしろ娘の下もとへ行けるのだと安堵あんどの気持ちもあった。

　ただ一つの心残りは、心を病んでしまい、今も入院している妻のことだ。

　まだ『アンティーク』など知らなかった頃は、娘の死に耐え切れなかった妻の心を弱いと思ったときもあった。

　だが今思えば、心が弱かったのは私のほうだ。

　憎にくむことをやめた妻は、憎み続けた私よりも、きっと強い人間だったのだろう。

　罪のない人々に矛ほこ先さきを向けた私などより、心を殺すほどに憎にくしみを己に向けたのだから。

　私は本当に取り返しのつかないことをしてしまった。

　できることならば、一から……。




　　　　　　　　　◆




　俺おれは大通りをはずれた奥まった路地裏を進む。

　目の前にはぽつんと立つ、古びた小さな店。

　通い慣れた道。慣れ親しんだ店。

　間違えるはずもない。

　俺は何の迷いもなく、店に辿たどり着く。

　そして、俺が店の扉とびらを開けると──




「ようこそ。付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんへ」




　──と、見知らぬ女性がそう言った。













　　　第二章　真実







　何も知らなければ、どれだけ楽だっただろう。

　何も知らなければ、どれだけ幸せだっただろう。

　知らないほうが幸せなことが世の中にはある。

　けれど、知らなくていいことなんて何一つない。

　それがどれほどの苦痛を伴ったとしても。

　それがどれほど不幸なことであったとしても。

　俺たちは知らなくてはならない。

　だから知った後でも俺は思う。

　知ることができてよかったのだと。

　俺は言い聞かせる。

　知ることができてよかったのだと。

　それでもやはり。

　知らないままでいたかった。




　　　　　　　　　◆




　あの日を思い出す。

　一人の男性が私の店を訪れた。

　その男性は「眼め」がほしいと言った。

　眼を失った子供のために、本物の眼のように見える義眼がほしいと。

　私は彼が望むものを与えた。

　私が『アンティーク』を選んだわけではない。

『アンティーク』が客を──その男性を選んだのだ。

　その男性は涙なみだを流して喜び、それを受け取った。

　藁わらにもすがるような思いだったのか、彼は疑いもしなかった。

　すでに疲ひ弊へいし切っていた精神は、疑うことを受け入れられなかったのかもしれない。

　疑うことで、いま目の前にある奇き跡せきが失われることを無意識に恐れていたのかもしれない。

　彼はその『アンティーク』を迷うことなく手に取った。




「けれど、気をつけなさい。その『アンティーク』は、視みえてはいけないものも視えるようになってしまうから」




　私の忠告はその男性に届いているようには見えなかった。

　人は誰でもそうだ。

　叶かなえられる想おもいを優先する。

　決してそれに伴う不幸の可能性には目を向けない。向けることができない。

　追い詰められた人間ほど、そうなってしまう。

　けれど、『アンティーク』が選んだ以上、私にはもうどうすることもできない。

　私は『アンティーク』が選んだ人間に、その『アンティーク』を与えるだけ。

　手に入れた『アンティーク』をどうするかはその人間次第。

『アンティーク』によってもたらされるものがどんなものとなるのかも、その人間次第……。




　　　　　　　　　◆




　思考がついていかなかった。

　奥まった路地裏の、小ぢんまりとした、その店の扉とびらを開けた。

　通い慣れた道。慣れ親しんだ店。

　間違えるはずもない。

　場所は同じ。

　内装は同じ。

　それなのに、そこは違った。

　品揃ぞろえが違った。

　雰ふん囲い気きが違った。

　そして何より──

　俺おれを招き入れた、そこにいるべき人が違った。

　そこは付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんではなかった。

　けれど、彼女は確かにこう言った

　ようこそ。付喪堂骨董店へ、と。

「あなたは……」

　俺は改めて目の前の女性に目を凝こらす。

　床ゆかに届くほどの長い黒髪かみは、あの人と違ってポニーテールのように纏まとめている。ドレスのようなゆったりとした服装は、あの人とは正反対。浮かべる表情はどこか物憂うげで、勝気で強気な印象のあの人とはやはり違う。背格好はあの人と同じくらい。けれど、纏う空気がまったく違った。一度見たら忘れることのできない強さを持つあの人と違い、目の前の女性はどこか霞かすみをイメージさせる。

　……俺はなぜ、目の前の女性を都と和わ子こさんと見比べているのだろうか。まったくの別人なのに。

「はじめまして、と言うべきなのかしら？　──来くる栖す刻とき也や君」

　彼女は挨あい拶さつに続けて、あえて俺の名を付け加えた。

　俺を知っているのだと知らしめるように。

　記き憶おくを手た繰ぐる。

　彼女の物言いは、俺と会ったことがあることを示し唆さしている。

　けれど、俺の記憶に彼女はいない。

　いない、はずだ。

　霞がかったような記憶は、はっきりしない。

　会っているような気もすれば、会っていないような気もする。

「……会ったことが、ありましたか？」

「あるといえばあるわ、けれど、ないといえばない」

　濁にごしたような言い方は、決してからかっているような様子はなかった。

「俺は、ここに来たことが……？」
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　そんな気がする。

「ええ」

　彼女は首しゆ肯こうする。

　だが俺おれはそれを否定する。

　記き憶おくにない。

　感覚としてあるだけで、覚えがない。

　だが拭ぬぐい去れない。

　俺がここに来たという思いが拭い去れない。

「仕方がないわ。あなたがここに来たという事実も、私に会ったという事実も、なかったことになっているから」

「……なかったことに？　どういうことですか？」

　噓うそを言っているようには見えない。

　からかっているようにもやはり思えない。

　けれど、その言葉のどれもが曖あい昧まいで霞かすみがかっている。

「あなたはいったい……？」

「私の名は久く遠おん刹せつ華か」

　久遠刹華という名前にはやはり覚えはない。だが続けて、彼女は驚くべきことを口にした。

「この付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんのオーナーよ」

「付喪堂だって……？」

　やはり俺おれは道を間違えたわけではなかった。

　でも、それならどうしてここに都と和わ子こさんではなくて、この人が……。

「あまり見つめないで」

「あ、す、すいません。不ぶ躾しつけでした」

「そういう意味ではないのよ。随ずい分ぶんと『眼め』が汚お染せんされているから」

「？」

「だいぶ呪のろいを受けたようね、その右眼」

　俺は思わず手で右眼を覆おおった。彼女はこれが『ヴィジョン』であることを知っているのだろうか。いや、疑問など挟はさむ余地もない。彼女は知っている。だが、汚染とは何のことだろうか。

「一度、はずしたほうがいいわね。私もそのほうが安心できるわ」

「……はい」

　言葉の意味は理解できなかったが、俺は右眼の義眼をはずし、テーブルの上に置いた。

　今、『ヴィジョン』が必要となるとは思えなかったし、それよりも話を進めたい。

「……都和子さんは、どこですか？」

　彼女なら、都和子さんの居場所を知っているような気がした。

　そして都和子さんなら、このわけのわからない状況を説明してくれるような気がした。

「都和子は、付喪堂骨董店にいるわよ」

　彼女は都和子さんを呼び捨てにした。やはり知っている、ということか。

「ええ。都和子とわたしは古い友人、のようなもの」

　俺の疑問に、彼女は答えた。

　口にすら出さなかったのに。

「付喪堂骨董店にいると、言いましたよね？」

「ええ」

「じゃあ、ここは何なんですか？」

　どこ、ではない。

　何なのか、と口をついた。

　それは意図していないが、率そつ直ちよくな俺の思いでもあった。

　俺はここが何なのか、わかっていない。

「ここも付喪堂骨董店よ。都和子のものとは違う、私の付喪堂骨董店。都和子のようにアルバイトを雇やとったりはしていないけれど」

　姉妹店がある、という話を聞いたことがある。

　それがここだということか。

　だがそんなことは問題じゃない。

　問題なのは、なぜここがそうなのか、ということだ。

　俺おれが入ったのは、確かに俺と咲さきが働いていて、都と和わ子こさんがいる付つく喪も堂どうだったはずだ。

「ここは『アンティーク』を求める人間だけが訪れることができる場所。そして『アンティーク』が選んだ人間だけが訪れることができる場所」

「……『アンティーク』が選ぶ？」

「そう。本物の『アンティーク』が」

「本物、の……？」

　ただ繰り返すことしかできない俺に、彼女は言った。

「付喪堂骨こつ董とう店てんは二つある。一つはリアル、一つはフェイク。リアルの店主が私で、フェイクの店主が都和子。同じ場所にあるといえばあり、ないといえばない。

　入り口はただ一つ。訪れた客が、どちらの店に招かれるかはその人間次第。そして『アンティーク』次第」




　それは特別な店──




「人は『アンティーク』を求める者。けれど、求めるだけでは『アンティーク』を手に入れることはできない。『アンティーク』に選ばれなければならない。『アンティーク』が選んだ人間だけが、私の店に来ることができる。それ以外の人間は、都和子の店にしか辿たどり着けない」




　それは特別な力──




「入り口は一つ。けれど、店は二つ。この店は客を選ぶ。『アンティーク』に選ばれた人間かどうかを振り分ける」




　それはまるで──




「『付喪堂骨董店』。それは『アンティーク』が選んだ人間だけを招き入れる『アンティーク』なのよ」




　まさかとやはりの思いが交こう錯さくする。

　彼女の話を聞くにつれ、そうではないかという思いは確かに芽生えた。でもやはり驚きを禁じえない。まさか、この店そのものが『アンティーク』だったなんて。

　言葉を失った俺に、彼女はすっと俺を見据すえ、

「それであなたは──」

　静かに問いかけた。

「──何をお探し？」




　そのとき、俺おれの脳裏にノイズのような痛みが走った──




　奥まった路地裏の、小ぢんまりとした、その店の扉とびらを開けた。

　店には青い眼めと金色の髪かみの西洋人形、地図のない羅ら針しん盤ばん、欠けた陶とう磁じ器きの食器や蓋ふたと紐ひもで厳重に縛しばられた壺つぼ。日付のカウンタと針による時刻を示す大きな古時計。四面の鏡きよう台だいなどが所狭せましと並んでいた。

　それら怪あやしげで古びた道具に囲まれて、一人の女性が立っていた。

　物憂うげな表情を浮かべた、黒髪かみの女性。

　視界の片隅すみに何かが映る。

　目線が下に動く。

　誰かがいる。

　いや、俺は誰かを抱だきかかえている。

　誰だ？

　俺は誰を抱いている？

　目線がさらに下を向く。

　────！

　そこにいたのは血の気を失い、まるで死人のような顔をした──




　我に返る。

　今のは何だ？

　俺は何を視みた？

　未来か？　脳裏に走るノイズのような痛み。その後に視界に割り込む映像。

　決まっている。

　それは『ヴィジョン』で視る未来の光景。

「まただ……」

　またありえない未来が視える。

　いつからだ？

　いつからおかしくなっている。

　……あのときだ。飛鳥あすかに尾び行こうされ襲おそわれたときから俺の『ヴィジョン』はおかしくなっている。

　起きもしない未来が視みえたり、まったく関係のない未来が視えたり、異なった状況の未来が視えたりしている。

　今だってそうだ。

　今の『ヴィジョン』は、俺おれがこの店に入った場面だった。

　だが、それは過去だ。

　日付は今日。時刻は一時間前。

『ヴィジョン』で視た映像の中で、古時計がそれを示していた。だから俺が視た『ヴィジョン』は未来ではなく、過去だった。

　それに、俺はいま一人だ。

　それなのに、今の『ヴィジョン』で俺はあいつを連れていた。

　それも……。

　俺はそのかぶりを振る。

　いったい『ヴィジョン』はどうしちまったっていうんだ──

「それは『ヴィジョン』がおかしいのではないのよ」

「？」

　俺の困こん惑わくを見透すかしたかのようにその女性が言った。

「どういう意味ですか？」

「そのままの意味よ。『ヴィジョン』は何もおかしくはない。『アンティーク』は機械と違って故こ障しようしたりはしないのよ」

「だけど、実際に……」

　彼女が噓うそを言っているようには思えない。けれど、本当であると素直に認めることもできない。

　彼女の言葉を、俺は正しく理解できているのだろうか。

「知りたいかしら？」

　彼女は俺に言った。知りたいかと。

　何を、とは問わなかった。

　おそらく彼女は全すべてを知っている。

　俺が知らないことも、俺自身が知りたいと思っていないことすらも、何もかも。

　彼女を無視し、ここを去ることもできた。

　だが、俺自身がそれを許さなかった。

「どうぞ」

　彼女が椅い子すを勧める。都と和わ子こさんの安否を知ろうと焦あせっていたはずなのに、今の俺は逆らう気持ちなど欠片かけらも起きず、それに従った。

「すぐには信じられないでしょうから、少し話をしましょう」

　彼女はそう前置きし、カードの束を取り出した。彼女は、慣れた手つきでカードを切っていき、裏にした状態で俺おれの前にカードを並べる。

「これは『アンティーク』でも何でもない、ただの商品カードのようなものよ。さあ、一枚引いてごらんなさい」

　俺は言われるがままにカードを引く。

「表に返して」

　表に返すと、カードにはある絵柄がらが描かれていた。

　それは何の特徴もない木造りの二対の人形──『入いれ替かえ人形』の絵柄だった。

「あなたはこの『アンティーク』に関わったわね？」

「はい」

「そのときのことを話してちょうだい」

「そのときの……？」

　何をするのか疑問に思いながらも、俺は記き憶おくを辿たどり、そのときのことを説明する。

「咲さきと一緒にコンサートへ行ったとき、その参加者の女の子がこれを持っていました。彼女はそれを使って姉から歌唱力を奪うばっていたんです。もっとも彼女自身は声を奪ったと思い込んでいましたが……」




　そのとき、俺の脳裏にノイズのような痛みが走った──




　ステージに立つ一人の少女、真ま理り亜あ。

　独唱を終え、観客から拍手を送られている。

　ステージに出てくる真理亜の母親。

　まるで我がことのように誇らしげな顔。

　そのとき。

　ステージの照明が一いつ斉せいに落ちる。

　それは演出ではない。

　それは停電ではない。

　非常灯とうがまるでスポットライトのようにステージ上を射している。

　そのスポットライトの中。

　重量感のある照明器具が落下し、ステージにいた人たちを押し潰つぶした。




「────！」

　何だ……？　今のは『ヴィジョン』の映像だ。それも彼女らと関わったときに視みた『ヴィジョン』の未来視と同じ映像だった。

　だが、なぜまた『ヴィジョン』が──過去の『ヴィジョン』が視みえるのか。

「何が視えたの？」

「！」

　俺おれが何を視たのかまでわかるのか？

「話してごらんなさい」

　俺は、今視た『ヴィジョン』の内容を彼女に伝えた。

　彼女はそれについては特に何も言わずに、続けた。

「次のカードを引いて」

「え？　あ、はい」

　俺は言われたままにカードを引く。今度は無表情の仮面──『マスカレード』の絵柄がらだった。

「あなたがこれに関わったときのことを話してちょうだい」

「クラスメイトがこれを持っていました。彼は、自分のことが嫌きらいで、この仮面を使って他人に成り代わろうとしていました」




　そのとき、俺の脳裏にノイズのような痛みが走った──




　顔を手で覆おおい隠かくすように岸きし谷たにが立っていた。

　顔はよく見えない。だが手の隙すき間まから見えるのは確かに岸谷の顔だった。

　岸谷は顔に添えていた手をゆっくりと離していく。

　すると映画の特殊メイクのように顔が剝はがれた。

　その手の上には『仮面』があった。

　手の中の仮面から、彼の顔に視界が動く。

　仮面の奥から現われたのはまるで作りかけの人形のような……、いや、はっきり言おう。それはまるで死体のような何の表情もない顔だった。




「────！」

　まただ。なぜ『ヴィジョン』が視える。なぜ過去の『ヴィジョン』が蘇よみがえる。

「今視えたものは？」

　俺は、彼女に今視えた『ヴィジョン』の内容を伝える。彼女はそれを聞くと、再び俺にカードをめくらせ、その『アンティーク』に関わった出来事を説明させる。

『螺ね子じ』と『糸』に翻ほん弄ろうされた人形たちと、それに同調してしまった咲さきの話。

　他人の眼めが見たものを読み取る『眼鏡めがね』と、死に取り込まれた占うらない師の話。

　心の声を盗ぬすみ聞く『心しん声せい』を持つ男とのギャンブルの話。

　入れたものをそのときの状態で保存する『箱』とそこに子供を隠かくした老婆の話。

　存在を際立たせる『光』と存在を薄うすめる『影』を使った教師と元クラスメイトの話。

　完全なる静せい寂じやくを作り出す『明めい鏡きよう』とそれを求めたゆえ、大切な人が助けを求める声に気づくことができなかった作曲家の話。

　他ほかにも、『像』や『ノート』といった、俺おれが関わった全すべての『アンティーク』の話をした。

　そして、その度になぜか『ヴィジョン』のノイズのような頭痛と、そのときに視みた未来視が視えた。

　なぜなのか、という疑問の余地など与えられず、俺は催さい眠みん術じゆつを掛けられた操あやつり人形のように、彼女に従う。

　そして場に広げられたカードは残り三枚。

　次のカードの絵柄がらは幸運のバングル──『フォーチュン』だった。

「一つは他者の幸運を奪うばうもの。一つは幸運を差し出す見返りとしてより多くの幸運を得るもの。前者のほうを持っていた子は、自身の幸運のためにそれを使っていました。そこに現われた二人のうちの一人が、『音おと霊だま』を使って天てん井じようのガラスを破は壊かいしました」




　そのとき、俺の脳裏にノイズのような痛みが走った──




　体育館を見ていた視界が、突如上を向いた。

　きらきらと光る無数の煌かがやき。

　それが四し散さんした天井のガラス片だと気づくのにわずか数秒。

　その数秒の間に宝石のごとき煌きを見せていたガラス片は、凶きよう器きへと変へん貌ぼうした。

　降りかかるガラス片に視界が赤く染め上げられる──




「『フォーチュン』を持っていた二人は幸運にもガラスから逃れたけど、他ほかの生徒たちはそのガラスで大怪け我がを負いました」

　俺は『ヴィジョン』の内容と共にその事件の結末を口にする。

「次」

　彼女の指示に従い、またカードをめくる。

　次のカードの絵柄は『香こう炉ろ』だった。

「『香炉』を持っていたのは学校の後こう輩はいでした。彼女は恋人を事故で亡なくして、夢の中で逢あうためにこの『香炉』を使っていました。ですが、彼女はその夢の中から抜け出せなくなってしまいました。俺はそれを助けようとしましたが……できませんでした」




　そのとき、俺の脳裏にノイズのような痛みが走った──




　無機質な部屋で。

　七なな瀬せがベッドに眠ねむっていた。

　眠っているように見えた。

　特に変わった様子もない。

　それに至るまでの様さまも見えない。

　ただ七瀬がベッドに横たわっているだけの何の変化もない映像。

　静かな、本当に静かな静止画のような光景。

　それほどにそれは静かな死だった。




　そのとき、その映像に割り込み、俺おれの脳裏にさらなるノイズのような痛みが走った──




　信号が点滅を始める。

　車が直進してくる。

　俺は咲さきの後に続いて横断歩道に入る。咲は数歩前を行く。

　車がそのまま直進してくる。

　赤なのに、直進してくる。

　止まらない。

　スピードすら緩ゆるまない。

　車が直進してきて──横断歩道に進入した。

　そこには咲がいた。

　横断歩道の途と中ちゆうに咲がいた。

　何千、何万の人がそうするように点滅している青信号の横断歩道を渡る咲がいた。

　──その体が冗じよう談だんみたいに宙ちゆうを飛んだ。




「今、視みえたものを」

　俺は言われるがままに、七瀬の病室での静かな死と割り込んで入ってきた咲の交通事故の話をした。

　だがなぜ？　これは、確か……？

「次」

　疑問がよぎったが、刹せつ華かさんは深く考えさせる間も問いかける間も与えず、次のカードをめくるように指示した。

　俺はそれに促うながされ、最後のカードを開いた。

　それは偶ぐう然ぜんを引き起こす振り子──『ペンデュラム』のカード。

「これを持っていたのは、峰みね山やまという女の子でした。彼女は……」

　一いつ瞬しゆんの間。

　すぐに記き憶おくが辿たどれなかった。

　断線してしまったかのように、記憶が口から出てこない。

「彼女は……」

「彼女は？」

「彼女は、女の子なのに咲さきのことが好きで……」

「それから？」

「……それから、交際を申し込んできたんです。咲がそれに困っていたから、俺おれが彼氏ってことにして、諦あきらめさせようとしました。彼女は『ペンデュラム』を使って偶ぐう然ぜんを起こして、俺に色々な失敗をさせて、格好悪い姿を咲に見せることで愛想あいそを尽かせようとしたんです」

　そう、それは他愛たわいない悪戯いたずらのようなもの。

　靴くつの紐ひもを踏んで転んでしまうとか、切符を買う前に小こ銭ぜにを落としてばら撒まかせるとか、食事中に皿をひっくり返してしまうとか、そんな他愛ない悪戯を……した……だけ。

「それだけ？」

「それだけ、です」

　それだけだ。それだけのはずなのに……。

「一緒に何を思い出したの？」

「！」

「話してごらんなさい」

　さっき記憶が一瞬断線した。

　そのときになぜか別の記憶が脳裏をよぎった。

　一つは今、話した内容。

　もう一つは、まったく別の内容。

　その別の記憶では、工事現場で彼女が『ペンデュラム』を使って鉄骨のようなものを俺に向かって落とし、俺を殺そうとしていた。

　だがそれは現実には起きていない。

　俺の記憶がそう言っている。

　それに、その映像では『ペンデュラム』が壊こわれてしまっていた。

　だが『ペンデュラム』は、駿しゆんたちとの戦いで都と和わ子こさんが持ってきたことが証明するように、どこも壊れていなかった。いくら都和子さんでも壊れた『アンティーク』を直すことなんてできやしない。

　おそらく今のは『ヴィジョン』で視みた映像を思い出してしまったとかそういうことだ。実体験の記憶と『ヴィジョン』の映像が混ざって思い出されただけだ……。




　──あたし、来栖くるすさんを殺そうとしたんです。




　ついさっきの峰みね山やまの言葉が不意に思い出される。

　だが、あれはそうしなかったがゆえの言葉。それなのに……。




　そのとき、俺おれの脳裏にノイズのような痛みが走った──




　さっきまでと同じ『ヴィジョン』の映像。

　だが、立て続けに視みえた『ヴィジョン』は──

　通行人とぶつかって歩道橋から落ちる俺の姿。

　頭上から俺目掛けて落下してくる大きなコンクリ片。

　タイヤをパンクさせ突っ込んでくるトラック。

　そのまま爆ばく発はつをするトラック。




　……違う。おかしい。

　なぜこの『ヴィジョン』が視えるのか。

　これは峰山とは関係ない。

　これは今日、飛鳥あすかに襲おそわれていたときに視た『ヴィジョン』の内容だ。

　歩道橋から落ちかけた『ヴィジョン』も、コンクリ片の落下も、横転や爆発をしたトラックも……。

　それなのに、なぜ今この『ヴィジョン』が視えるのか？

　そしてなぜ、この『ヴィジョン』の中に峰山が出てきたのか？

　やはり俺の『ヴィジョン』は壊こわれてしまったのか。

「もう一度言うわ。『ヴィジョン』は何もおかしくはないし、壊れたりはしないのよ」

「だけど！」

「なぜなら」

　彼女は俺の右眼めの位置を見据すえ、はっきりと言った。

「あなたが視ているものは、『ヴィジョン』の視せる未来視ではないのだから」

「……え？」

　耳を疑った。

　彼女は今、何と言ったのか？

　俺の視ているものが『ヴィジョン』の未来視ではないと、そう言ったのか？

「『ヴィジョン』の能力は未来視。けれど、その未来は限定されている。その未来とは？」

「死の未来です」

「そう。でもあなたが視みたものは本当に全すべてそうかしら？」

「そうです。さっき話したとおりです」

「ええ。だから聞いているのよ。例えば『フォーチュン』。多くの人が怪け我がをしたと言ったわね？」

「はい」

「怪我なのに『ヴィジョン』が視えたの？」

「それは俺おれが……」

　俺が、何をしたというのか。

『ヴィジョン』で未来を視ることのできる俺は、その未来を変えるために行動する。

　だが、このときの俺は咲さきを守るだけで手一杯で、他ほかの生徒たちにまで手が回らなかった。それにもかかわらず、結果死人は出なかった。

　俺が未来を変えたわけではないのに。

「例えば『マスカレード』。他人になった彼の未来が視えたと言ったわね？　それは死の未来なのかしら？」

「他人になって自分を殺すことは、死じゃないんですか？」

「それを人は死と言うの？」

「それは……」

　確かに、それを人は死と言うのだろうか。だが、『ヴィジョン』で視えたのだ。それならそれは死じゃないのか？

「例えば『香こう炉ろ』。あなたの後こう輩はいは夢に取り込まれたけれど、病院に入院して十分な手当てを受けていたのでしょう？」

「それは……」

　確かに『香炉』の夢の中で生きることを決意した彼女は、今も夢の中で生きている。目覚めないだけで、体のほうは確実に生きている。だがそれだって、一つの死の形ではないのか？

「それに」

　と、彼女はもう一つの事実を俺に突きつけた。

「『香炉』の夢の中で視た偽いつわりの死は、死の未来なのかしら？」

「それは……」

　俺も、感じていた。

　それがさきほど浮かんだ疑問の正体だ。

　七なな瀬せが夢の中で視せた咲の死は、紛まぎれもない偽り。それなのになぜ俺は『ヴィジョン』の未来視を視たんだ。

　それは、夢のはずなのに。

　死の未来ではないはずなのに……。

「それは本当に死と呼べるのかしら？　それを死と決めたのは、あなた自身ではないの？」

「俺おれ、が……？」

　違う、と否定できなかった。

　それは疑問が生まれていたからだ。

　何の意識もせずに受け入れていたものを、改めて見つめ直し、その綻ほころびを見つけてしまったからだ。

「もう一つ。あなたの『ヴィジョン』の未来の視みえ方は？」

「……ノイズのような痛みが頭に走り、視界に割り込むように映像が流れます」

「それも違うわ」

「え？」

「ノイズのような歪ゆがみが走るのはその視界だけ。『ヴィジョン』は死の未来を視せるときに、頭の痛みなど伴わない」

　確かに『ヴィジョン』は目に埋うめ込むもの。

　頭に痛みが走る理由がない。

　……だが実際にそうなのだから、それが事実だ。事実のはずだ。

「そして『ヴィジョン』の視せる死の未来は、死者の目線で視えるもの。『ヴィジョン』は未来の死者の「眼め」と同調し、そのときその死者が見るであろう死の場面を見せるもの。決して第三者の視界ではないのよ」

　蘇よみがえる。

　俺が視た数々の『ヴィジョン』。

　老婆に鈍どん器きで殴なぐり殺される俺を視た。

　賭かけに負け、自ら命を断つ俺を視た。

　殺人鬼きに殺される俺を視た。

　それは俺の死の未来。

　だが。

　婚こん約やく者に突き落とされる女性を視た。

　病に苦しみ、壁を引っ搔かき倒れている使用人を視た。

　自分の存在を消してしまうクラスメイトを視た。

　崩くずれた天てん井じように飲み込まれる占うらない師を視た。

　夢に浸ひたり、静かな死を迎える後こう輩はいを視た。

　学校から飛び降りる元クラスメイトを視た。

　失恋に耐えかねて、身投げする少女を視た。

　降りかかるガラス片に切り刻まれる生徒たちを視た。

　ホールの照明器具に押し潰つぶされる母親と少女を視た。

　それは他者の死の未来。

　そして。

　病に侵おかされる咲さきを視みた。

　人形に同調し、闇やみに侵食される咲を視た。

　交通事故に遭あった咲を視た。

　それは咲の死の未来。

　それらは、俺おれの死を除いて死の間際の死者の視界などではなかった。死の間際の人間を遠くから見たような……そうそれは、その全すべてが……。

「俺が視た死の視界……？」

　つまりそれらが意味することは──

「そう。あなたの持つ『アンティーク』は……」




　──『ヴィジョン』ではない？




「そんなはずはない！」

　俺はすぐさま否定する。

　違う。そんなはずはない。そんなことがあるはずがない。

　それだけは否定した。

　どれほどの疑問が生まれたとしても、綻ほころびを見つけてしまったとしても、それだけは認められなかった。

　なぜなら、この『ヴィジョン』は都と和わ子こさんから受け取ったものだ。都和子さんがそう説明してくれたのだ。

　この『アンティーク』は『ヴィジョン』といい、死の未来を視せてくれるのだと。

　あの人が噓うそをつく理由はない。

　だから、この『ヴィジョン』は……この……。

「この……？」

　俺はそこでやっと気づく。思い出す。

「そう。もしもあなたの持つ『アンティーク』が『ヴィジョン』であるのなら、説明がつかない」

　……そうだ。おかしい。これでは説明がつかない。

「どうして今のあなたに死が視えるの？」

　俺は咄嗟とつさに右眼めを手で押さえる。

　俺の右手が触ふれるのは空くう洞どうの眼窩がんか。

　そうだ。今の俺に、未来が視えるはずがない。

　なぜなら、今の俺おれは『ヴィジョン』をつけていないのだから。

「……じゃあ、俺が今まで視みていたものは何だったんだ？」

　俺は呆ぼう然ぜんとして言葉を漏もらす。

　当たり前のように受け入れ、当たり前のように信じていた現実が瓦が解かいしてしまった。

　足元が崩くずれ落ちるような感覚を覚え、倒れそうになる。

「準備はできたようね」

　それを待っていたかのように、刹せつ華かさんは頷うなずいた。

「……準備？」

「疑いが生まれたことよ。あなたの思い込みを壊こわした、と言い換えてもいい。あなたがこれまでのように疑いもなく思い込んでいる状態では、これからすることが無意味になる可能性があるから」

　と、彼女は俺の目の前に陶とう器きでできた、黒くくすんだ大きな壺つぼを置いた。壺は蓋ふたが閉められ、紐ひもで厳重に結ばれている。

　問うまでもない。この壺は『アンティーク』だ。

「これは……」

　俺ははっと気づき、その紐を解とこうとする刹華さんを押し留とどめる。

「ダメだ！　ダメです。これは危険です。この壺の中には世界の災さい厄やくが封じられているんです。開けてしまったら……」

　そこで俺は我に返る。

　……なぜ俺は『災厄の壺』のことを思い出せている？　確か俺は壺の中のものに全すべてを忘れさせられたはずなのに。

「そう。これは『災厄の壺』と呼ばれていた壺。でも本当は違うのよ」

　彼女は蓋ふたを押さえた俺の手をどかし、静かに否定した。

「人は忘れる生き物。その忘れた記き憶おくはどこに行くと思う？」

「？」

　唐とう突とつな話に俺は答えられない。

「人が起こした事象、考えた思考、経験した過去。それらは確かに存在したもの。たとえ人が忘れてしまったとしても、なかったことにはならない。記憶も同じ。思い出せなくなったとしても、なくなりはしない。全ての記憶は記憶の海と呼ばれるこの世界とは別の世界に溜ため込まれているのよ」

「…………」

「この壺の本来の名は『忘ぼう却きやくの壺』。その中は記憶の海へとつながっている。この壺の能力は、人の世界から不要となった記憶や知られたくない記憶、あるいは忘れてしまいたい記憶を記憶の海に捨て去るものなのよ。ただ、人が使い方を誤って記憶以外のものを壺の中に捨て去ってしまったために、その捨て去られた者たちが壺つぼの能力を使って、封じたい記き憶おくを奪うばっていただけ。壺自体の能力は何も変わっていないわ」

　それが『災さい厄やくの壺』と呼ばれた由ゆ縁えんと言いたいらしかった。

「けれど時は過ぎ、一人の巫女みこのおかげでこの壺の中に捨て去られた者たちは浄じよう化かされた。これで『忘ぼう却きやくの壺』を使うことができる」

「何を捨てるつもりですか？」

「……捨てるのではないわ。取り戻すのよ」

「？」

「溜ため込むことができるのなら、取り出すこともできるということ。そしてあなたがここに来ることができ、この『忘却の壺』があなたを選んだということは、あなたは知る必要があるということ」

「……知る？　何を？」

「全すべてを。あなたに何が起き、彼女に何が起こったのかを。

　──そしてあなたが忘れてしまった全てを」

　俺おれの手が自然と壺に伸びていく。

「この壺の蓋ふたを開けた者は本人が忘れているような記憶を見ることができる。けれど、真実には知らないほうがいいものもある。この中にはあなたにとって辛つらいものがたくさん閉じ込められている」




　この真実は全て忘れてください──




　と、一いつ瞬しゆん我に返った反動により、まるで熱いものに触ふれてしまったかのように、手が引っ込められる。

　あの巫女みこの言葉と、刹せつ華かさんの言葉が重なる。

　真実を知ることで、闇やみを呼び起こしてしまったあの巫女。

　俺がやろうとしていることはそれと同じことなのかもしれない。

　俺が手にしようとしているものは、禁きん忌きと呼ばれるものなのかもしれない。

　窺うかがうように見る俺に、彼女は言った。

「私は与えるだけ。選ぶのはあなたよ」

　もしも都と和わ子こさんがこの場にいたのなら俺を止めただろう。彼女は人が『アンティーク』を使うことをよしとしない。『アンティーク』は人を不幸にするからだ。

　けれどそこに捨て去られた真実を、俺は知る必要があった。

　そうしなければならないと、俺の内なる何かが訴えていた。

　俺に、都和子さんに、刹華さんに、そして咲さきに、何があったのか。

　俺おれが忘れているものに、何が隠かくされているのか。

　刹せつ華かさんは俺の信じていたものを思い込みと言った。そして、忘れていると言った。

　俺が受け入れ、信じていたものが何だったのか。そして、俺は何を忘れているのか。

　この『アンティーク』が俺に答えてくれる。

　俺の伸ばされた手が引き戻されたのはただの一度だけだった。

　止まることはもうなかった。

　かつて、隠された真実を手にしてしまった巫女みこのように、俺は開いた。

　禁忌きんきと呼ばれたこともある『忘ぼう却きやくの壺つぼ』の蓋ふたを──




　　　　　　　　　◆




　あの日を思い出す。

　彼がここに訪れた最初の日を。

　顔半分を血に濡ぬらし、顔半分を涙なみだで濡らし、私を見上げ、その子は懇こん願がんした。

　助けてほしい、と。

　彼の望みを叶かなえる『アンティーク』に、私は心当たりがあった。

　けれど、応じないと思った。

『アンティーク』は持ち主を選ぶ。

　その『アンティーク』はもう誰も持ち主を選ばないと思っていた。

　けれど、彼はこの店に招かれた。

　だから、別の『アンティーク』が彼を選んだのだと思った。

　けれど、違った。

　その『アンティーク』が彼を選んだ。

『アンティーク』が持ち主を選んだのなら、私はそれを授さずけなければならない。

　たとえそれが導くものが不幸であったとしても、終しゆう焉えんであったとしても……。

　私はそのために存在しているのだから。

　彼を選んだ『アンティーク』──その名は『ファントム』。




　それでは始めましょう。

　彼が忘れている……、いえ、彼の中で消されてしまった真実の物語を。




　　　　　　　　　◆




　死にたいと願った少女がいた。

　その少女は少し死にたくなくなったと言った。

　けれど、一人の殺人鬼きが、その想おもいを踏みにじった。

　その殺人鬼は、俺おれの右目を奪うばい、そして一人の少女の命を奪おうとした。

　凶きよう刃じんに倒れた彼女は、最期にこう言った。




　──死にたくない。




　好きなものなんてないと言った。

　哀かなしむ人がいないと言った。

　守られるような価値がないと言った。

　皆が死を望んでいると言った。

　何もないと言った。

　深い絶望の中で、彼女は死を望んでいた。

　そんな彼女が最期に死にたくないと言った。

　死にたいと願っていた彼女が、死にたくないと最期の最期に願った。

　だから。

　その願いを叶かなえたいと思った。

　助けてやりたかった。

　俺は殺人鬼から逃れ、彼女を抱だきかかえて助けを求め、駆かけた。

　争いの中、携けい帯たい電話はどこかに行ってしまった。

　だから誰かに助けを求めようとした。なぜ人に助けを求めるのに、路地裏の奥へと向かったのかなんて、わからなかった。

　そんなことを考える余よ裕ゆうはなかった。

　ただ腕うでの中にいる一人の少女の命が消えようとしていることと、その子を助けることしか頭になかった。

　辿たどり着いたのは奥まった路地裏の、小ぢんまりとした古びた店。

　俺は導かれるように、その店の扉とびらを開けていた。

　店には一人の女性が立っていた。

「助けてください！」

　俺は懇こん願がんした。

　顔半分を血に濡ぬらし、顔半分を涙なみだで濡らし、俺はその女性を見上げ、懇願した。

「救急車を！」

　目の前の女性に俺は訴えかけた。

　けれど、その女性は静かにかぶりを振った。

　それが何を意味するかなんて、わからなかった。

　わからなかったけれど、俺おれは腕うでの中の少女を見た。

　少女の顔はまるで人形のように、無表情だった。

　手遅れだと、その女性が、そして彼女自身の表情が告げていた。

「……違うんだ。この子は表情があまり出ないだけで、まだ……」

　俺の口からつく言葉を否定するかのように、彼女の腕が力なく落ちた。

　動かない。その少女は何の反応も示さない。

　間に合わなかった。足から力が抜けて、俺はへたり込む。

　助けられなかった。その事実が、毒のように俺の中に染しみ込んでいった。

「……何をお探し？」

　そんな俺に、目の前の女性は静かに問いかけた。

　ともすれば、この状況で言うことはそれかと怒りを誘さそうような言葉に、しかし俺は我に返らされた。

　探す？　俺は何を探してここに来た？

　決まっている。

　それは彼女を救う手立てだ。

　彼女を助けるために、俺はこの店に飛び込んだのだ。

　だが、もう……。

　そのとき、俺の目にあるものが留まった。

　それは『針』だった。

　錆さび付いたかのような赤しやく銅どう色いろをした先の尖とがった針。反対側は丸まっていて、穴が空いている。その針は、まるで時計の針のようだった。

「『ファントム』」

「え？」

「その『アンティーク』の名前よ」

「『アンティーク』？」

「──と言っても、骨こつ董とう品ひんや美術品のことじゃないわよ。力ある古人や魔ま術じゆつ師しが作ったと言われる魔術道具や人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれるものを指してそう呼ぶの。

　よくあるでしょう？　不幸を呼ぶ石、呪のろいの藁わら人形、死に様が映る三面鏡、とかね？」

　そう言いながら、彼女はその『ファントム』という名の、まるで大時計の針のようなものを俺に手渡した。

「じゃあ、これは？」

　俺の問いに彼女はこう言った。




　世界を戻す時の針──




「それを使えば、ある地点まで世界が戻り、起きてしまった全すべてのことが幻まぼろしとなる。ただそれまでにあったことは全て忘れてしまい、誰も世界が戻ったことに気づかない。だから多くの場合は、同じ行動を取り、同じ選択をし、同じ歴史を辿たどることになる。けれど、もしも異なった行動を取れば、違った人生をやり直せるわ。本人も、誰も気づかないままね」

　それは絵え空そら事ごとのようなもの。

　信じるに足る要素はどこにもない。

　けれど、俺おれは尋ねていた。

「……どうやって使うんですか？」

　彼女はその答えを予測していたように、淀よどみなく答える。

「この『ファントム』を、彼女の胸に突き立てて命を奪うばいなさい。それで『ファントム』の所持者があなたになり、世界を戻す条件が彼女の命となる。そして彼女が死ぬたびに、あなたは世界を戻す選択に迫られる。もしもあなたが死んでいた場合は無条件に世界は戻ってしまう。ただし『ファントム』が世界を戻す条件──楔くさびとなれるのは一度だけ。つまり、あなたが『ファントム』を捨てるそのときまで、彼女の死を引き金に世界は繰り返し続ける。

　──あなたは彼女の命を背負い続けることになる」

　その覚かく悟ごはあるか、と問われている気がした。

　目の前の少女を見る。

　すでに動かない少女。命の灯ともし火びは消えかけていて、もう救う手立てはない。

　だが、この『ファントム』という針を使えば、彼女はやり直すことができる。

　彼女の命を背負う。

　その重さを、そしてその意味を、俺はわかっていないのかもしれない。

　けれど、迷いはなかった。

　それでも彼女を助けたいと思ったのだ。

「……いいさ。背負ってやるさ」

「そう。けれど、気をつけなさい。運命は捻ねじ曲げられることを許さない。必ず報復が来る」

「……運命？」

「そう。世界には運命が定められている。それは本来絶対的なもの。人は定められた運命を変えることもできるけれど、運命はそれを許さない。必ず代だい償しようが付き纏まとう。もしも人の手に余る大きな力で運命を変えれば、代償もその分大きくなる。その代償は……あるいは罪は、あなたが考えるよりずっと大きい」

　俺は腕うでの中の少女を見た。

　死にたいと言った少女。

　少しだけ死にたくなくなったと言った少女。

　そして死にたくないと願った少女。

　けれどもう死んでしまうしかない少女。

　なぜここまでするのか、自分でもわからない。

　けれど関わってしまったのだ。

　死にたいと彼女が言ったとき、腹が立ったのだ。

　少しだけ死にたくなくなったと彼女が言ったとき、嬉うれしかったのだ。

　死にたくないと彼女が言ったとき、辛つらかったのだ。

　そして死んでしまうと理解したとき、哀かなしかったのだ。

　助けたいと思ったのだ。

　運命なんて言葉で片付けたくはない。

　彼女がこんなふうに死んでしまう運命なら、変えてしまってもかまわない。

　彼女にもう一度人生を歩んでもらいたい。

　死にたいなんて思わないような、そんな人生を──今度は幸せな人生を歩んでもらいたい。

　だから。

　俺おれは『ファントム』を彼女の胸に刺さし込んだ。




　────世界を戻すか？




　どこからともなく問いかけが聞こえた。

　迷いはとうに捨てていた。

　俺は、その声に従い、世界を戻す選択をした。

　そして世界が戻る。

　誰にも気づかれず。

　何事もなかったかのように。

　彼女と出会ったその日の朝に。




　そして。

　狂った世界の物語が始まる──




　　　　　　　　　◆




　運命を変えられるのなら変えたい。

　誰もが一度はそう思ったことがあるはず。

　けれど、何も変えられず、皆、必死になって運命の中を生きている。

　彼もきっとそうだったに違いない。

　けれど、彼は出会ってしまった。

　運命を変えることのできる『アンティーク』というものに。

　だから彼は変えてしまった。

　運命という絶対的なものを、変えてしまった。

　彼女の死という絶対的な運命を捻ねじ曲げてしまった。

　けれど、誰が責められるだろう。

　運命を変えてしまえるのなら。

　ましてやその運命が受け入れることのできないものだったのなら。

　誰だって、運命を変えてしまうだろう。

　ただ、運命は彼を──彼らを許しはしない。

　決して、許しはしない。

　だから運命は報復をする。

　運命を捻じ曲げた彼と彼女に報復をする。




　　　　　　　　　◆




　二度目の世界。

　やり直した世界を、当事者の俺おれがまるで第三者のように『忘ぼう却きやくの壺つぼ』に見せられる。

　記き憶おくのない俺は、何も気づかず、一度目と同じことを繰り返す。

　朝目を覚まし、学校に行き、授業を受け、放課後はティッシュ配りのアルバイトに精を出す。

　そして彼女に出会う。

　彼女は言った。

　今日、殺人犯に襲おそわれる、と。

　そこに生まれたわずかな差。

　世界が変化をし始める。

　別れを切り出す俺に、彼女は俺を守ると言った。

　紅茶の店に行き、ゲームセンターで遊んだ。

　彼女をまっすぐに見据すえ、「また会えるかな」なんて柄がらにもないことを聞いてみた。

　彼女はもう一言も死にたいとは言わなかった。

　だが、事件は起こった。

　新しん庄じようが血にまみれて倒れていた。

　新庄についていくように言って、彼女はどこかに行ってしまった。殺人鬼きを追っていったのだ。

　俺おれはそれを追って、殺人鬼に右目を奪うばわれた。

　そこに都と和わ子こさんが現われた。

　都和子さんはその殺人鬼を撃げき退たいしてくれた。

　俺は右目を失ってしまったけれど、咲さきは死なずに済んだ。

　世界は変わった。

　運命は変わった。

　やり直した人生で、咲が死ぬ運命は確かに変わってくれた。

　世界を戻した意味があった。

　これこそが、俺の望んだ世界。

　俺は、二度目の世界を見てそう思った。

　けれど。

　望みどおりの展開に安堵あんどをすることなんてできなかった。




　再び現われた殺人鬼が、咲を……──




　確かに世界は変化した。

　結末だけを同じにして。

　──そして世界がまた戻る。

『ファントム』が、俺の二度目の選択に従い世界を元に戻した。

　俺が望んだとおりに。

　咲の死をなかったことにするために。




　　　　　　　　　◆




　人間は忘れることのできる生き物。

　だから記き憶おくは薄うすれていく。

　たとえそれが大事なことであっても。

　たとえそれが印象的なことであっても。

　たとえそれが忘れてはいけないことであったとしても。

　いつか人は忘れてしまう。

　けれど、人は記憶を補正する。

　意識的に、あるいは無意識的に。

　だから、過去の記き憶おくというものは。

　他ほかの記憶と交じり合い、思い込みに上書きされて、少しずつ塗り変わっていく。

　例えば、初めて出会った日のことが二人の中でずれてしまうのはそのため。

　二人の出会いは一度しかないのだから。

　その事実が変わってしまうことなんてない。

　だからもしも二人の出会いの記憶がずれていたら。

　それは単なる思い違い。

　些細ささいな記憶違いに過ぎない。




　けれど、彼の場合は違う。




　二人の出会いは一度だけではないのだから。

　だからもしも二人の出会いの記憶がずれていたら。

　それは単なる事実の違い。

　些細な事実の違いでしかない。

　どの出会いを思い出したかという、その違い。




　　　　　　　　　◆




　世界が戻る。

　誰にも気づかれず。

　何事もなかったかのように。

　彼女と出会ったその日の朝に──




　俺おれは変わらず、朝目を覚まし、学校に行き、ティッシュ配りのアルバイトに精を出す。

　記憶のない俺は、何も気づかず、同じことを繰り返す。

　彼女に出会い、

　殺人鬼きに出会い、

　右目を奪うばわれ、

　そして都と和わ子こさんが現われる。

　彼女が殺人鬼を撃げき退たいしてくれて、

　再び現われた殺人鬼が、咲さきを……──

　そして世界がまた戻る。

『ファントム』が、俺おれの選択に従い世界を元に戻す。

　俺が望んだとおりに。

　咲さきの死をなかったことにする。




　　　　　　　　　◆




　関わろうとしない私を尻しり目めに、都と和わ子こは未来を変えようとした。

　彼らを『付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん』に雇やとい入れて、守ろうともした。

　けれど、結末は変わらなかった。

　経けい緯いが変わろうと、結末は変わらない。

　彼女は死を迎え、彼は『ファントム』を使って世界を戻す。

　ただ、それを繰り返す。

　何度も何度も繰り返す。

　誰も何も気づかずに。

　世界は規則正しく、繰り返し続ける。

　少しずつ狂いの軋きしみを上げながら。




　　　　　　　　　◆




　三度目、四度目、五度目……。

　数え切れないほどの無数の世界。

　そこには様々な未来があった。

　そして様々な事件に遭そう遇ぐうした。

　原因不明の病で咲が命を落とす時があった。

　占うらない師と共に咲が焼死する時があった。

　壺つぼの中で咲と永遠に別れる時があった。

　得え体たいの知れない闇やみに咲が飲み込まれて消えてしまう時があった。

　交通事故で咲が命を落とす時があった。

　それだけじゃない。

　偶ぐう然ぜんの事故で俺が命を落とす時があった。

　賭かけに負けて、自ら命を断つ時があった。

　その中で、多くの人たちと出会った。

　悩みを抱かかえる中学生の少女。

　結婚を控ひかえた男女。

　作曲家と身の回りの世話をする女性。

　自分の存在を消して他人になりたい少年。

　子供を箱の中に隠かくしてしまう老婆。

　螺ね子じと糸に想おもいを託たくした人形。

　恋人の死を乗り越えられなかった少女。

　存在感の薄うすさに悩み、かけがえのない存在を失わせた教師と教え子。

　失恋に耐え切れず、身を投げた少女。

　事件に巻き込まれ、ガラスに切り刻まれた他校の生徒たち。

　己の道を手に入れるため、母に手を掛けた少女。

　繰り返した時の中で、あるときは出会い、あるときは出会わない人もいた。

　出会った人たちとの間にあった出来事も、知っているものと知らないものがあった。

『ヴィジョン』が壊こわれているのではないかと思っていた死の未来が、『忘ぼう却きやくの壺つぼ』の見せる記き憶おくの中で現実に起こっていることもあった。

　頭が混乱する。

　今の俺おれの中にある記憶が、今の俺が経験したものなのか。それとも『ファントム』によって繰り返す前の俺が経験したものなのかさえ、確証がなくなった。

　真実が何なのか、俺にはわからなくなった。




　そのとき、脳裏にノイズのような痛みが走った──




　そして気づく。

　なぜ『ヴィジョン』を持たない俺が、死の未来を視みることができたのか。

　それは、俺が『ヴィジョン』の視せる未来と思っていたものは、『ファントム』によって繰り返し歩んだ過去だった。

　似たような場面に遭そう遇ぐうしたときに、俺の奥底に残っていた未来の記憶の残ざん滓しが浮かび上がったのだ。

　ノイズのような頭の痛みは、『ファントム』が消してしまった記憶が脳の奥底──記憶の海と呼ばれるものから引きずり出された痛みだったのだ。

　だから、『ヴィジョン』がなくとも未来が視えたのだ。

　だから、ずれた未来が視えることがあったのだ。

　だから、あれほどまでに現実味を帯びていたのだ。

　そして理解する。

　なぜ咲さきの死の『ヴィジョン』が、あれほど胸を軋きしませたのか。

　なぜ咲さきの死の『ヴィジョン』が、痛みを与えたのか。

　なぜ咲の死の『ヴィジョン』が、恐怖を覚えさせたのか。

　それは、全すべて一度経験したことだったからだ。

　予感でも、予知でもない、現実だったからだ。

　現実であることを、俺おれの心が理解していたからだ。

　だから痛かったのだ。軋きしんだのだ。怖かったのだ。




　　　　　　　　　◆




『ファントム』は記き憶おくを残さない。

　世界を戻す際に、全すべて記憶の海の底の奥深くに沈めてしまう。

　けれど、歩んだ道に噓うそはない。

　全てをなかったことにすることはできない。

　その記憶は人の中に残ざん滓しとなって爪つめ痕あとを残す。

　それが何かのきっかけで呼び起こされるときがある。

　けれど、人はそれを既視感、虫の知らせ、予知、前世の記憶、そんな言葉で片付けて、納なつ得とくする。

『アンティーク』を前に偽にせ物ものと考えたり、『アンティーク』の起こした事象を単なる偶ぐう然ぜんと思い込んだりするのと同じこと。

　だから誰も気づかない。

　世界が戻っていることに気づかない。

　ほんの一ひと握にぎりの誰かを除いて。




　　　　　　　　　◆




　そして世界がまた戻る。

　何度も何度も繰り返す。

　誰にも気づかれず。

　何事もなかったかのように。

　彼女と出会ったその日の朝に──




　俺は変わらず、学校に行き、ティッシュ配りのアルバイトに精を出す。

　記憶のない俺は、何も気づかず、同じことを繰り返す。

　そして彼女に出会う。

　殺人鬼きに出会う。

　俺おれは右目を奪うばわれる。

　そして彼女は最後にこう言った。

　何も変えられない、と。




　もしかしたらあいつは全すべてを知っていたのだろうか──




　　　　　　　　　◆




　彼は知った。

　知らなければならなかった様々なことを。

　けれど、それは必要最低限のことでしかない。

　それに、それらは過去のことにすぎない。

　全てを知ったとは言えない。

　そこに隠かくされた真実も。

　そこに込められた想おもいも。

　これから待ち受ける未来も。

　彼はまだ何一つ知らない。




　　　　　　　　　◆




　それが何度目なのかはもう把は握あくできていない。

　けれど、その中である光景が見えた。

　それは俺おれと都と和わ子こさんが相あい対たいする光景。

　俺はまた咲さきを守れず、咲を殺されてしまった相あいも変わらぬ結末の中。

　彼女は言った。

『ファントム』を捨てろ、と。

　数え切れない無数の過去の中で、都和子さんはそう言った。

　だが俺は応じなかった。

　なぜなら『ファントム』は咲を守る唯一の術すべだから。

　それに応じるということは、咲の死を意味することだから。

　それは考えるまでもないこと。

　都和子さんにだってわかっていること。

　それなのになぜ──？

「うあっ！」

　そのとき、頭のノイズのような痛みが、その力を増した。

　我に返った俺おれは、椅い子すから転げ落ち、床ゆかに手と膝ひざをついていた。汗あせが床に滴したたり落ち、呼吸も激しく乱れている。

　だがまだだ。

　まだ『忘ぼう却きやくの壺つぼ』が見せるものは続いていた。

　俺はまだ全すべてを見たわけではない。

「そろそろ限界ね」

　けれど、刹せつ華かさんはそう言って『忘却の壺』に蓋ふたをした。

　俺は彼女を見上げる。

「失われた記き憶おくを強制的に取り戻すことは、かなり脳に負担を強いるもの。この辺りが限界だわ」

　彼女は俺が全てを思い出すのは無理だとわかっていたようだった。

　つまりは俺が何を思い出すかもわかっていたということだ。

「あなたはこのことを知っていたんですか？」

「ええ」

「都と和わ子こさんも……？」

「ええ」

「どうして……？」

「私たちは『ファントム』を知っている。私たちは人が既視感などの言葉で片付けてしまう記憶の齟そ齬ごが、ファントム・ペインと呼ばれる『ファントム』の記憶の爪つめ痕あとであることを知っている。知っていれば、気づくことができる。そして思い出すこともできる。忘れていること自体を忘れてしまっていたら思い出すことはできないけれど、忘れていることを覚えていれば思い出すことができる。だから、本当は誰もがこの事態に気づき、思い出すことができる可能性を持っているのよ。もちろんあなたもね」

　それも重要なことだ。だが、違う。俺が聞きたいのは……。

「どうして都和子さんは教えてくれなかったんですか？」

　なぜ、知っているのにこの事実を教えてくれなかったのか。

　なぜ、俺の『アンティーク』が『ヴィジョン』だなんて、噓うそをついたのか。

　まるでこれらの記憶──ファントム・ペインというものが、それだと気づかせないためのように。

「それを教えてくれるのは私ではないわ」

　彼女は答えてくれない。

　それは都和子さんの答えだから。

　けれど、その答えを俺おれは、知っている。

『忘ぼう却きやくの壺つぼ』の中の真実を視みたから、知っている。

　彼女もそれが、わかっている。

　それでも聞かずにはいられなかった理由もわかっている。

「都と和わ子こさんは『ファントム』を……捨てさせようとしているんですか？」

「…………」

　だがさっき彼女自身が言ったとおり、それを教えてくれるのは刹せつ華かさんではない。

「都和子さんはどこに？」

「付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんよ。ここではない、ね」

「そう、ですか」

　こんなときにつまらないことを思い出す。

　いつだったか、都和子さんが言っていた。




　──願いが全すべて思いどおりに叶かなうとか、『アンティーク』の能力を変えてしまうほどの力があれば、欲しい気もするがな。




　彼女の願いが何なのか。

　能力を変えてしまうほどの力があれば何をするのか。

　想像がついてしまった。

　そして彼女がそれを手に入れたことを、俺は知っている。

『アンティーク』の能力を──正確に言うならば『アンティーク』の能力が引き起こした事象を変えてしまう能力を持つ『アンティーク』。

　その名は『魔ま道どう書しよ』。




　　　　　　　　　◆




　去り際に彼は『ヴィジョン』と思っていた義眼を手にして、私に聞いてきた。

　これが『ヴィジョン』でないのなら、いったい何なんですか、と。

　その義眼は『ファーティマの眼め』と呼ばれる『アンティーク』。

　その視線を通して、殺意という毒を流し込んで死に至らしめる『邪じや眼がん』。あの男性が手にした『アンティーク』の対極に位置するもの。

『ファーティマの眼』はその『邪眼』のもたらす殺意という毒を吸収し、所持者の毒を無効化する。また視界に入る人に流し込まれた毒を浄じよう化かする能力を持つ。

　そしてもう一つ。副作用のような能力がある。

　それは、その『邪じや眼がん』の殺意を吸収し、逆に自分の殺意を上乗せして相手に流し込むことができること。

　私がそう言うと、彼は何かを納なつ得とくしたように頷うなずき、店を出ていった。

　これで私のできることは全すべて終わった。

　彼は真実を知ることを望んだ。

『忘ぼう却きやくの壺つぼ』は、彼に真実を教えることを選んだ。

　だから私は『アンティーク』を与えた。ただ、それだけ。

　彼がそれで何をするかは彼次第。

　時を待っていたのは、何も都と和わ子こだけではない。

　私も、時を待っていた。

　この『忘却の壺』が浄じよう化かされるそのときを。

　それが、都和子が『魔ま道どう書しよ』を手に入れたのと、時を同じくしたのは何の因果か。

　これも運命の悪戯いたずらの一つか。

　それは誰にもわからない。

　私にも、そして都和子にも。

　だから私は与えるだけしかできない。

　他ほかにできることは何もない。

　けれど、ただ一つ。

　もしも願うことだけでも、許されるのならば。

　都和子を……。




　　　　　　　　　◆




『付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん』を出た俺おれは、もう一度店に入り直す。

　見慣れた内装。見慣れた品揃ぞろえ。見慣れたアルバイトも、見慣れた店主もいなかったけれど、そこは確かに俺の付喪堂骨董店だった。

　俺は居間に行き、棚たなから鍵かぎを取って地下へと向かう。

　偽にせ物ものだけが集められるこの店で、そこだけは『アンティーク』の本物が保管される倉庫だ。都和子さんからは決して入ってはならないと止められている。

　だが、俺はドアの鍵を開けて、その中に入る。

　そこには無む造ぞう作さに一冊の本が置かれていた。

『魔道書』は、他の『アンティーク』と同じように、そこに置かれている。

　決して大切なものなんかじゃないと。

　これを求めていたわけじゃないと。

　都と和わ子こさんがそう言っているのだと、信じたい。

　俺おれは『魔ま道どう書しよ』を手にし、静かに開く。

　少年のような文字で、そこには様々な言葉が記されている。

　それは駿しゆんの記した様々な呪じゆ文もん。

　それらを飛ばし、俺はページを繰る。

　と、文字が書き記されたページと真っ白のページの間に破られた跡あとがあった。

　辺りを見回すと、丸められた紙が転がっていた。

　俺はそれを拾い上げ、皺しわを伸ばす。

「…………」

　俺は息を吞のむ。

　それは見慣れた文字。

　間違いのない彼女の文字。

　だが、それは破られている。

　その事実が、ぎりぎりのところで俺を救う。

　俺はそれにすがり、もう一度確かめる。

　きっとそんなはずはないと、蜘蛛くもの糸のような儚はかない希望にすがる。

　彼女のたった一枚分の迷い。

　それは決意となったのか。

　俺は奥からある『アンティーク』を取り出した。

　それは、時間の経過を写し取るカメラ。

　俺は『カメラ』を手に、被写体である『魔道書』に向かう。

　一度は破り捨てられたページ。

　思い直してくれた証あかし。

　ダイヤルを回す。

　その手が震ふるえる。

　けれど俺はダイヤルを回す。

　未来へと。

　そして空白のページを写真に撮る。

　シャッター音が響ひびき、真っ白な写真が吐はき出される。

　白い写真は少しずつ滲にじみ出すようにその画えを浮かび上がらせる。

　俺は待つ。何も写っていないことを願いながら。

　浮かび上がる文字が少しずつその輪りん郭かくをはっきりとさせていく。

　俺は待つ。違う言葉であってほしいと願いながら。

　永遠にも似た数十秒の時間を経て。

　その写真は未来を示す。

　そこに将来書かれるであろう言葉。

　それは──




「──何をしている？」

　背後から声を掛けられ、俺おれは静かに振り向いた。

　そこには、都と和わ子こさんの姿があった。

「ここには入るなと言っただろう？」

　頭の中にぐるぐると無数の言葉が巡めぐる。

　けれど、整理できないぐちゃぐちゃの言葉は意味をなさず、口からも出てこない。

「どうした？」

　都和子さんは何事もなかったかのように──俺の考えが間違いであるかのように、平然としている。

　ぐるぐると巡めぐる言葉は全すべてが都和子さんへの問いかけだ。

　聞きたい。

　確かめたい。

　そして否定してもらいたい。

　けれど、それができない。

　怖くて、聞くことができない。

　なぜなら、都和子さんの目が、ひそかに『魔ま道どう書しよ』の存在を確認しているのに気づいてしまったから──

「……見舞いに来なかったから、どうしたのかと思って。それでここにいるのかなって」

　俺は頭を巡る言葉とはまったく別の言葉を吐はいていた。

「……そうか。悪かったな。あたしもそれなりに堪こたえていたみたいでな、気がついたら眠ねむっていた。家の電話も気づかなかったし、携けい帯たいも壊こわれていたみたいだ」

　都和子さんは矢継ぎ早に聞いてもいないことを答えてくる。

「……そう、ですか」

「咲さきちゃんは目を覚ましたか？」

「いえ。まだです。医者は明日あしたには目を覚ますだろうって」

「そうか。じゃあ、明日は着替えを持って見舞いに行くよ」

「はい」

「お前も疲れたろ？　今日はもう帰れ」

「そうします。お疲れ様でした」

　俺は逃げるようにその場を後にした。




　店を飛び出した俺おれは、夜道を歩く。

　ポケットに入れた手は、丸めて押し込んだ写真に触ふれている。

　それは、時間の経過を写し取るカメラで撮った一枚の写真。

　被写体は、『魔ま道どう書しよ』の空白の一ページ。

　真っ白のままのページを写真に収めた。

　俺は、ポケットに押し込んだしわくちゃになってしまった写真を改めて開く。

　もう一度、見直す。

　何度も何度も見直したその写真を、往おう生じよう際ぎわ悪くもう一度見直す。

　けれど、変わらない。

　写真に写し出された未来は変わらずそこに示されている。

　俺はその写真を握にぎりつぶした。

　写真の角かどが手の平に刺ささり、血が滲にじむ。

　けれど、そんな手の痛さは、そして嚙かみ千ち切ぎった唇くちびるの痛さは、胸の痛みの比ではない。

　丸めた写真を持つ手を振りかざし、力なく元の位置に戻す。

　都と和わ子こさんの狙ねらいを知り、目め頭がしらが熱くなった。

「……何でだよ」

　漏もれた声は、さらに目頭を熱くさせた。

　写真に写し出された『魔道書』に記された言葉。

　それは未来に書かれるであろう呪のろいの言葉。

　それは確かに都和子さんの字で書かれた彼女の意思。

　それは一度思い直し、けれど改めて書かれる彼女の決意。

　未来を写した写真には、彼女の迷いを示した一ページと同じ内容で、こう書かれていた。




　舞まい野の咲さきの死によって、『ファントム』は世界を戻すことができない──













　　　第三章　幻想







　信じていたものに裏切られる。

　人はそうして嘆なげくもの。

　信頼なんて、人が考えているほど絶対な物ではない。

　夢、幻まぼろしと同じ程度に儚はかないもの。

　人はそうして諦あきらめるもの。

　だが、違う。

　それは間違っている。

　信頼とは決して裏切られることはない。

　なぜなら、信頼とは信じて頼ること。

　信じて頼るだけの一方通行の想おもいの押し付けだ。

　だから信頼は裏切られない。

　もしも信頼が裏切られたと感じたときは──

　それは単に思い込みの間違いに気づいてしまっただけのこと。

　相手から見れば何もなかったのと同じこと。

　だから。

　俺おれは裏切られたのではない。

　向こうは最初から、そのつもりだっただけなのだ。




　　　　　　　　　◆




『アンティーク』が人を幸福にすると信じていたのはいつの頃だっただろう。

　譲ゆずれない想い。

　諦めきれない望み。

　叶かなえられない願い。

　人の手ではどうすることもできないそれらを『アンティーク』は実現する。

　それはきっと神から人間への特別な贈おくり物。

　喜ぶ顔が見たかった。

　感謝などいらなかった。

　幸せになってくれればそれでよかった。

　けれど。

　人々が手にしたのは、幸せなどではなかった。

『アンティーク』に選ばれ、特別な力を手に入れることは紛まぎれもない幸運。その能力によってもたらされる恩恵もやはり幸運。

　けれど、人はその幸運を幸運として終わらせることができない。

　人はその力に溺おぼれ、『アンティーク』を手放すことができずにすがり続け、不幸になるまで止まることができない。

　あたしは気づいた。

『アンティーク』によって得られる幸運は、不幸へと続く一本道。人はその後に訪れる運命の仕返しを受け、必ず身を滅ぼす。

　あたしは知った。

『アンティーク』は人を幸福にはしない。

　人の手に余る幸運は、人を幸福になんてしないのだ。

　けれど。

　あたしにできることはなかった。

　人は手に余る望みを追い求め、いつか『アンティーク』に辿たどり着く。そして一度手に入れてしまえば、それを手放すことはできない。

　その流れを止めることは誰にもできない。

　少なくともあたしには、できなかった。

　だからあたしにできるのは、『アンティーク』が人の手に渡る前に回収し、隠かくしてしまうこと。

　そして、不幸の訪れた人が手放した『アンティーク』をやはり回収し、隠してしまうこと。

　たったそれだけのこと。

　けれど、あたしは過ちを犯してしまった。

　わかっていたのに、夢を見てしまった──見させてしまった。




　一人の少年がいた。

　少女を救いたいという、想おもい。

　ただそれだけの純粋で、まっすぐな望み。

　けれど、人の手では叶かなえられない、その願い。

　それがあたしを動かした。

　もう一度だけと、夢を見た。

　共に運命に抗あらがった。

　できる限りのことをした。

　けれど、無む駄だだった。

　運命の前に、あたしたち人間はあまりに無力だった。

　諦あきらめようとした。

　諦めようと言った。

　けれど、時はすでに遅かった。

　繰り返されたその人生は、少年の心を揺るぎないものにしてしまった。

　あたしが夢を見たばっかりに、一人の少年に叶かなわぬ夢を見させてしまった。

　一人の少女に重い罪を背負わせてしまった。

　あたしは罪を償つぐなわなければならない。

　恨うらまれようと。

　憎にくまれようと。

　この手を汚けがすことになったとしても──




　　　　　　　　　◆




「あたしの名前は摂せつ津つ都と和わ子こ。この付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんのオーナーだ」

　彼女はそう自分を紹しよう介かいした。

　例の殺人鬼きとの戦いで意識を失った俺おれは、特殊な事件であるがゆえに病院に行くこともできず、そのまま付喪堂骨董店に運ばれた。右目を奪うばわれた影響からか俺は高熱を発し、そのまま一週間目を覚まさなかったらしい。

　咲さきの献けん身しん的な看かん病びようもあって目を覚ました俺だったが、この右眼めが見えている事実を、そのときすぐには理解できなかった。

「その眼は義眼だ。ただしただの義眼じゃない。『アンティーク』と呼ばれるものだ」

「？」

「まずは『アンティーク』の説明をしてやらないとな」

　都和子さんがしてくれた初めて聞く人間には若じやつ干かん乱暴な『アンティーク』の説明を、俺はなぜかすんなり受け入れることができた。

　義眼である右眼が普通の目のように見えていることや、あの殺人鬼の得え体たいの知れない能力が前提にあったから──思い返すたびにそう納なつ得とくしていたが、もしかしたら『ファントム』で忘れさせられた記き憶おくの残ざん滓しが、そうさせたのかもしれない。

「その『アンティーク』の名は『ヴィジョン』。本物の目のように見えるんだが、視みえなくていいものも視えてしまう」

「視えなくていいもの？」

「死の未来、だよ」

　……今、思えばそれは都和子さんの噓うそだった。

　刹せつ華かさんの話によると、この右眼めは『ファーティマの眼』という名の『アンティーク』だった。

　その能力は、『邪じや眼がん』のもたらす殺意という毒を吸収し、所持者の毒を無効化する。また視界に入る人に流し込まれた毒を浄じよう化かする能力を持つそうだ。

　なぜあの殺人鬼きの能力が俺おれに通じなかったのか、俺は理解した。

　それはこの『ファーティマの眼』のおかげだった。

　都と和わ子こさんは、俺があの殺人鬼と再び相あい対たいすると予想していたのだろうか。

　また、この『ファーティマの眼』は『邪眼』のもたらす死を無効化する他ほかに、副作用のような能力を持つ。

　それは、その『邪眼』の殺意を吸収し、逆に自分の殺意を上乗せして相手に流し込むことができる。

　刹華さんが汚お染せんされているからはずせと言ったのは、そういう理由からだった。もしも俺が刹華さんに殺意を抱いだいたなら、この『ファーティマの眼』で殺してしまうかもしれなかった。

　……それはつまり。

　あの殺人鬼に訪れた突然の死は、俺の殺意によるものであることの証明だった。

　だが、俺は殺人鬼を殺したことに何の痛つう痒ようも感想も持てなかった。

　あいつが死んで当然の奴やつだったとか、仕方のない状況だったからとか、そういう理由ではない。

　俺の頭の処理能力を超えることがすでに起きすぎていたから、だった。

　あの男のことを考える余よ裕ゆうなんて、俺にはこれっぽっちもなかったのだ。

「言っておくが、あたしは『アンティーク』を人が使うことをよしとしない」

　俺に『アンティーク』を渡しておいて、都和子さんはそんなことを言った。

　どうしてですか、と尋ねる俺に、

「『アンティーク』は人を不幸にし、その身を滅ぼす。そういうものなんだ」

　都和子さんはそう答えた。

　そのときの俺はまだ『アンティーク』をとても便利な道具くらいにしか認識できていなかった。

「まあ、実感なんて湧わかないだろうがな」

　だから、と都和子さんはにやりと、今となっては見慣れた意地の悪い笑みを浮かべ、こう言った。

「実感が湧くまで、あたしがお前たちをこの店でコキ使ってやる」

　こっちの事情を完全に無視した言い分に、俺が不満の声を上げると、

「じゃあ、今すぐ代金払はらえ」

　それは法外な値──『アンティーク』に法内の値段なんてあるのか知らないが──で、アルバイトで生計を立てる学生の俺おれには、とても払はらえる額ではなかった。

「なーに、バイト代から天引きしても、生活ができるくらいの金は残してやるさ」

　そして、俺と咲さきは付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんでアルバイトをすることになった。

　俺たちがこの店で働くことになっても、都と和わ子こさんは徹てつ頭とう徹てつ尾び『アンティーク』を使うことをよしとしなかった。『アンティーク』の本物が保管されている倉庫への立ち入りも禁じられていた。

　けれど。

　買い付けに行った本物か偽にせ物ものかわからない『アンティーク』を見せてくれたりした。

　時には本物の『アンティーク』を無む造ぞう作さに俺たちの前に置いていくこともあった。

　文句を言いつつも『アンティーク』を使わせてくれることもあった。

　けれど、この『ヴィジョン』──いや、『ファーティマの眼め』を返せとは言ってこなかった。

　俺が『アンティーク』をただの便利な道具ではなく、人の身を滅ぼす諸もろ刃はの道具であると理解するようになっても、付喪堂骨董店をやめるようには言ってこなかった。

　駿しゆんや他ほかの『アンティーク』に関わった人間たちには、『アンティーク』を捨てるように言い、時には自らそうなるように仕向けたりもした。

　けれど、俺には『アンティーク』を捨てるようには言わなかった。

　それがなぜなのか、はっきりとは聞いたことがなかった。

　でも心のどこかで、それは俺を信頼してくれてのことだと思っていた。

　俺ならば『アンティーク』の力に溺おぼれることはないと。

　そう、信じてくれているのだと。

　だが、そうではなかった。

　そんなご大層なものではなかった。

　何のことはない。




　俺はすでに『アンティーク』によって身を滅ぼしていた──




　……ただそれだけのことだったのだ。




　　　　　　　　　◆




　あたしは病院に来ていた。

　深夜の病院はしんと静まり返り、まるでそこに誰も存在していないかのようだった。

『明めい鏡きよう』の作り出すそれによく似た静せい寂じやくの中、あたしの足音だけが、それが完全なる静寂ではないことを物語っていた。

　足音が止まる。

　あたしの足が止まった目の前の部屋には、「舞まい野の咲さき」という名な札ふだが掛けられていた。

　そっとドアを開ける。

　起こさないように。

　気づかれないように。

　そうだ。彼女を起こしてはならない。彼女に気づかれてはならない。

　この手で幕まくを引くために。

　ベッドの脇わきに辿たどり着く。

　彼女は無表情な顔で静かに眠ねむっていた。

　まるで死んでいるかのように。

　だが死んでいないのはわかっている。

　もしも彼女が死んでいるのならば、世界はとっくに戻っているからだ。

　昼間の戦いで、彼女は生き残った。

　だが次、どうなるかはわからない。

　運命は、彼女を許しはしない。

　あたしは彼女に手を伸ばす。

　頰ほおに触ふれる。

　温ぬくもりが指を伝う。

　つい数時間前にはその温もりを、命を賭かけてでも守ろうとしていた。

　でも今は……。

「…………」

　彼女の頰に手を滑すべらせ、顎あごの辺りを撫なぜる。

　指を折り曲げて引っ掛けると、彼女の顔の表面に指が潜もぐり込んだ。

　その瞬しゆん間かん。

　無表情だった彼女の顔がずれ、能面のような顔が剝はがされる。

　それは『マスカレード』。

　白く無表情なその仮面を人形やマネキンなどにかぶせると、使用者の姿すがた形かたちはもちろん能力や性格もまったく同じ身代わり人形ができあがるという『アンティーク』だ。

　残されたのは能面の『マスカレード』と、どこから持ってきたのか知れない人体模型。

「……刻也ときや」




　　　　　　　　　◆




　付つく喪も堂どうを出た俺おれはまず病院に寄って咲を連れ出してから、昼間に駿しゆんたちと争った建設途と中ちゆうのビルに来ていた。

　都と和わ子こさんには悪いが、地下倉庫にあった持てる限りの『アンティーク』を持ってだ。

　未来を写し取るカメラで撮った写真を見てその意図を知った俺おれは、都和子さんが地下倉庫に現われる前に、すでに持ち出す準備を済ませていた。

　病院に立ち寄った俺は、『マスカレード』を使って咲さきの身代わりを作り、咲を連れて病院を抜け出していた。咲を連れ出せたのも、『明めい鏡きよう』による静せい寂じやくがあってこそだった。これがなければ今頃病院の関係者に気づかれていただろう。

　意識の戻らない咲を連れ出すことに迷いはあったが、そんなことを言っている場合ではなかった。

　都和子さんが行動を開始する前に、俺は動かなければならなかった。

　都和子さんが咲に何をするかはもちろんわからなかった。

　ただ思いついてしまったことがあった。

　そんなことは、あってほしくなかった。

　けれど、その考えを否定することも、やはりできなかった。

　逃げ込んだビルは、今日の激闘があったとは思えないほどに静まり返っていた。

　すでに駿しゆんや飛鳥あすかの姿はなかった。ということは、彼らは『アンティーク』を捨てることができたのだろう。

　……俺とは違って。

　昼間手に入れた鍵かぎをそのまま持っていたので、ビルの中へは簡単に入ることができた。今は五階にいる。まだ建設中のため床ゆかはコンクリートがむき出しで、明かりは差し込む月明かりのみだったが、身を潜ひそめるには十分だった。

　咲を起こさないように静かに背中から下ろす。床が固そうなので近くにあったダンボールの上に寝かせる。病院を抜け出すとき、患かん者じや衣ぎのままでは目立つのでその上からワンピースを着せてやったが、夜のビルは肌はだ寒いので、俺の上着を掛けてやった。

　咲はまだ目を覚まさない。

　咲の『アンティーク』である義眼を俺がつけてやっても、咲は目を覚まさなかった。

　……だが、しばらくは覚まさないほうが幸せなのかもしれない。

　俺はポケットからしわくちゃになった写真を取り出す。

　そこに写った文字は容よう赦しやなく俺を痛めつける。




　舞まい野の咲の死によって、『ファントム』は世界を戻すことができない──




　今のままなら、俺がカメラの時間設定をした数日後には、都和子さんは『魔ま道どう書しよ』に同じ文もん言ごんを記すだろう。あるいは、もう記しているのかもしれない。

　その未来を、あるいは『魔ま道どう書しよ』の捻ねじ曲げる事象を変えなければならない。

　そうしなければ咲さきは……。

　だが、どうやって？

　話し合いで何とかなるのだろうか。

　だが、断られたら？

　俺おれはどうすればいいのか？

　戦う？　都と和わ子こさんと戦うというのか？　そんなことは考えられなかった。

「俺はどうすれば、いい？」

「どうしたの？」

「！」

　唐とう突とつに声を掛けられ、俺は我に返る。

　気がつけば、月明かりを背に咲が体を起こしていた。

　咲は辺りを、そして自身を見て、困こん惑わくしている。

「病院にいたような気がしたのだけれど、夢だったのかしら」

「あ、ああ」

「刻也ときや、右眼めはどうしたの？」

「ん？　ああ。ちょっとゴミが入ったからはずしてるだけだよ」

　俺は死の毒に汚お染せんされた『ファーティマの眼』をはずして、ポケットに入れていた。

「そう。そういえば、彼らは？」

「彼ら？　ああ、駿しゆんたちか……」

　咲の意識はそこで途と絶だえたままだった。

「何とかなったよ。あいつらはもう咲には手を出してこない」

「そう」

「ああ」

「じゃあ、どうしてわたしたちはここにいるの？」

「…………」

　答えに詰まる。

　その答えは用意していない。本当の答えに代わる答えは……。

「都和子さんはどこ？」

「あ、ああ。一足先に付つく喪も堂どうに帰った」

「そう。それなら、わたしたちも付喪堂に帰りましょう」

「あ、いや、それが……そうもいかないんだ」

　付喪堂に帰るわけにはいかない。

　だが何と言えばいい？

　本当のことなんて言えるわけがない。

　都と和わ子こさんがしようとしていることなんて……。

「どうかしたの？」

「いや、何でもない。その、そう。あいつらとは別に、お前の『アンティーク』を狙ねらう奴やつが現われたんだ。だからここを迂闊うかつに動けないんだ」

「…………」

　咲さきの感情の色のない視線に見据すえられ、俺おれは我に返った。

「あ……」

　咲の『アンティーク』──それは俺が知らないはずの言葉。

「そう」

　だが咲は驚きもせず、全すべてを悟さとったようにこう言った。

「全てを知ってしまったのね」




　　　　　　　　　◆




「何を話した？」

　あたしの問いに、刹せつ華かはかぶりを振った。

「私は何も話してはいないわ。ただ『アンティーク』を与えただけ」

「同じことだろう！」

「私は『アンティーク』が選んだ者に『アンティーク』を与える。それだけよ。私が彼に真実を教えることを望んだのではないわ。今さら説明するまでもないでしょう？」

　刹華が指し示したのは『災さい厄やくの壺つぼ』だった。

　そのとき、あたしの脳裏にノイズにも似た痛みが走る。

　刻也ときやに『ヴィジョン』の未来視と思わせたファントム・ペインの数が増え始めたことを危き惧ぐし、『魔ま道どう書しよ』を探す傍かたわら探していた『災厄の壺』とも呼ばれる『忘ぼう却きやくの壺』。

　もしも刻也の記き憶おくが戻ってしまったなら、この壺に封じてしまおうと思って。

　その謎なぞを調べ、真実に辿たどり着いたあたしは壺に飲み込まれてしまった。

　……待て。なぜ、あたしはその事実を思い出せる？　それは食われてしまったはずの記憶だ。いや、それすらも思い出せているのはなぜだ？

「浄じよう化かを終えたのよ」

「……このタイミングでか」

「そう。まるで運命がそう仕向けたかのようね」

「……運命は、あたしも許さないと見えるな」

　あいつが何も知らなければ、事はもっと簡単に進んだはずなのに。

　だが過ぎたことを言っても仕方がない。

　浄じよう化かを終えた『忘ぼう却きやくの壺つぼ』が刻也ときやを選んだ。

　真実を伝えることを望んだ。

　だから刹せつ華かはそれを与えた。

　それだけのことだ。

　だがそんなことをしても、何も変わらない。

　意味がない。

　真実を知っても、きっとあいつの想おもいは変わらない。

　あたしのすべきことも、何も変わらない。

「遠くに行くにも限界があるな。家か、学校か、あるいは……」

「追うの？」

「当たり前だ。やっと手に入れたんだ」

「待てばいいのではないの？」

「何をだ？」

「運命が、彼女を殺すのを」

「…………」

「その『魔ま道どう書しよ』にはもう世界が戻らないように、記されているのでしょう？」

「その場に居合わせて唱えなけりゃ意味がない。この『魔道書』はそういうものだ。知らない間に世界が戻ったら、せっかく手に入れたこいつが無む駄だになってしまう」

「彼に全すべてを話して、選択する場にいればいいのではないの？」

「あいつがそれを認めるとは思えない。……いや、認めない。それは何度も繰り返したことだ」

「それだけ？」

「他ほかに何がある？」

「急がなければ、決意が鈍にぶるからではないの？」

「……違う」

「自身の手を汚けがすことが贖しよく罪ざいになると思っているのではないの？」

「違う！」

　あたしは刹華を黙だまらせる。

「つまらないことを言って、あたしを惑まどわせるな」

「惑っていると、認めるのね」

「……言葉の綾あやだ。揚げ足取りをするな。もう黙れ」

　あたしは刹華の前から去ろうとする。

「都と和わ子こ」

「黙だまれと言っているんだ！」

「……それでいいの？」

「……いいに決まっている」

　そうだ。いいんだ。いいに決まっている。

　このためにあたしは『アンティーク』を探し求めていた。

　やっとあたしの望みを叶かなえる『アンティーク』を手に入れたんだ。

「『アンティーク』を使えば人は不幸になる。あなたの言葉よ」

「そうだ。だからあたしはあいつらを……」

「あなたが『アンティーク』を使ってやろうとしていることは、あなたを不幸にするのではないの？」

「……例外はある」

　これは不幸なんかじゃない。

　不幸を断ち切るための選択だ。

「何のために、あの子たちの傍そばにいてあげたの？」

「このためさ。それだけだ。他ほかにはない」

　口数の多さは、自分を誤ご魔ま化かすためでは、ない。

「それに心の準備をする時間はくれてやった。もう十分なはずだ」

　店を後にするあたしに、刹せつ華かは言った。

「人は大切な人の死に対する十分な心の準備なんてできないのよ」

　聞こえない、ふりをした。
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「わたしの持つ『アンティーク』こそが『ヴィジョン』なのよ」

　咲さきは右眼めに手を添えて、そう言った。

「！」

　咲の『アンティーク』が『ヴィジョン』だって？

　俺おれは声も出ないほどに驚く。だが、それは驚くほどのことではない。

　駿しゆんたちは未来を視みることができる『アンティーク』を望んで、咲を連れ去った。

　俺の持っている『アンティーク』が『ヴィジョン』でないのであれば、それはありえない話ではなかった。

「じゃあ、都と和わ子こさんが俺の『アンティーク』を『ヴィジョン』だって言っていたのを……」

「ええ。違うのは知っていた。でもきっと何か考えがあるんだろうって、何も言わなかった」

　それを咲が指し摘てきしていたら、何かが変わっていたかもしれない。もっともそれで何か良い方向に転がるとは到底思えなかったが。

「この『ヴィジョン』で何度か未来を視みたわ。あのコンサートホールで照明の落下事故が起きる未来も」

　そういえば、あのとき咲は何の躊ちゆう躇ちよも見せず、非常ベルを押した。あれは俺おれの未来視を信じたのではなく、自分の眼めで未来を視たからだったのか。

「あの作曲家の人のときとか、占うらない師の女の人のときも」

　そうか。帰りの電車で俺を帰すように仕向けたのは、そういうことか。

　それに、あの占い師は目に映る死を視たがった。

　咲さきの義眼が『ヴィジョン』であるのならば、その眼には多くの死が映っていたことだろう。それも第三者の目線ではなく、死者本人の目線による死が。

　あの女が欲していたものに、それは合がつ致ちしている。咲を拉ら致ちしたのは、俺に対する人ひと質じちだったのではなく、咲自身が狙ねらいだったということか。

「それに、あなたが飛鳥あすかという少女に音を使って殺されることも」

　あのタイミングで咲が『明めい鏡きよう』を持ってこられたのは、そういう裏があったのか。

　……本当に、俺が知らないことや気づいていないことばかりだ。

「話してくれないか？　全すべてを」

「ええ」

　俺と咲は柱にもたれて横並びに座る。

　咲は淡々と自分のことを話してくれた。

　幼い日のこと。

　目を失ったこと。

　父親が手に入れた『ヴィジョン』のこと。

　目が見えるようになったこと。

　合わせて、未来が視えるようになったこと。

　未来視で、友達の死を視てしまったこと。

　友達の母親に恨うらまれたこと。

　人から避さけられるようになったこと。

　親に疎うとまれるようになったこと。

　それらは、あの殺人鬼きから聞いたことと大きな差異はなかった。だが、咲本人はあの殺人鬼がその友達の父親だとは知らない様子だった。

　あえて話すほどのことではないと俺は語らず、別の質問をした。

「その友達を助けられなかったことを後悔しているのか？」

「……そう、ね。あのときあの子を助けることができていたら、何かが変わっていたかもしれない」

「だけど、お前は何も悪くない」

　咲さきにそう言ってやった。

　咲の持つ罪悪感のようなものが少しでも軽くできればと思って。

「……そうね。要領は悪かったかもしれないけれど」

　淡々と話すがゆえに、心を押し殺しているのが見て取れた。

「それから……」

　と、咲は話を続けた。

　家に閉じ込められ、長い時間を独りで過ごしたこと。

『ヴィジョン』で自分の死の未来を視みたこと。

　そして。

　死ぬために俺おれと出会い、殺人鬼きに殺されたこと。

　そう。殺されたと、咲は語った。

　今、こうして生きているのに。

　それはつまり──

「『ファントム』での繰り返しのことも知っているんだな？」

「ええ。世界が戻ると、わたしはあなたに出会う日に戻る。戻る前の記き憶おくはないけれど、そのときに必ず『ヴィジョン』による死が視えるの。

　わたしが初めて死んだとき──あなたに出会ってから、あの男に殺されるまでの場面を。

　わたしが死んだ後、あなたが『ファントム』を使って全すべてをやり直そうとする場面を。

　そして……繰り返されるわたしの未来に起きた死を」

　未来の死を視せる『ヴィジョン』。世界が戻ったとしても、それが未来の死であることに変わりはない、ということか。

　未来に起きた死──とは何とも奇き妙みような言葉だ。

「刻也ときやはどうして知ったの？」

　俺おれは刹せつ華かさんの付つく喪も堂どうでのことを話した。

　あの殺人鬼のことや、都と和わ子こさんの狙ねらいなどは伏せた形で。

「『忘ぼう却きやくの壺つぼ』……。そう、あの壺のことが思い出せたのはそういうことなのね」

　俺たちは思い出している。あの『災さい厄やくの壺』の中での出来事を。

　咲が壺の中に残ろうと言ったときのことを。

　……何も知らない俺は咲を無理やり連れ戻した。あるいは、あの世界に留とどまっていれば、こんな思いをしなくても済んだのかもしれない。

　だが、そんなの今さらだ。

　続けることに意味はなく、俺は話題を変えた。

「俺は、初めての出会いってのは『忘却の壺』の記録映像みたいなので見たから、あんまり実感が湧わかないんだけどさ、お前はちゃんと覚えているのか？」

「ええ。もちろん覚えているわ。もっともわたしも『ヴィジョン』で視みたにすぎないけれど」

　思い出として語るには奇き妙みような思いが、互いの口をつく。

　確認、したかったのかもしれない。

　あの思いがただの記録などではないのだと。

「最初は電波系かと思ったよ。だっていきなり殺人犯の知り合いはいませんか、だもんな」

「仕方がないじゃない。あんなふうな出会いをするとは思ってなかったんだもの」

「あんなふう……」

　バイトで通行人の咲さきにポケットティッシュを配ろうとしたら、誤って胸に触さわってしまったのだ。それで、そのときは咲の無表情にも慣れていなかったから、本気で怒っていると思って、謝罪代わりに飯めしを奢おごってやったんだっけか。

「どうして手を見ているの？」

「あ、いや、何でもない」

　俺は冷ややかな咲の言葉に我に返る。

「あんなふうとは、あんなところで唐とう突とつに『ヴィジョン』で視たあなたに会うとは思っていなかったということよ」

「わ、わかってるって」

「まさかあんな真似まねをされるとは思わなかった。迂闊うかつだったわ」

「お前がまっすぐこっちに来てたもんだからさ」

「周りの人なんて目に入っていなかったのよ」

「だろうな」

「……でも、あれがなければ、わたしはあなたに気づかずに素通りしていたのかもしれない」

　もしもそうだったとしたら、俺たちは出会わなかったのかもしれない。

　そうであるなら、俺はこの手を褒ほめてやりたいと思う。

「だからその手を見るのはやめなさい」

　咲が俺の手の甲こうを思い切りつねった。

「痛てて。だから変な意味じゃないって！」

「あっ」

　反射的に手を引くと、俺の手をつねっていた咲がバランスを崩くずして俺の懐ふところに倒れこんできた。決して俺が引っ張り込んだのではない。これは事故だ。不可抗力だ。

　……でもそれを押し返すような真似まねはしなかった。

「それ以外は一度目の出会いと、今回の出会いって結構違っているよな」

「ええ。そうね」

「今回の出会いの、お前の第一声は『あなたは今日殺人犯に襲おそわれるわ』だったか？」

「確かそんな感じだったかしら」

「覚えてないのか？」

「……噓うそよ。覚えているわよ。ちゃんと」

　本当の咲さきとの初めての出会いと、『ファントム』で繰り返した後──今回の初めての出会いは大きく異なっている。

　殺人犯の知り合いはいないかと問いかけてきた第一声は、あなたは今日殺人犯に襲おそわれるわ、という言葉に変わっていた。

「初対面の第一声にしちゃおかしいだろ？」

「他ほかに言いようがないでしょう？　あなたは『アンティーク』のことを知らないんだから」

「まあ、な。でもすぐに『アンティーク』のことも知ることになるんだから説明してくれれば……、って、信じないか」

「でしょう？」

「確かに」

「それにもしも変なことを言って、あなたがわたしから逃げてしまったら……」

「逃げてしまったら？」

「……何でもないわ」

　咲は拗すねたように、俺おれの胸に顔をうずめてその表情を隠かくした。

　でも、もしも本当に咲が『アンティーク』のことを説明してくれるような出会いだったなら、どうなっていただろうか。

　俺はこいつを本当に変な奴やつだと思って、逃げ出しただろうか。

　死にたいと言わなくなったこいつであるなら、関わろうとしなかっただろうか。

　そうしたら俺たちはその場限りで別れてしまったのだろうか。

「それに、俺を守るために来たとか言ってたっけ？」

　殺人犯に出会って殺されたい──死にたいという望みは、殺人犯から俺を守るのだという望みに変わっていた。

「死にたいとは、思わなくなったんだな？」

「ええ」

　何もないと、死を望んでいた咲はもういない。

「紅茶好きなのは変わらないんだな？」

「誰かさんのおかげでね」

「？」

　紅茶が好きだって言っていたのは、最初も今回も咲じゃなかったか？

「ゲームセンターに行くのも変わらないわ。芸がないわね」

「ほっとけ。そういや、繰り返している割には、お前一いつ向こうに上手うまくならないよな。あと一回やればクリアできるとか豪ごう語ごしてなかったか？」

「人には向き不向きがあるのよ」

　何だ、あれは単なる見み栄えだったのかよ。

「あの殺人犯を追うのも、変わらないな」

「……そうね」

　でもきっと意味が違う。

　一度目は自分が殺されるため。

　二度目からは俺おれを守るため。

　咲さきは一人であの殺人犯に立ち向かおうとしたのだ。

　咲は同じ出会いを繰り返す。

　少しでもあのときと同じように。

　一方で、少しでもあのときと変えられるように。

　俺と同じように出会い、けれど俺が傷つかないように。

　そんな誰もが望む、絵に描いたような幸せな出会いを求めて──

「でも何も変えられなかった」

　今回、俺が右目めを失ったときも、咲はそう言っていた。

「ごめんなさい」

　咲はそっと、今は空くう洞どうになってしまった俺の右目に手を添える。

「あなたはわたしを守ってくれるのに、わたしはどうしてもあなたを守ることができない」

「仕方ないさ」

「わたしはあなたに傷ついてほしくない」

　俺は咲の手を取って、右目から離させる。

「この怪け我ががあるから、付つく喪も堂どうのアルバイトにありつけたんだ。悪い話じゃない」

「本当にそう思う？」

「え？」

「もしもわたしに出会わなければ、刻也ときやは『アンティーク』のことを知らず、付喪堂骨こつ董とう店てんとも関わらず、普通の高校生として生きていけたわ」

「…………」

「真実を知って、刻也は後悔をしなかった？」

「後悔って何をだよ？」

「わたしを助け……」

　それ以上は言わせなかった。

　咲を抱だきしめ、その口を胸に押し付けて塞ふさいでしまう。

「いくらお前でも怒るぞ」

「…………」

「お前を助けたことを後悔なんてするかよ。何度だって助けるさ。もしもまたこの世界が繰り返されたとしても、何度だってお前を助けてやる」

「…………」

「お前が嫌いやだって言ってもな」

　あなたは優しい……。──でも傲ごう慢まんだわ。

　壺つぼの中での言葉が、脳裏をかすめた。

　その言葉をたった今、思い出す。

　壺の中に残ろうとした咲さきを、無理に連れ帰ろうとした俺おれを指して言った咲の言葉。

　それが示す意味は、何だったのだろうか……。

「…………」

「どうかした？」

　俺は立ち上がった。

「刻也ときや？」

「ちょっとトイレ。聞き耳、立てるなよ」

「立てないわよ」

「けど、こう静かだと音が響ひびきそうだ。『明めい鏡きよう』を立て掛けていくけど、はずすなよ」

「……いってらっしゃい」

　俺は窓際に『明鏡』を立て掛けると、五階の部屋を出て非常階段を下りる。

　と、そこでふと気づく。

　ああ、しまったな。

　咲に死の未来が視みえるか、聞いておけばよかった。

　もしも咲の『ヴィジョン』が死を予見していないというのなら、心強かったんだけどな。

　……いや、違うな。

　未来なんて視えないほうがいいのだ。

　もしも視えてしまったら、視たくないものまで視えてしまうかもしれないから。

　俺は非常階段を下りて一階までやってきて、

「あいつのところには行かせない」

　目の前に立つ都と和わ子こさんに、宣戦布告をした。
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　あたしからの、到着を告げる一回きりの携けい帯たい電話のコール。

　刻也はそれに気がつき、一人で降りてきた。

　そしてあたしに宣戦布告をした。あたしが何をしにきたのか、わかっているのだろう。

「よく、ここがわかりましたね？」

「そうだな」

　なぜここだと思ったのか、あたしにもわからない。

　虫の知らせなんてものは、信じない。

　ただ、足が向いたのだ。

　運命に導かれた、ということなのだろうか。

　誰もあたしを止めることなんてできないんだ。運命がそう仕向けているんだからね。

　だから、やっぱりお前に勝ち目なんてないんだよ、刻也ときや。

「聞いてもいいですか？」

「ここでいいのか？」

　咲さきちゃんに聞こえるぞ、と暗に示す。

「『明めい鏡きよう』を置いてきました。今のあいつは静せい寂じやくに包まれています。ここの会話はあいつには届かない」

「……そうか。で、何だ？」

「都と和わ子こさんは俺を止めるつもりですか？」

「『魔ま道どう書しよ』を『カメラ』で撮とったんだろ？」

「はい」

「そこには何て書かれていた？」

「舞まい野の咲の死によって、『ファントム』は世界を戻すことができない」

　何度も見返したのだろう。

　その言葉は、一字一句違わなかった。

「じゃあ、聞くまでもないだろ？」

「でも、本当に書かれたところは見ていません」

「往おう生じよう際ぎわが悪いんじゃないか？」

「かもしれません。でもまだ見ていない！」

　それは藁わらにもすがるような思いで問いかけた、刻也の最後の砦とりで。

「見たきゃ見せてやろうか」

　あたしはその最後の砦をあっさりと壊こわし、手に持った『魔道書』を見せ付けるように持ち上げた。

　刻也が唇くちびるを嚙かんだのが見える。

　それは本当に悔くやしそうに見えて、そして傷ついたように見えた。

　まだ、信じていたのか。……信じてくれていたのか。

　でも──

「もう諦あきらめな」

「……一度書いて、破ったのは？」

「字が気に入らなかったんだ」

「……次に書くまで間を空けたのは？」

「インクが切れたんだ」

「じゃあ……」

「今さら心変わりなんて期待するな」

「期待するに決まってるだろ！」

　刻也ときやが、泣きそうな顔で声を荒げた。

「何でだよ！　何で諦めるんだよ！　『アンティーク』を使うことがそんなに悪いことなのかよ！」

　わかっていない。

　刻也は何もわかっていない。

　良いとか悪いとか、そんなレベルの話じゃないんだよ。

『忘ぼう却きやくの壺つぼ』では、過去の全すべてを思い出せたわけじゃないってことか。確かに全てを思い出して頭の中に入れるには、繰り返した日々の情報が多すぎる。

「なあ、わかってるか？　これまで何度こんなことを繰り返してきたか？」

「……正確な数まではわかりません。ただ何度も、です」

「そうだ。もう数え切れないほど、こんなことを繰り返した。それが、おかしいとは思わないか？」

「？」

「『ファントム』によって世界が戻る条件は咲さきちゃんの死だ。それが数え切れないほどに、繰り返されている。異常だとは思わないか？　人はそんなふうに簡単に死ぬもんじゃない。普通に生きていれば、死に直面するほどの事故や事件なんて数えるほどしか遭そう遇ぐうしないもんだ」

「それは『アンティーク』に関わっているからですか？」

「いくら『アンティーク』に関わっているといっても、この数はやっぱり異常だよ」

「それはどういう……」

「反動だよ」

「え？」

「お前が『ファントム』を使って運命を捻ねじ曲げてしまった反動がそうさせるんだ」

「『ファントム』を受け取るとき、刹せつ華かさんに聞きました。運命は俺おれを許さないと」

「それでもこんなことをするのは、意味がわかっていない証しよう拠こだ」

「…………」

「駿しゆん君にも言ったが、この世界には定められた運命というものがある。確かに全てが決まっているわけじゃない。努力すれば、人は運命を変えることができる。けれど、変えることのできない運命が、この世界にはあるんだよ」

「それを変えることができるのが『アンティーク』なんじゃないんですか？」

「そうだ。『アンティーク』は運命を捻ねじ曲げる。だが、運命は元に戻ろうとする力を持っている。人の手に余る力で運命を捻じ曲げるからこそ、運命はより強い力で元に戻ろうとする。人の手に余る力を用いたからこそ、その反動も人の手に余る。だからこそ、『アンティーク』を使った人間は不幸になるんだ」

　だから──

「たとえ『アンティーク』で運命を捻じ曲げても、『ファントム』で何度やり直しても、運命は咲さきちゃんの死を辿たどろうとする。

　──運命は決して彼女を見逃してはくれないんだ」




　　　　　　　　　◆




「そんな……」

　助けても、助けても、運命が咲を許さない。

　運命はどこまでも追いかけてきて、咲の命を奪うばおうとする。

　何度繰り返しても、それは変わらないっていうのか？

「そんな馬鹿な話があるかよ！」

「あるんだよ。今、ここにね」

　おかしい。そんなのは間違っている。

『アンティーク』を使って運命を捻じ曲げたというのなら、俺おれだってそうだし、駿しゆんや『アンティーク』に関わった人間全すべてに言えることだ。

　どうして咲だけがそんな目に遭あわなければいけないんだ。

「それだけ、死の運命を捻じ曲げるということが、人の手に余るものだってことだ」

「それを言うなら咲だって被害者だ！　咲だってあの殺人鬼きの『アンティーク』で……」

「殺されたのは、二度目からだ」

「え？」

「咲ちゃんが『アンティーク』で殺されたのは二度目からだ。『忘ぼう却きやくの壺つぼ』がなくても、今のお前なら思い出せるはずだ。ちゃんと思い出せ。一度目の咲ちゃんの死で、使われた凶きよう器きはなんだ？」

「……それは」




　そのとき、脳裏にノイズのような痛みが走った──




　殺人犯と咲さきの間に飛び込み、右目を奪うばわれた俺おれ。

　何をされたのか、何がどうなったのか、俺には理解できていなかった。

　ただ。

　咲が俺を庇かばおうとしているのはわかった。

　殺人鬼きが近づいてくるのがわかった。

　その手には……。

　そう。その手には、血に塗ぬられた一振りのナイフが握にぎられていた。




　我に返る。

　これは『ヴィジョン』ではない。

　俺の記き憶おくの奥底──記憶の海に眠ねむる世界が繰り返す前の記憶。

　咲との一度目の出会い。殺人鬼との出会い。

　そして全すべての始まり。

　そうだ。あのとき──俺と咲が初めてあの殺人鬼と会ったとき、あの男が手にしていたのは『アンティーク』ではなかった。ただのナイフだった。

「一度目のときは違ったんだ。あの男は、ただの殺人犯だった。娘むすめを失い、精神を病んだ妻がついに失しつ踪そうし、その復ふく讐しゆうを果たしにきたただの殺人犯だった。二度目のときもそうだった。あたしが奴やつの殺人行為を防ぐまでは。

　だがその後に現われたあの男は『アンティーク』を手にしていた。そして、三度目からあの男は『アンティーク』を手にしてやってくるようになった。それだけじゃない。それを防げば、あの男は対抗手段となる新たな『アンティーク』を手にしてやってきた。その『アンティーク』を破は壊かいしても、次には別の『アンティーク』を持ってやってきたこともあった。

　わかるか？　運命があの男を『アンティーク』に引き会わせているんだ。咲ちゃんを殺すために」

「そんなの……」

「あの男にあたしたちを殺したと思わせて、終わらせようとしたこともあった。だが今度は、あの男とは無関係の『アンティーク』の事件や『アンティーク』がまったく関わらない事故といった形でも、咲ちゃんは命を落とした。全て運命がそうさせたんだ」

「そんなのこじつけだ！」

「じゃあ、どうしてだ？　どうしてあたしたちがあの子を守ろうとしているのに、こんなにも彼女を死なせてしまうんだ？　あたしに教えてくれ、刻也ときや」

　守ろうとした。

　そうだ。俺は咲を守ろうとした。

　でも俺おれだけじゃない。

　都と和わ子こさんも咲を守ろうとしてくれた。

　俺たちは咲さきを守ろうとしたのだ。

　何度も何度も何度も何度も。

　……そして同じ数だけ失敗をした。

　世界が繰り返した数は、俺たちが咲を守り切れなかった数。

『忘ぼう却きやくの壺つぼ』から与えられた記き憶おくを思い出す。

　二度目のときから、都和子さんは俺たちの前に現われた。

　あの男に殺されそうになったところを、助けてくれた。

　全すべてを忘れてしまった俺に説明してくれた。手を貸してくれた。

　でも、その甲斐かいもなく、咲はあの殺人鬼きに殺された。今度は『アンティーク』を持ってやってきたあの男に。

　三度目のときも、都和子さんは俺たちの前に現われてくれた。

　あの殺人鬼を追い払はらってくれた。

　もしものときのために、付つく喪も堂どうに身を置くように言ってくれた。

　でも、まったく関係のない場所で、咲は別の形で命を落とした。

　四度目も、五度目も、六度目も……何度も、都和子さんは俺たちを守ろうとしてくれた。

　でも、叶かなわなかった。

「あたしも最初はお前に力を貸して運命に逆らおうとした。でもそれが無む駄だだと気づいたんだよ」

「無駄じゃない」

「無駄だ。あたしたちの力じゃどうにもできない」

　いつしか、都和子さんは俺に全てを話すのをやめてしまった。殺人鬼対策として渡された『ファーティマの眼め』を『ヴィジョン』だと噓うそをつくようになった。

　何も知らないほうが楽だとでも言うように。

　そして何も知らないまま、俺は日々を繰り返していた。

　昨日きのうと同じ今日の繰り返し。

　今日と同じ明日あしたの繰り返し。

　あるいはそれは本当に楽で、幸せだったのかもしれない。

　それがいつまでも続くのであれば。

　だがそれは途と絶だえてしまった。

　……都和子さんが『魔ま道どう書しよ』を手に入れてしまったから。

　この繰り返しを終わらせる方法を見つけてしまったから。

「お前には悪いと思ってるよ。何とかできると思っていたんだ。この繰り返しが、お前の中で、咲さきちゃんの存在を大きくしていったことに気づかずにね」

「…………」

「最初は単なる正義感とか同情の類たぐいだったんだろうな。人の命を救う方法があったから、それを使った。それがこんなことになるなんて想像しろというほうが無理な相談だ。お前は悪くない。

　でもあたしは気づかなきゃいけなかった。そして教えて説得しなければならなかった。どうにもできないんだって、ちゃんと教えてやればよかった」

「そんなことをしたって俺おれはきっと同じ道を選んだ。何も変わらない」

「いいや。変わってたさ。きっとこんなことにはならなかった。どうにもならないとわかっていれば、お前は諦あきらめることができていた」

　都と和わ子こさんが断言する。

「お前と咲ちゃんが出会ったのはおよそ一年前。『ファントム』を使わなければたった一日だけの、一度だけの出会いだ。それなのになぜお前はここまでできると思う？　普通ならたったそれだけの関係性の人間にここまではできない」

「そんなことは……」

　……ないと言えるのだろうか。

　これまで『アンティーク』に身を滅ぼされた人たちのことを、俺は諦めることができていたではないか。

「それは繰り返した日々が、お前の中の咲ちゃんの存在を大きくしていたからだ。記き憶おくがなくなっても、咲ちゃんはお前の心に確かに根付いていたんだ。だから諦められなくなってしまったんだ」

「……否定はしません。そうなのかもしれない。いや、きっとそうなんだと思います」

　俺と咲が出会ったのはおよそ一年前。

　けれど、過ごした日々はたとえ記憶になくとも、それ以上に積み重なり、俺の中に存在している。

　俺にとって、咲の存在はもう欠くことのできないものになっている。

　でも──

「……それなら都和子さんには根付かなかったんですか？　あいつの存在は、諦められる程度のものなんですか？」

「…………」

「付つく喪も堂どうでの毎日は全部噓うそだったんですか？」

　付喪堂での毎日──それは他愛たわいのない日常。

　そこに『アンティーク』があるということだけが特別な、俺にとっての当たり前の生活。

　別に毎日が幸せだなんて考えたこともなかったけれど、きっと幸せだったであろう毎日。

　そこには付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんがあった。

　咲さきがいた。

　そして、都と和わ子こさんがいた。

　誰ひとり、何ひとつ欠けても、きっと成立はしなかった。

「咲がいて、都和子さんがいて、俺おれは毎日が楽しかった。そんな生活が大事だった。失なくしてもいいなんて思えない。都和子さんは違うんですか？　都和子さんにとってあれは何だったんですか？　失くしてもいいような、そんなものでしかなかったんですか？」

「そうだよ」

　都和子さんはあまりにも簡単に頷うなずいた。

「楽しかったよ。本当に。それは本当だ。でもね。そこまでのものじゃない」

「そこまでのものじゃないって何だよ。何なんだよ！」

「諦あきらめなきゃいけないのなら、諦められるってことさ」

「……だったら、放っておけばよかっただろ」

　そんなふうに諦めるくらいなら、すぐに追い出せばよかったんだ。

　傍そばになんて置かないで、突き放せばよかったんだ。

　優しくなんてしてほしくなかった。

「仕方がないだろ？　勝手に死なれて、あたしの知らない間にそう簡単に何度も世界を戻されたら困る。『ファーティマの眼め』を与えたのもそうだ。あの殺人鬼きがまた襲おそってきたときに、あっさり殺されたらまた世界が戻ってしまう。『ファーティマの眼』を『ヴィジョン』と言ったのも、お前の視みるものが世界が戻る前の未来の記き憶おくだと気づかせないためだ」

　淡々と、全すべてがそうする必要があったからだと理屈で説明された。

　そこには、俺おれたちを守りたいという言葉も、思いも、そのかけらさえも、もう見つけられなかった。

「じゃあ、一いつ緒しよにいたのは……」

「『ファントム』を無効化させる術すべを手に入れるまでの単なる監かん視しだよ」

　俺の中で何かが壊こわれた気がした。

　それは、もしも見ることができるなら、とても綺麗きれいで、眩まばゆいくらいに光り輝いていたであろうもの。

　形あるものはいつか壊れる。

　そう言っていたのは誰だろう。

　もしもそいつが目の前にいるのなら、聞いてみたい。

　それなら形がないものは？

　形がないものは壊れないとでも言うのか？

　そんなことはない。

　形がなくたって、壊こわれてしまうものはある。

　形がないものだって、きっとそこには確かにあり、そしてあっけなく壊れてしまうものなのだ。

　そして壊れたそれは、まるでガラスの破片のように、形のないものを傷つけるのだ。

　けれど、血は流れなかった。

　その傷は、血なんて流しはしない。

　だから、誰も見ることはできない。

　ましてや傷つけた相手には、見ることなんてできやしない。

「……刻也ときや、できれば手荒なことはしたくない。あたしはお前に『ファントム』を捨てることを選んでほしい」

　だから彼女は気づかずに、そんな言葉を吐はく。

　だから俺おれも気づかないふりをして、言葉を返す。

　そうだな。きっと何も壊れてはいない。

　──そんなものは、最初からなかっただけなのだ。

「都と和わ子こさんこそ、往おう生じよう際ぎわが悪いんじゃないですか？　俺がそれに応じない過去は何度だって経験したはずですよ」

「……そう、だったな」

　都和子さんは小さく、細く息を吐く。

「もう説得は諦あきらめたんだったな。往生際の悪さじゃ、同じレベルか」

　だったら、と彼女は俺を見据すえ、言う。

「あたしが諦めさせてやる」

　だったら、と俺は彼女を見据え、言い返す。

「『魔ま道どう書しよ』を俺が壊して、あんたを諦めさせてやる」




　　　　　　　　　◆




　何度こんなことを繰り返しただろう。

　咲さきちゃんを諦めるように、何度も説得をした。

　けれど、刻也ときやは諦めなかった。

　あたしが諦めたとき、刻也はもう諦めることができなくなっていた。

　もっと早くあたしが諦めていれば、こんなことにはならなかった。

『魔道書』の存在を以って説得を試みたのは今回が初めてだ。

　けれど、それでもやはり刻也は諦めるということを知らなかった。

　もう、刻也には終わらせることができない。

　だからあたしの手で終わらせる。

　この手でこの呪のろわれた連れん鎖さを断ち切る。

　それがせめてもの……。




　　　　　　　　　◆




　都と和わ子こさんの言うとおり、『ファントム』を無効化する術すべは『魔ま道どう書しよ』を措おいて他ほかにない。

　それを奪うばって破は壊かいすれば、『ファントム』の世界回帰を止める術はなくなる。

　ここに来た以上、都和子さんの狙ねらいはもう言うまでもない。

『魔道書』を使って、『ファントム』の世界回帰を止めること──だけではない。もしもそれだけであるなら、わざわざここに来る必要はない。

『魔道書』の能力の欠点は、そこに記された言葉を口にしなければならない。

　そうでなければ、『魔道書』に書かれた言葉は意味をなさない。

　つまり、『ファントム』が世界回帰をする場に立ち会う必要がある。

『ファントム』が世界回帰をする条件。

　それは咲さきの死。

　だから都和子さんは咲の死と俺おれの『ファントム』の世界回帰の場に居合わせなければならない。




　──勝手に死なれて、あたしの知らない間に世界を戻されたら困るだろ？




　その都和子さんの言葉が、俺の考えを裏付けている。

　都和子さんは咲を殺す気だ。そして世界を戻すその場に立ち合い、『魔道書』で世界回帰を止めるつもりなのだ。

　できることなら、数時間前の付つく喪も堂どうに戻りたかった。

　そうすればあの場で『魔道書』を壊こわすか奪うかしてしまったのに。

　都和子さんを信じたいという、俺の甘あまさがこんな状況を招いてしまった。

　都和子さんは言った。

　俺に諦あきらめろと。

　逆だ。

　都和子さんにこそ諦めさせる。

『魔道書』を壊して、『ファントム』の世界回帰を止めることを諦めさせる。

　そうすれば、全すべてが元の形に収まるのだ。

　俺は付喪堂の地下倉庫から持ってきた『アンティーク』を取り出した。

「偶ぐう然ぜん、都と和わ子こさんは『魔ま道どう書しよ』を取り落とす」

　リンと鈴すずのような音を立て『ペンデュラム』の起こした偶然が、都和子さんを襲おそう──はずだった。

「『ペンデュラム』の起こす偶然は摂せつ津つ都和子に降りかからない」

　だが、都和子さんは『ペンデュラム』の起こす偶然を搔かき消した。

　それは『魔道書』に記されているだろう、呪のろいの言葉。

　それを唱えるだけで、都和子さんは俺おれの攻こう撃げきを封じてしまう。

　正直、この展開は予想していた。

　もしも都和子さんが俺たちの敵てきとなるのなら、俺が地下倉庫からどの『アンティーク』を持ち出したのかを見抜いて、対策を立ててくると。

　だが予想をしていた以上、逆にその対策も思いついてはいた。

『魔道書』は記された言葉を口にしなければ、その能力を発はつ揮きできない。

　裏を返せば、『魔道書』を無効化するにはその言葉を口にさせなければいい。

　それを実現する手立ては一つ。

『明めい鏡きよう』による静せい寂じやくだ。

　だが、それはできなかった。

『明鏡』は五階に置いてきたからだ。

　もう一度言う。この展開は予想していた。けれど、それでも俺は『明鏡』を置いていくことを選んだ。

　咲さきに、俺たちの会話を聞かせないために。

　唯一の勝機よりも、俺はそれを選んだ。

　……だって、聞かせられるはずがない。あんな会話を咲に。

　それにそんなものは必要ないって、俺は信じたかったんだ……。




　　　　　　　　　◆




　駆かけ引きなんて大層なものでもない。

　あたしは刻也ときやが手にしている『アンティーク』から何をしようとしているかを見極め、それを封じるだけだ。

　あいつがどの『アンティーク』を持っているかはわかっている。

　唯一、あたしが注意すべきは『明鏡』だった。

　けれど、その『明鏡』を置いてきたと言った時点でこの勝負は先が見えている。

　甘あまいよ、刻也。

　お前らしくもない。

　……いや、よくよく考えれば、そんなものなのかもしれない。

　これまで『アンティーク』が絡からんだ数々の危機をあいつが乗り越えてこられたのは、その出来事を経験したという事実が大きい。

　あいつが『ヴィジョン』の未来視だと思っていたものが、『ファントム』で戻る前に経験した、脳の奥底に焼きついた未来の記き憶おくだということはわかっていた。だからたとえちゃんと覚えていなくとも、失敗を繰り返さない行動や言動を取ることができていた。

　だが今回は違う。

　これはあいつにとって未経験の出来事。

　だから切り札となりえる唯一の『明めい鏡きよう』を置いてきてしまう、という失態を犯したって何もおかしくはない。

　その繰り返しの経験がなければ、刻也ときやだって普通の高校生なのだから──

　──などと理屈をこねても、あたしの中に浮かび上がってくる思いは搔かき消すことも、目を背そむけることもできなかった。

　あいつは失態を犯したのでも、『明鏡』の有効性にも気づいていなかったわけでもないのかもしれない。

　わかっていて、それでもあえて置いてきたのかもしれない。

　咲さきちゃんにこの会話を聞かせないために。

　そしてあたしを──




　なあ、刻也。

　……そんなにまであたしを信じたかったのかい？




　　　　　　　　　◆




　俺おれの『ペンデュラム』の攻こう撃げきを無効化した都と和わ子こさんだったが、追つい撃げきはなかった。

　彼女が持っている『アンティーク』が『魔ま道どう書しよ』だけであるならば、彼女からの主導的な攻こう撃げきの術すべはない。『魔道書』は『アンティーク』の能力が引き起こす事象を捻ねじ曲げることしかできないからだ。

　だが他ほかにも持っているのであれば、話は別だ。

　だがそれを使う素振りはない。持ってきてはいないのだろうか。それとも使う必要もないと思っているのか。……探りを入れてみるか。

「そうやって、俺の攻撃を無効化するだけですか？」

「…………」

「都和子さんからは仕掛けてこないんですか？」

「それが望みか？」

　都と和わ子こさんはそう言って、ポケットから小さな笛ふえを取り出した。

　それは飛鳥あすかが持っていた『音おと霊だま』だった。

　探りは、都和子さんに攻こう撃げきの引き金を引かせた。

　都和子さんは無む造ぞう作さに『音霊』をくわえると、空気が爆ばく発はつするような音を奏かなでた。

　俺おれには使うことのできなかった『音霊』も、都和子さんにかかればただの笛同然に扱えるようだった。

　音から生み出された現実の衝しよう撃げきは、たやすく俺を吹き飛ばす。

　転がりながらも、俺はすぐに次の手を思い浮かべる。

「偶ぐう然ぜん──」

「『ペンデュラム』の起こす偶然は摂せつ津つ都和子には降りかからない」

「──都和子さんは『魔ま道どう書しよ』を取り落とす」

　俺の引き起こす偶然は、事象が起きる前に都和子さんの『魔道書』に搔かき消される。

　聞き漏もらしを期待して小声で呟つぶやいたが、そんな小細工はまったく通用しなかった。

　俺は立ち上がり、すぐさま都和子さんから離れるように飛びのく。

　距離を取ったところで『音霊』を持つ都和子さんから逃れられるわけではない。

　むしろ逆だ。

　離れることで、都和子さんに『音霊』を使わせる。

　都和子さんが再び『音霊』を口にくわえる。

　それは俺にとっての好機。付け入るべき隙すき。

　なぜなら『音霊』は笛だ。発した音に合わせて事象を引き起こす。だが笛である以上、その口をふさぐ。

　つまり『音霊』を使っている間は、都和子さんは『魔道書』の呪じゆ文もんを唱えることができない！

「偶然……」

　そのとき──

　リン、と鈴すずのような音が響ひびき渡った。

「え？」

　それは『ペンデュラム』の起こす偶然が発動する際の音。

　なぜ？　俺はまだ何も唱えていない……。

　そのわずかな混乱と動揺が、俺の一手を遅らせる。

　そうか、『音霊』か！

　都和子さんは俺の狙ねらいを先読みし、『音霊』で『ペンデュラム』が発動する際の音を奏でたのだ。

　理解したときには、もう都と和わ子こさんが次の一手を放っていた。

『音おと霊だま』によって奏かなでられた爆ばく発はつ音が、現実となって俺おれを吹き飛ばした。
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「くそっ！」

　再び床ゆかを転がされた俺は、舌した打ちしながらすぐに立ち上がる。

　視線の先には、追つい撃げきの必要もないとばかりに静かに立つ都和子さんの姿がある。

「『音霊』はあたしの口をふさいでしまうからね。お前に付け入る隙すきを与えるようなことはしないさ」

　俺の狙ねらいは完全に読まれていた。

　……読まれていた？　もしかしたら『心しん声せい』を所持しているのか？　確かに地下倉庫で『心声』は見つからなかった。

　俺は注意深く都和子さんを見据すえる。

「『心声』は持ってきてないよ。人の心を盗ぬすみ聞きする趣味はない」

　俺の考えていることは筒つつ抜けだった。『アンティーク』の力を借りなくとも、俺の考えていることなんて、お見通しってわけか。

「もう、打つ手なしか？」

　都和子さんが淡々と言う。

「そうでもないですよ。都和子さんこそ、いちいち確認しないで攻こう撃げきしてくればいい。そっちこそ打つ手なしなんじゃないですか？」

　強がりを言ってみるが、確かに打つ手はすでに限られている。それは決して多くはない。『魔ま道どう書しよ』によって俺おれの持つ『アンティーク』の能力が無効化される以上、後はいかに裏をかくか。それしか勝つ方法はない。

　都と和わ子こさんが『魔道書』の能力を使うより早く、あるいは使ったところで意味をなさないようにするしかない。

　それはつまり──

　俺は都和子さんに向けて駆かけ出す。

『魔道書』は『アンティーク』の能力にしか効果を発はつ揮きしない。

　つまり、『アンティーク』を介かいさない直接攻こう撃げきに出れば、『魔道書』は意味を成さない。

「そういうのを打つ手なしと言うんだ」

　都和子さんが『音おと霊だま』をくわえる。

　夜の静せい寂じやくに、強大な衝しよう撃げき音が鳴り響ひびく。

　俺は体を丸めるようにして、迫り来る衝撃に身構える。

　だが、その衝撃は耐えられるようなものではなく、周囲の資材を巻き込んで、俺は弾はじき飛ばされ地面を転がった。

「くっ！」

　俺の頭を摑つかんで都和子さんが言う。

「打つ手がないかって聞いたね？　違うよ。打つ手がありすぎて、何にしようか迷っていただけさ」

　甘あまかった。駆け引きも何もない。『アンティーク』を使った勝負で、俺が都和子さんに勝てる要素などなかった。

「そこでしばらく大人おとなしくしていな」

「？」

　立ち上がろうとした俺の足が、動かなかった。

　慌あわてて足のほうを見ると、さっきの衝撃で吹き飛んだ資材が、絶ぜつ妙みように組み合わさって、俺の足を挟はさんでいた。

　こんな偶ぐう然ぜんがあるとは思えない。

　だが俺の手に『ペンデュラム』がある以上、これは本物の偶然以外の何物でもない。

　……何て運の悪い。

　その瞬しゆん間かんに、俺の目が都和子さんの腕うでに惹ひきつけられる。

　見れば、そこには幸運を操作する『フォーチュン』のバングルがつけられていた。

「運が悪かったな」

　頭を摑んで俺の幸運を奪うばった都和子さんは、ぬけぬけとそんなことを言った。

　都と和わ子こさんは踵きびすを返し、このフロアを出ていこうとする。

　俺おれは足を引き抜こうとするが、がっちりと組み合わさった資材から、足は容易に抜けない。

「待て！」

　俺は叫ぶが、都和子さんは止まらない。

「くそっ」

　俺はポケットの中に手を突っ込んだ。

　そこには小さな黒い箱──このビルで拾った、駿しゆんが捨てていった『ラビリンス』があった。

　都和子さんに『魔ま道どう書しよ』がある以上、能力解除の文もん言ごんを記して唱えられれば、すぐに無効化されてしまうかもしれない。だが、時間稼かせぎでもいい。俺は『ラビリンス』の表面を撫なでて能力を発動させ、都和子さんの動きを一時的に封じる。

「…………」

　狙ねらいどおり、都和子さんが立ち止まる。

「偶ぐう然ぜん、組み合わさった資材がずれて足が抜けるようになる」

　リンと音が響ひびくと、重さに耐え切れなかったように地面が一部沈み、がっちりと組み合わさっていた資材にわずかな隙すき間まができる。

　俺は力任せに足を引き抜く。

「『ラビリンス』が阻はばんだ摂せつ津つ都和子の行く手は、来くる栖す刻とき也やを阻む」

「なっ──！」

　都和子さんは俺が『ラビリンス』を手にしていることまで予想していた。

　だがそれだけではなかった。都和子さんは『魔道書』でその能力を無効化するのではなく、捻ねじ曲げたのだ。

　俺が封じたのは、都和子さんが咲さきへと辿たどり着くための道。

　それは、都和子さんが能力を捻じ曲げたことにより、俺が咲へと辿り着くための道となった。

　これでは、俺が咲の元へと行くことができなくなる。

　俺はすぐに『ラビリンス』の能力を解除しようとした。

　だが──

「死ぬなよ」

　都和子さんは一言呟つぶやき、『音おと霊だま』で音を奏かなでた。

　それはまるで鈍どん器きで何かを殴なぐったかのような音。衝しよう撃げきは俺の頭の中で現実に還元された。

　意識が一いつ瞬しゆんにして遠くなる。

　手にしていた『ラビリンス』の転がっていく音が、どこか遠くに聞こえた。

「そのまましばらく眠ねむっていろ。目覚めたときには全すべてが終わっている」

　都和子さんの足音が遠ざかっていく。

　このまま都和子さんは咲の元へ向かうだろう。

　手も足も出なかった。

　これを勝負というのなら、俺おれの完敗だった。

　わかっていた。都と和わ子こさんにはきっと勝てないということは。

　……ましてや打てる手を放ほう棄きして、だなんて。

　あいつを傷つけてしまうかもしれない自分の無力さに、怒りがこみ上げる。

　けれど、全すべてを失うくらいなら、俺はこの手を選ぶ。

「ごめんな」

　届かない謝罪の言葉を口にし、悔くやしさに歯嚙がみし、一いつ緒しよに唇くちびるも嚙み切り、痛みと血の味によりぎりぎりのところで意識を引き戻す。

「できれば、耳をふさいでいてくれ」

　見上げる。

『音おと霊だま』の衝しよう撃げきでビルの敷しき地ち内から飛び出した俺の空には、夜空が見える。

　その星空に祈いのるように呟つぶやき、俺は唯一の勝機を選んだ。

「偶ぐう然ぜん、ビルの窓から『明めい鏡きよう』が俺の手に落ちてくる」

　リン、と響ひびいた澄すみ切った鈴すずの音が、俺に勝機へ繫つながる偶然をもたらす。

　頭上を見上げれば、夜空から星のように輝きを放ち、何かが落ちてくる。

　それは、窓に立てかけていた一枚の鏡。

　咲さきの耳に、この争いを届かせないようにと置いてきた『明鏡』。

　月明かりを反射させ、回転するように落ちてきた『明鏡』は、仕組まれた偶然の結果として、俺の手に収まった。

「！」

　都和子さんが弾はじかれたように振り返る。

　だが遅い。

　俺は『明鏡』の鏡面を都和子さんに向けた──




　　　　　　　　　◆




　刻也ときや──

　その呻うめきは、『明鏡』によって声となることはなかった。

　刻也の口が何かを呟く。

　それも届かない。

　だが次の瞬しゆん間かん、あたしの手から『魔ま道どう書しよ』が落ちて地面を転がったことで、刻也が何をしたかがわかった。

　刻也は『魔道書』をあたしから奪うばい、『ファントム』の能力を封じる手を潰つぶそうとするだろう。

　刻也ときやが『明めい鏡きよう』を手にした時点で、決着はついた。

　この勝負は──




　　　　　　　　　◆




「偶ぐう然ぜん、都と和わ子こさんが『魔ま道どう書しよ』を取り落とし、俺おれの元に届く」

　リン、と澄すんだ音を響ひびかせ、俺の起こした偶然が目の前で起きる。

　何もしていない都和子さんが、偶然手を滑すべらせたかのように『魔道書』を取り落とす。その『魔道書』は計ったように地面を滑って俺の元にやってくる。

　後は、この『魔道書』を壊こわしてしまえば、もう『ファントム』を封じる手はなくなる。

　咲さきを救う手を、奪うばわれることはなくなる。

　この勝負は俺の──

　そう思った瞬しゆん間かん、唐とう突とつに背後から伸びてきた手が、俺から『明鏡』を奪い去った。

「え？」

　まったく予想していなかった出来事に、俺は弾はじかれたように振り返る。

「────」

　そして振り向いた瞬間、俺の思考は停止した。

　俺から『明鏡』を奪い去った人物は、そのまま俺の持つ『ペンデュラム』やさっき落としてしまった『ラビリンス』、そして足元の『魔道書』を拾い上げ、都和子さんの元に近づいていった。

　俺から『アンティーク』を奪い去った人物。

　それは──




「……都和子さん？」




　もう一人の都和子さんだった。




　　　　　　　　　◆




「ごくろうさん」

　あたしは、刻也の『アンティーク』を持ってきてくれたもう一人のあたしから、それらを受け取った。

　刻也は信じられないものを見るようにあたしを──あたしたちを見ている。

　その表情を見る限り、何が起きたのか理解をしていない様子だった。

　わずかも予想していなかったかのようだった。

　何を驚いているんだよ、刻也ときや。

　だって、これはお前が置いていってくれたものだぞ。

　あたしは解答を示すように、もう一人のあたしの顔に、指を掛けた。

　と、隙すき間まが生まれ、それまであたしと同じ顔をしていた彼女の顔がまるで能面のように変化する。

　次の瞬しゆん間かん、もう一人のあたしは力を失ったように人体模型に戻り、床ゆかに崩くずれ落ちた。

　あたしの手には一枚の仮面──『マスカレード』が残った。

「理解したか？」

『魔ま道どう書しよ』を使っての『ファントム』の世界回帰封じは、万が一にも失敗してはならなかった。

　その万が一の可能性を持っていたのは、『魔道書』の呪じゆ文もんを封じることのできる『明めい鏡きよう』だ。

　だから、それを奪うばうまで、この勝負はわからなかった。

　もう一人のあたしを上に向かわせることも考えたが、入り口はひとつ。目の前に刻也がいるため、手の内をさらすわけにはいかなった。

　だが刻也は上の階に置いてきた『明鏡』を、『ペンデュラム』を利用して手にした。

　それはあたしが待っていた瞬間。

『明鏡』を奪うことのできる好機。

　同じ姿、そして同じ思考を持つもう一人のあたしは、当然のことながらあたしの思いどおりに、その瞬間に動いてくれた。

　刻也が『明鏡』を手にした時点で、決着はついた。

　この勝負は──

　あたしの勝ちだ。




　　　　　　　　　◆




　やられた。こんな手でくるなんて……。

『魔道書』も、それを打ち破る『明鏡』も都和子さんの手の中だ。

　と、都和子さんが踵きびすを返し、非常階段へと向かう。

　俺はすぐさま都和子さんを追おうとしたが、その動きが見えない壁に止められる。

「……『ラビリンス』か」

　都和子さんが咲さきの元へと向かおうとする以上、俺は同じ場所へは辿たどり着けないということか。

　俺はすぐに『ラビリンス』を操作しようとし、すでに奪われていることを思い出す。

　俺の前から見えない壁が取り払はらわれることはなかった。

　都と和わ子こさんは足を止めず、非常階段へと向かう。

　それは咲さきへと続く道。

「待て！」

　俺おれは叫ぶ。だが都和子さんは止まらない。

「待てよ！」

　声に力があるのなら、都和子さんを止めてほしいと願い、叫ぶ。

「何でだよ！　何でダメなんだよ！　何で諦あきらめなけりゃいけないんだ！　誰にも迷めい惑わくを掛けていないだろう！」

　その言葉を聞き過ごせなかったかのように、都和子さんは振り向いた。

「……本気で言っているのか？」

「世界が戻っていることは、俺たち以外には誰も気づいてないんだ。世界が繰り返されるくらいどうだっていいじゃないですか！」

　俺は駄だ々だをこねる子供のような理論を口にした。

「世界は変わってしまっている。気づいてないとは言わせないぞ」

「…………」

「お前たちのせいでだ」

　間違いに気づいていながら口にした言葉を、二度は繰り返せなかった。

　思い出す。『忘ぼう却きやくの壺つぼ』の見せてくれた真実を。

　二度、三度と……何度となく繰り返される世界。

　その世界を見させられて、気づかされたことがある。




　それは世界の繰り返しが、必ず同じ道を辿たどらないということ──




『ノート』に翻ほん弄ろうされた悦えつ子こさんと恋人の英ひで樹きさん。英樹さんは学校の屋上から転落死した。『ヴィジョン』と思い込んでいた記き憶おくでは、英樹さんが悦子さんを転落死させる未来があった。……けれど、『忘却の壺』が見せてくれた世界には、二人が幸せに暮らす未来もあった。

『明めい鏡きよう』に翻弄された作曲家の門かど倉くらさんと世話役の芽め衣いさん。芽衣さんは病気で発ほつ作さを起こし、誰にも気づかれずに死んでしまった。『ヴィジョン』と思い込んでいた記憶でも、同じものを視みた。……けれど、『忘却の壺』が見せてくれた世界には、門倉さんに看み取とられて死ぬ穏おだやかな未来もあった。

『香こう炉ろ』に翻弄された七なな瀬せと志し賀が。七瀬は夢の世界から帰ってこなかった。けれど、志賀の死を乗り越えて、七瀬が戻ってくる未来もあった。

　他ほかにも、様々な未来があった。

　不幸な未来があった。

　でもそうではない未来もあった。

　全すべてが同じになるわけではなかった。

　その鍵かぎを握にぎっているのは、俺おれたちだ。

　俺たちが関わったことで、別の未来を作ってしまった。

　もしも、だ。

　もしも俺たちが関わらなければ、彼らにはどんな未来が訪れていたのだろう。

　やはり不幸な結末だったのだろうか。

　それとも別の結末だったのだろうか。

　もしも俺が『ファントム』を使わなければ、都と和わ子こさんと出会うことはなかった。

　もしも俺が『ファントム』を使わなければ、付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんで働くこともなかった。

　もしも俺が『ファントム』を使わなければ、『アンティーク』とここまで関わることもなかった。

　もしも俺が『ファントム』を使わなければ、彼らと出会うこともなかった。

　もしも俺が『ファントム』を使わなければ、彼らにはもっと別の未来が待っていたのではないか。

　それは幸せな結末だったのではないか。

　俺が使った『ファントム』は咲さきの死を捻ねじ曲げただけではなかった。

　もっと多くのものを捻じ曲げてしまっていた。

「それでも、お前は誰にも迷めい惑わくを掛けていないと言うのか？」

「…………」

「全てがお前のせいだとは言わない。お前が関わろうが関わるまいが、同じ不幸な結末を迎えた人はいるだろう。お前が『ファントム』を使わなかったとしても、彼ら自身が同じ選択をしたかもしれない。『ファントム』を使わなければどうなっていたかなんて、今となってはもう誰にもわからない。だが誰にも影響を与えていないなんてことはないんだ」

「…………」

「咲さきちゃんのように命を落とした人たちがいる。お前のようにそれを目の前で見ていた人たちがいる。だが皆、その死を乗り越えた。あるいは受け入れた。誰もその死をなかったことになんてしなかった。お前たちだけ『アンティーク』によって、死をなかったことにするのか？　それで、お前たちは死んでいった人たちに顔向けできるのか？　いや、お前たちだけのことならいい。お前たちが選んだことだ。だが、他人を犠ぎ牲せいにしてそれを手にし、お前はまだ同じことを言えるのか？」

　都和子さんは俺が目を背けた全てのことを、俺の目の前に並べ立てた。

　俺の中には、返すべき答えなど何一つなかった。

　都和子さんは見切りをつけたのか、俺の答えを待たずに、非常階段へと──咲へと続く道へと向かう。

「都と和わ子こさん。動かないでください」

　俺おれは答えの代わりに、最後の『アンティーク』を取り出した。

　それは、決して都和子さんに向けることはないと思っていたもの。

　それは、咲さきの命を奪うばったこともある憎にくむべき能力を吞のみ込んだもの。

　けれど、俺はそれの使用を自分に許した。

　あの殺人鬼きの死の毒を溜ため込んだ、この『ファーティマの眼め』を──

「この『ファーティマの眼』は、あの殺人鬼が持っていた『邪じや眼がん』の死の毒を取り込んでいます」

「……なるほど。だから義眼をはずしていたのか。全すべてを知って捨てたか、刹せつ華かに返したのかと思っていた。あの男に会ったときに勝手に死なないようにと思って渡していたんだが、裏目に出たな。確かに予想外だ」

　都和子さんも、俺があの殺人鬼と遭そう遇ぐうしていたことまでは知らなかったようだ。

　あの『魔ま道どう書しよ』に記していないのであれば、都和子さんに防ぐ手立てはない。

「ゆっくりこっちを向いてください。『魔道書』が見えるように」

「…………」

「お願いします。『魔道書』をこっちに向けてください」

「…………」

「『魔道書』を──！」

「あたしを殺せ」

「！」

「その『ファーティマの眼』であたしを殺すんだ。本気であたしを止めたいならね」

「…………」

「『邪眼』の死の毒は生物しか殺せない。だから『魔道書』を壊こわすことはできない。もし仮にできたとしても、甘あまい。そんなことをしたからってその場しのぎに過ぎない。それだけでお前が満足するなら、あたしは他ほかの方法を探すだけだ。何も変わらない」

「…………」

「早くしな。それでお前の望みは叶かなう」

「…………」

「それで、ハッピーエンドだ」

「ふざけるなよ！」

　そんなもののどこがハッピーエンドだっていうのか。

「……卑ひ怯きようだ。俺に、都和子さんを殺せるわけないだろう！　俺はあんたみたいに割り切れねぇよ！」

『ファーティマの眼め』に取り込んだ死を発動させるには上乗せする殺意が必要だ。その殺意が引き金となり、溜ため込んだ殺意と共に相手を殺すのだ。

　だけど、俺おれが都と和わ子こさんに殺意なんて向けられるわけないじゃないか。

「あたしを殺さなきゃ、咲さきちゃんは守れない」

「自分で言ったことだろ。俺には根付いちまったって」

　繰り返した世界で関わり続けたのは咲だけじゃない。

　そこに都和子さんがいた。いつもいてくれた。咲が俺の心に根付いてしまったというのなら、都和子さんだって同じくらいに俺の中に根付いている。

　もしもそれが都和子さんの狙ねらいだったというのなら、都和子さんの作戦勝ちだ。

「俺の中のハッピーエンドはさ、いつもの日常に戻ることだけなんだよ」

「そりゃ難しい注文だな」

「でもそれしかないんだ」

「……まったくお前は甘あまちゃんだよ」

「都和子さんに言われたらおしまいだ」

「本当に、これでおしまいだ」

　都和子さんはそう言って──

「偶ぐう然ぜん、刻也ときやは『ファーティマの眼』を取り落とす」

『ペンデュラム』で、偶然を引き起こした。

　リンと鈴すずのような音が鳴り響ひびき、俺は偶然手を滑すべらせたように『ファーティマの眼』を取り落とす。

　都和子さんがそれを拾おうと前に出る。

　俺は反射的に『ファーティマの眼』を追いかける。

　ほぼ同時。

　その手が先に『ファーティマの眼』に触ふれたのは──

　俺のほうだった。

　都和子さんは計ったかのように、俺が持ち上げた『ファーティマの眼』の延長線上にいた。

　それは運命の指示のような気がした。

　差し出せと。

　咲がダメなら、都和子さんを差し出せと。

　どちらか一方を選べと。

　そうなのか。それしかないのか。

　……どちらか一方しか選べないというのなら。

　俺は……俺は──




「やめて」




　そのとき、俺おれを我に返らせる声が響ひびく。

　そこに現われたのは、咲さきだった。




　　　　　　　　　◆




「咲ちゃん」

　刻也ときやは『明めい鏡きよう』で彼女に音が届かないようにしたと言っていたが、刻也が『明鏡』を手にしてしまったのなら、すでに声も音も届いてしまっていたんだろう。

　思ったよりも、時間を掛けすぎてしまったな。

　いや、下りてきたからどうだっていうんだ？　あたしの狙ねらいは彼女だ。逃げずにわざわざ向こうからやって来てくれたのは、むしろ喜ぶべきことだろうに。

　……あたしはあの子に来てほしくなかったのか？

「もうやめて。二人が争うところなんて見たくはないわ」

「だったら上で待ってろ」

　刻也が場所を入れ替え、あたしと咲ちゃんの間に立つ。

　咲ちゃんはその隣となりに立って、

「こんな真似まねをして自分を傷つけないで」

　と、かぶりを振って刻也の『ファーティマの眼め』を持つ手に触ふれた。

　刻也はまるで糸の切れた操り人形のように、『ファーティマの眼』を手から落とした。『ファーティマの眼』は床ゆかを撥はねてどこかに転がっていった。

「都と和わ子こさんも、もうやめてください」

　咲ちゃんはいつもの感情を押し込めた表情で、静かにそう言った。

「咲ちゃんも、もうわかっているのか？」

「はい。世界が戻るたびに、この『ヴィジョン』が全すべてを教えてくれます。わたしの死をなかったことにするために刻也が『ファントム』を使ったことも、わたしの死が引き金となって世界が戻っていることも」

「そう、か」

　秘密を知っているのは、そして気づいているのはあたしと刹せつ華かだけかと思っていた。

　咲ちゃんもこの秘密を知っている数少ない存在だったのか。

　皆で黙だまって、あるいは忘れて、積み上げていた偽いつわりの日常、か。

　……真っ先に壊こわそうとしているあたしが、何を失望しているんだか。

「そういえば、咲ちゃんには聞いたことがなかったね」

　刻也ときやには全すべてを話して説得しようとしたことはあった。

　けれど、咲さきちゃんにあたしの口から何かを伝えたことはなかった。

　君は一度死んでいるんだよだなんて、『アンティーク』の能力で生き永らえているんだよだなんて、言えるはずがなかった。

「一つ聞いてもいいかな？」

「はい」

「咲ちゃんにはどんな未来が視みえたんだ？」

　そこに、あたしが君を殺す未来は視えなかったのか？

　彼女はその意図を汲くんで、こう答えた。

「そんな未来は視えませんでした」

「……そうか。残念だったね。もし未来が視えていたら、付つく喪も堂どうになんて来ないで違う人生を歩めたかもしれないのに」

　あたしから離れれば、こんなことにはならずにすんだかもしれないのに。

「いいえ。もし仮にそんな未来が視えていたとしても、わたしはここに来たと思います」

　そんな未来──それはあたしが彼女を殺そうとする未来。

　それでも彼女は付喪堂に来ると言った。

「だって」

　咲ちゃんは穏おだやかに、こう言った。

「だって、わたしは付喪堂骨こつ董とう店てんが大好きだったから」

「……はは」

　あんな店のどこがいいんだろう。

　ちっぽけで、寂さびれていて、客もろくに来ない、どうしようもない店。

　噓うそと偽いつわりに塗り固められた空間。

　偽にせ物ものに囲まれた毎日。

　本当に、あんな場所のどこがいいんだろう。

　……あたしは言い訳をしている。

　わかっている。

　そんな店でも彼女にとっては大切な場所だった。

「付喪堂骨董店はわたしの好きな接客業ができて……」

　彼女がどれだけ大切に想おもってくれているかなんて、見ていればわかる。

「刻也がいて……」

　そこに刻也がいるだけで、彼女にとっては大切な場所なのだ。

「都と和わ子こさんもいました」

　……そしてその中にあたしも含まれている。

　彼女の「好き」に、あたしも含まれている。

　……その彼女の全すべてを、あたしは奪うばおうとしている。

「たとえ短い間だけでもあそこにいたいと思ったんです」

　……そう、か。

　たとえ『ヴィジョン』で視みえなかったとしても、彼女には未来がわかっているのか。

「だからわたしは何も後悔なんてしていません」

　そして咲さきちゃんは運命に命を差し出した。

「これで終わりになったとしても」




　　　　　　　　　◆




「これで終わりになったとしても」

　咲が幕引きの言葉を口にし、都と和わ子こさんの下もとへ歩み出そうとする。

　俺おれは咄嗟とつさに左腕うでを持ち上げ、咲の行く道を塞ふさぐようにそれを制した。

「刻也ときや」

　俺は前を向く。

　振り返らずに、都和子さんのほうを向く──咲から目を背ける。

「だいじょうぶだ」

　……何がだいじょうぶだと言うのか。

「諦あきらめるな」

　……咲は諦めたのではない。

「まだ方法はある」

　……何の方法も咲は求めていない。

「きっと何か別の……」

　そっと背中に温ぬくもりを感じた。

　咲が俺の背に身を寄せたのだ。

「もういいの」

「いいわけがない」

「終わりにしましょう」

「終わらせない」

「……お願い、刻也」

「────っ！」

　なぜ咲に願われなければならないのか。

　俺は咲のためにやっている。

　咲さきを死なせないためにやっているのだ。

　なぜ……お願いをされなければならないのか。

　これじゃあ、まるで、俺おれ一人だけのエゴではないか。




　──あなたは優しい……。──でも傲ごう慢まんだわ。




　それではまるで、俺が咲の望みを無視しているみたいじゃないか。

「お前はまだ死にたいのか？」

　初めて出会った日。同じことを聞いた。

　答えは変わったのだと思っていた。

　そう信じていた。

「……そんな聞き方はひどいわ」

　咲は俺を責めた。

　わかっている。

　咲は俺に二度目以降の出会いのときから、もう死にたいとは言わなくなっていた。

　死にたいと言えば、俺と行動を共にできると一度目の出会いが証明しているのに。

　咲は頑かたくなにその言葉を口にしなかった。

　それは死にたいと願った自分への後悔の念であり、戒いましめであり、明確な決意。そして俺への誓ちかい。

　もう二度と死にたいなどと言わないと、思うことすらしないと。

　けれど、ひどくても、卑ひ怯きようでも、咲の口から答えを言わせたかった。

　死にたくないと。

　そして、だったら俺たちのしていることは間違っていないのだと、咲の選択肢しをなくしてしまいたかった。

「刻也ときや。初めてあなたに会ったとき、わたしは死にたいと思っていた。でもあなたに会って死にたくないと思った。死んでもいいと思ったことを後悔した。今も……うん、今も死にたくない。死にたいだなんて思っていないわ」

「だったら……」

　けれど、咲は俺の思おも惑わくを切って捨てる。

「でもこれでいいの。これが正しいの。もう十分。一生分楽しんだから平気よ。後悔はないわ」

　咎とがめるでもなく、責めるでもない、穏おだやかな声で、自分の本当の心をなぞるように、咲は言葉を紡つむいだ。

「だからもう終わりにしましょう」

　都と和わ子こさんは自分の手を汚けがしてでも、終わりにしようとした。

　咲さきは全すべてをわかった上で、終わりにしようと言った。

　俺おれだけだ。

　それを認められないのは、たぶんこの世界で俺だけだ。

「ずっとあなたをわたしの世界に閉じ込めてごめんなさい。もう解放してあげる」

　咲がそっと俺の持ち上げた腕うでに、自分の手を置く。

　置かれただけのその手には、まるで特別な力があったかのように、決して下ろすまいと思っていた俺の手が、静かに下ろされた。

「さようなら」

　咲は最期にそう言い残して、俺の横を通り過ぎていった。

　ゆっくりと咲の背中が遠ざかる。

　咲は都和子さんの下もとへと、歩いていく。

　それが何を意味するのか、誰よりも理解した上で。

　咲の背中越しに、都和子さんの顔が見えた。

「────っ！」

　あんたがそんな顔するなよ。

　都和子さんの顔も、咲の背中も、そしてこれから起こることも、俺は見ていられず、目を背けた。




　そのとき、背けた視界の端はしに人影が映った──




「？」

　それは一人の妙みよう齢れいの女性だった。

　見たこともない女性だ。繰り返される世界の中でも、おそらく一度も会ったことがないと思えた。

　その女性は、まるで酔よっ払ぱらっているかのように、ふらふらとした足取りでこちらに近づいてきていた。

　その女性は、まるで夢でも見ているかのように、焦しよう点てんの合わない目で咲を見ていた。

　咲も、都和子さんも気づいていない。

　気づいているのは、俺だけだ。

　そのとき、俺の中を異常な悪お寒かんが駆かけ抜けた──

　頭に走るノイズはない。

　それはただの予感。

　だが繰り返された世界の中で、起きたことがない何かが起きようとしていることだけがわかった。

　それがもたらすものが、決して良いものではないとわかった。

　なぜなら、その女性は俺おれの落とした『ファーティマの眼め』を持っていた。

　その女性の口が、声にならずに動く。




「ア、ノ、コ、ノ、カ、タ、キ」




　俺は駆かけ出した。

　女性が『ファーティマの眼』を持ち上げた。

　咲さきの名を俺は叫んだ。

　咲が振り向いた。

　逃げろ、と俺は叫んだ。

　咲は何もわかっていない様子で俺を見た。

　俺は、咲に覆おおいかぶさろうとした。

　この身で咲を守ろうとした。

　──その俺の行く手を、見えない壁が塞ふさいだ。




　俺は、咲の元に辿たどり着くことができない──




「……『ラビリンス』」

　都と和わ子こさんを見る。

　状況を見て取った都和子さんの指が、反射的に『ラビリンス』をなぞる。

　俺と咲の間に立ちはだかる壁が取り払はらわれると同時──




　──咲の体が大きく仰のけ反ぞった。




　咲が一歩、二歩とたたらを踏む。

　俺と咲の距離が縮まる。

　咲はそのまま俺に身を預けるように倒れこんでくる。

　俺は手を前に差し出し、咲をしかと抱だきとめる。

『ラビリンス』の壁が取り払われた俺は、咲の元に辿り着くことができた。

　今さらながらに。

「……ふふふふふ」

　声が聞こえた。

　突とつ如じよ現われた女性は、哂わらっていた。

　空くう虚きよな目をして。

　意識をどこかに置き去りにしたように。

「……仇かたきを取ったわ。ふふ。亜あ美みちゃん。聞こえる？　あなたを呪のろい殺した女を……殺してやったわ……」

　女は狂ったような笑い声を上げながら、その場を去っていく。

　そのとき、はらりとその妙みよう齢れいの女性の手から一枚の写真が零こぼれ落ちた。

　床ゆかに落ちた写真には、小学生くらいの少女たちが写っていた。

　十年近くは時間が経過しているのか、ぼろぼろになった古い写真。

　遠足なのだろうか。どこかの山の景色が見えた。

　咲さきは言っていた。

　あの殺人鬼きも言っていた。

　小学生の頃、『ヴィジョン』の未来視で同級生の死を予見した、と。

　その同級生は遠足のとき、山で滑かつ落らく死しした、と。

　その母親は子供の死を咲のせいにした、と。

　その母親は精神を病んでしまった、と。

　父親が咲を恨うらみ殺そうとしているのなら、その母親が同じ思いを抱いだいていても不思議はない。

　それに、俺おれは気づくことができなかった。

　だが、そんなことはもうどうでもよかった。

　腕うでの中の咲は、どこか遠くを見ている。

　その目に俺は映っているのだろうか。

「咲！」

　名を呼ぶと、咲は目だけを動かし、俺のほうを見た。

「咲！」

　咲は口を開き何かを言いかける。

　俺は黙だまり、その言葉に耳を傾ける。

　だが、咲は言いかけた何かを飲み込むように口を閉ざし、

「これで……いいのよ……」

　と、それだけを呟つぶやいた。

　何がいいと言うのか。

　こんなことのいったいどこがいいと言うのか。

　俺にはわからない。

「咲！」

　だから説明してくれ。

「咲さき！」

　納なつ得とくのいくまでずっと。

「咲！」

　決して納得なんてしてやらないから。

「……咲！」

　だからその目を閉じないでくれ。

「これで……」

　咲は静かに目を閉ざす。

　その口から言葉が途と切ぎれる。

　その体から、力を失う。

「……咲！」

　俺おれは力なく身を預ける咲の体を揺する。

「……咲」

　俺は力なく揺られる咲の名を呼ぶ。

　だが──

　反応はない。

　返事はない。

　命の鼓こ動どうが聞こえない。

　代わりにどこからともなく声が聞こえた。




　────世界を戻すか？




　それは世界を戻す選択を迫る『ファントム』の声。

　それが示すものは、ただ一つ。




　咲は、死んでしまった──




　　　　　　　　　◆




「やはりこうなるのか……。運命は咲ちゃんを許さないのか！」

　唐とう突とつな死。

　予よ兆ちようのない死。

　理り不ふ尽じんな死。

　守ることも、庇かばうことも、何もできなかった。

　誰がここで咲さきちゃんがあの女に殺されるなどと予想できただろうか。

　……いや、そういうものだ。今までもそうだった。

　運命は彼女を許さない。唐とう突とつに、予よ兆ちようもなく、理り不ふ尽じんなまでに彼女の命を奪うばっていく。

　これで、幕が引かれたのだ。

「！」

　見れば、刻也ときやが咲ちゃんから離れて立ち上がろうとしていた。

「刻也」

「……何ですか？」

「何をしようとしている？」

「……決まっているでしょう？　世界を元に戻すんです。今までどおりにね」

「いい加減にしろ。何度こんなことを繰り返す！」

「何度でもだ！　何度だって繰り返してやる！」

　刻也の中に芽生えかけていた納なつ得とくも諦あきらめも、もうどこかに行ってしまった。

　もう少し待っていてくれれば、全すべてはうまくいったかもしれないのに。




　人は大切な人の死に対する十分な心の準備なんてできないのよ──




　刹せつ華かの言葉が思い出される。

　誰も、誰かの死に対する十分な心の準備などできない。

　現実となってから諦め、そして前に進んでいくしかないのだ。

　今、刻也が諦めきれないのであれば、何をどうしたところで同じなのだ。

　……『ファントム』がある限り。

「いいさ。使え。『ファントム』を使ってみろ。そのときはあたしが『魔ま道どう書しよ』でそれを止めてやる」

「！」

　刻也があたしを睨にらみつけた。

「邪じや魔まをするな」

「…………」

「俺と咲の邪魔をするな」

「！」

　その言葉は、あたしの理性を焼き切るには十分な言葉だった。

　あたしは刻也の胸むな倉ぐらを摑つかみ、もつれるように床ゆかに押し倒した。

「ぐっ……」

「もういっぺん言ってみろ」

「邪じや魔まをするなと言ったんだ……俺おれと咲さきの邪魔をするな！」

「お前こそ咲ちゃんの決断の邪魔をするな！　何を聞いていた？　咲ちゃんは終わりにしようと言った。彼女はそれを選んだんだ」

「あんたが選ばせただけだろう！　『ファントム』を使うことが罪であるかのように！　『アンティーク』を使うことが罪であるかのように！　生きることが罪であるかのように！　あいつは言ったんだ。死にたくないって。あいつは生きていたいんだ」

「当たり前だろう！　あたしがそんなこともわからないと思っているのか？　昔は違ったかもしれない。だが今は違う。お前に会って、あの子は変わった。幸せを手に入れた。生きていたいに決まっているだろう！」

　でも──

「……ダメなんだ。彼女を救う術すべはないんだ」

「『ファントム』がある」

「『ファントム』が本当に彼女を救っていると思っているのか？」

「『ファントム』なら何度でもやり直せる」

「お前は何度咲ちゃんを殺せば気が済むんだ！」

　あたしは刻也ときやを床ゆかに押し付けた。

「世界が戻される引き金は、咲ちゃんの死だ。お前は覚えていないからいいだろう。でも咲ちゃんは知っている。自分が死ぬことも、どうして生きているのかも。彼女は常にその罪の意識を持って生きている。彼女は常に死の恐怖にさらされている。そして彼女は何度も殺されている。それがどれほどの辛つらさかお前にわかるのか！」

「…………」

「彼女が殺されるだけじゃない。お前が死んでしまうときだってあった。自分のせいで、お前が死んでしまったときの、あの子の罪の意識の重さがわかるか？」

　刻也の死では、世界は戻らない。

『ファントム』が世界を戻すのは、咲ちゃんが死んだときだけだ。

　そうであるならば、刻也が命を落としたとき、どうやって世界を戻したのか。

　そんなもの、答えは一つに決まっている。

「……お前の死をなかったことにするために、自ら命を断つ彼女の気持ちがわかるか？」

　もう自ら死を望まないという大切な誓ちかいを破り、咲ちゃんは自ら命を断ったのだ。

　刻也の死をなかったことにするために。

　それは互いの死をなかったことにする狂った無限ループ。

「彼女はそんなことまでは望んでいなかったはずだ」

「あんたがあいつの気持ちを代弁するなよ。いち早く諦あきらめたあんたが！　あいつの気持ちを語るな！」

「じゃあ、お前にわかるのか！」

　誰も他人の本当の気持ちなんてわかりはしない。

　ましてや死んだ者の想おもいなど、もう誰にもわかりはしない。

　たとえどれほどつながりがあったとしても。

　たとえどれほど想い合っていたとしても。

　それなら、どうすれば死者の想いを伝えられるのだろう。

　どうしたら、咲さきちゃんの気持ちが刻也ときやに届くのだろう。

　そんな方法はもうどこにも……。




　そのとき、光が舞い降りた──




　それは七色に輝く光だった。

　それは一枚の葉のような形をしていた。

　それは人の想いを乗せて、他者に伝える力を持っていた。




　──その『アンティーク』の名は『コトノハ』と言った。




　　　　　　　　　◆




　──ごめんなさい。




　舞い降りた『コトノハ』が俺おれの手の平に収まった。

　瞬しゆん間かん。

　光が俺を包み込んだ。

　光の中から声が聞こえた。

　それは咲の声だった。

「ごめんなさい」

　それは咲の想いだった。

「生きていてごめんなさい」

　それは世界への贖しよく罪ざいの言葉だった。

「死をなかったことにしてごめんなさい」

　それは人々への謝罪の言葉だった。

「望まない死を迎えた人たち、ごめんなさい」

　彼らを前にしたとき、咲さきはどれほど苦しんだのだろう。

「大切な人を失った人たち、ごめんなさい」

　彼女らを前にしたとき、咲はどれほど辛つらかっただろう。

「ダメだとわかっているのに、諦あきらめきれずにごめんなさい」

　それでも、特別な生を享きよう受じゆしてしまったことを咲は誰よりも責めていた。

「皆の人生を捻ねじ曲げてごめんなさい」

　だから、あいつは謝ることしかできなかった。

「ごめんなさい」

　それしかなかった。

　ただひたすらに謝り続ける言葉しか聞こえてこなかった。

　他ほかの言葉が思いつかないように。

　他の思いが存在していないかのように。

　ただ、罪を謝ることしか、咲にはできなかった。

　最期の言葉は、全すべて謝罪に費やされた。

　他には、何もなかった。

「…………俺おれの……せいか」

　俺なのか。

　俺があいつに、生きることを悪いことのように思わせてしまったのか。

　俺があいつを、生きることを謝らせてしまうくらいに追い詰めていたのか。

　俺があいつを、こんなにも苦しめていたのか。

　咲は、後悔はないと言った。

　だが、あった。

　ここに示された。

　それは生きていたこと──生き続けてしまったこと。

　それがあいつにとっての、ただ一つの後悔だった。

　なあ、咲。お前は恨うらんでいるか？

　俺を、……お前を生かしてしまった俺を、恨んでいるか？

　堪たえきれないやりきれなさに、全身を丸めるように頭を抱かかえる。

「……俺は間違っていたのか？」




　　　　　　　　　◆




　それは『コトノハ』から伝わる彼女の心。

　噓うそ偽いつわりのない、真実の想おもい。

　それはただ、謝罪だけの言葉。

　咲さきちゃんは、最期の言葉を伝える『コトノハ』を刻也ときやへの別れの言葉ではなく、世界への謝罪に使った。

『コトノハ』を渡したのは他ほかでもないあたしだ。

　必要なときが来るはずだと、あたしは彼女に『コトノハ』を与えた。

　でも。

　本当はこんなふうに使ってほしかったわけじゃない。

　けれど。

　こんなふうに使われるのではないかと思ったりもした。

　特別な生を享きよう受じゆしてしまった彼女は、最期の言葉を残す機会を放ほう棄きするだろうと。

　でもね、咲ちゃん。

　それくらいのことは、してもよかったんだ。

　きっと世界も許してくれたはずだ。

　人は大切な人の死に対する十分な心の準備なんてできない。

　そんなことは刹せつ華かに言われなくたってわかっている。

　でも大切な人が死を迎えたときに、残された人間が少しでも哀かなしまないように。

　その程度のことはできるはずだ。

　だから少しでも刻也ときやとの想おもい出を作ってほしいと、画かく策さくしたこともあった。

　でもそのことごとくをフイにして。

　馬鹿だね、ほんとに。

　本当に、不器用だよ、咲ちゃんは。

「刻也」

　答えはない。

　だが、刻也に向けてのものではなかったが、咲ちゃんの言葉は確かに届いたはずだ。

　彼女の苦しみの声が。

　彼女の悲痛な叫びが。

　彼女の罪の意識が。

「一日だけ時間をやる。答えを決めて付つく喪も堂どうに来い」

　だからきっと刻也は、『ファントム』を使ったりはしない。

　刻也。お前はあたしを信じようとしてくれたな？　でもね、信じたいのは、お前だけじゃないんだよ。

　だからあたしはもう一度だけ、お前に賭かけてみる。

　だが、もしもこれでダメなら──

「これで変われないようなら、お前は二度と変われない」




　　　　　　　　　◆




「一日だけ時間をやる。答えを決めて付つく喪も堂どうに来い」

　そう言って、都と和わ子こさんは俺おれの下もとから去っていった。

　この猶ゆう予よは俺への信頼。

　頭ではわかっている。自分のしていることがどんなに愚おろかしいことか。

　だから頭に血が上っている間に、『ファントム』で世界を戻してしまえばよかったのだ。

　だが、選べとあの人は言った。

　それでは理性が働いてしまう。

　全すべての想おもいを汲くんで、選ばなければならない。

　汚きたない人だ。こんなことをされたら裏切れない。

　俺は答えを、出さなければならない。

　腕うでの中で眠ねむる咲さきの顔を、改めて見つめる。

　その顔は無表情で、いつもの咲と変わらないようにも見える。

　その頰ほおに触ふれる。

　まだ温かい。

　まるでまだ生きているかのようだった。

　そうやって、俺はまた現実から逃げるのだろうか。

　そうやって、俺はまだ咲を苦しめるのだろうか。

「…………」

　咲の頰が、虹にじ色の粉で輝く。

　込めすぎた手の力が咲の言葉を──『コトノハ』をいつの間にか握にぎり潰つぶしていた。その欠片かけらが咲の頰に付着してしまった。

　よく見れば、服にも、髪かみにもあちこちに七色の粉が付いてしまっていた。

　ごめんな。

　俺は咲の頰から粉を払はらう。

　けれど、払っても払っても、粉はなくならない。

　俺の手についてしまっているのだから、それも仕方がない。

　と、気を利かせるようにビル風が吹き、咲の体に付着した『コトノハ』の破片を舞い上げてくれた。

「きれいになったな」

　でも、あの七色の粉も化け粧しようみたいで綺麗きれいと言えば綺麗だったか。

　……化粧、か。
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　そういえば、咲さきが化け粧しようで四し苦く八はつ苦くしていたこともあったっけ。

　と、その記き憶おくがふっと映像のように俺おれの中に浮かび上がる。

　舞台役者みたいな濃こい化粧で澄すまし顔の咲。

　よりにもよってこんな姿を思い出したりしたら、咲は怒ってしまうかもしれない。

　ああ、怒った顔といえば、『カメラ』に設定した時間を間違ったときは、相当怒っていたな。

　そのとき、また記憶がふっと映像のように俺の中に浮かび上がる。

　顔には出なくてもそれとわかるくらいに溢あふれ出る怒りのオーラを纏まとった咲。

　何でこんな咲ばっかりを思い浮かべるんだろうな。

　もっと違った顔を思い浮かべたい……例えば笑い顔なんかをさ。でも仕方がないな。結局、あいつの笑顔を俺は見ることができなかった。

　……きっと笑顔を浮かべることなんて、あいつにはできなかった。

　笑いたいときに笑えない罪を俺は背負わせてしまった。

　それでも一いつ瞬しゆんだけ、見間違えなのかもしれないけれど、咲が笑顔を浮かべたと思えたときがあった。

　俺が『心しん声せい』を使って咲の気持ちを盗ぬすみ聞きしようとしたときのことだ。

　そのとき、三度その記憶が映像のように俺の中に浮かび上がった。

　それは、咲が膝ひざの上で、傷ついた俺の耳を手当てしてくれたときの光景。

「…………？」

　何で、こんなふうに俺おれは咲さきのことを思い出せるんだ？

　こんな、記き憶おくを呼び起こすというよりも、目の前にその場面が流れるかのように……。

「雪……？」

　何かが舞い降りてきたのを、そう錯さつ覚かくする。

　まさか。ビルの中で雪なんて。

　そう思って見上げれば、天てん井じようには灰色のコンクリートが見えないほどの光の粒りゆう子し。

　握にぎり潰つぶして粉々にしてしまった『コトノハ』の破片たちが、風に舞い上げられ、まるで奇き跡せきのように、もう一度七色の葉の形を取り戻す。

　まるで大樹の下にいるかのように、無数の葉が舞い降りる。

　それは、さながら天使の羽のように。

　その一枚が、俺の手の中に戻る。




　瞬しゆん間かん。




　その七色の葉に込められた言葉が──想おもいが俺に届く。




　それは初めての出会い。

　死にたいと願う心。

　咲は噓うそ偽いつわりなく、純粋に死を願う。

　それはまるで凍こおりついたような無機質な心。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

　それは殺人鬼きに襲おそわれたとき。

　死にたくないと変化した心。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

　記憶を消さない『ノート』に翻ほん弄ろうされ、婚こん約やく者しやを失った彼女を前に深まる罪の意識。

　ごめんなさいと心の中で繰り返す。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

　静せい寂じやくを作る『明めい鏡きよう』に執しゆう着ちやくし、使用人を失った作曲家。

『アンティーク』に関わった人に訪れる不幸を変えることを願い、叶かなわなかった失望。




　また一枚が、俺おれの手の中に舞い降りる。

　眼めが見たものを覗のぞく『眼鏡めがね』に狂い、他者の死を弄もてあそんだ占うらない師への強い怒り。

　そして自身の死を改かい竄ざんした自分への同どう属ぞく嫌けん悪お。

　共に死ぬことすら考え、けれど助かってしまったことに覚えてしまった安堵あんど。

　そして強まる自分への嫌悪感。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

　人形を動かす『螺ね子じ』と『糸』。

　アゲハに自分を、クモに俺を重ね、残された人間の想おもいを知ろうとする。

　いずれ来るだろう別れに、俺を心配するその想い。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

　心の声を聞く『心しん声せい』を持ったギャンブラーとの勝負。

　自分を賭かけの対象にし、けれど俺が助けてくれると疑いもなく信じていた。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

　猫ねこを介かいしてできた小さな友達への友情。

　もう友達なんて作らないと決めていた。

　けれど、友達というその温ぬくもりに抗あらがうことができなかった弱さを悔くいる。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

　俺からの咲さきへのプレゼント。

　それを手にしたときの困こん惑わく。

　その姿を俺に見せたときの恥はじらい。

　それが『財さい布ふ』の呪のろいをかわすための作戦だと知ったときの落らく胆たん。

　本当のプレゼントをもらった喜び。

　そして、加速を始めた自分の心への戸と惑まどい。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

『マスカレード』に魅み入いられたクラスメイトの捜そう索さく。その過程で学校を訪れた咲。

　俺と普通に高校生活を楽しみたかった、なんて淡い幻想。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

　俺の下もとにやってきた、俺を好きだという少女。

　煮え切らない態度を取る俺おれに対する、小さな怒り。子供じみた嫉妬しつと。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

『香こう炉ろ』の灰によってもたらされた眠ねむり。

　それを解除するための、ふざけた条件。

　今にして思えばきっとあれは都と和わ子こさんの策さく略りやくだ。時間が経たてば解決する程度のことだったのかもしれない。

　けれど、俺と咲さきは一いつ喜き一いち憂ゆうしてすれ違い。

　自分を目覚めさせたのが誰なのか、咲の中では未だ半信半疑らしかった。

　……あのとき、お前の目を覚まさせたのは俺なんだぞ。

　結局、伝えることはできなかったけれど。




　また一枚が、俺の手の中に舞い降りる。

『コトノハ』が引き金となった、都と和わ子こさんが仕掛けた俺と咲の初デート。

　俺がクラスメイトといる姿を見た一いち抹まつの寂しさ。けれど、その中にあった確かな安堵あんど。

　きっと自分がいなくても、俺はだいじょうぶだと。

　それは決別をするためのほんの小さな、小さな決意。




　涙なみだが溢あふれて止まらない。

　咲との思い出が、咲の思いが俺の胸を溢れさせ、涙となってこぼれていく。

　あの無表情からは推おし量れない、無数の想おもい。

　付つく喪も堂どうでの日々を喜び、罪の意識に悩み、それでも幸せを追ってしまい、別れを予期して哀かなしんだ……。

　こんな優しい日々がいつまでも続いてほしいと思い、同時にその想いがこの狂った世界を作ってしまったのだと自らを苛さいなんだ。

　素直に生きていたいと望むこと。

　純粋に幸せになりたいと願うこと。

　そんな誰もが当たり前に抱いだく感情を、あいつは持つことができなかった。

　必ずつきまとう罪の意識に苦しんでいた。




　──咲、お前は俺を恨うらんでいるか？




　そして最期の一ひと葉はが、俺の手の中に舞い降りる。

　それは咲が最期の最期まで抱いていた、たった一つの揺るがなかった想い。

　咲さきは『コトノハ』の中で、今までどれほど望んでも見せてくれなかった表情を浮かべた。

　それはとてもぎこちなくて。

　俺おれ以外にはそうとわからないかもしれなくて。

　けれどあいつは、自分にできる精一杯の笑顔とありったけの想おもいを乗せて。




　ありがとう、と。




　──俺に感謝の言葉を告げた。




　そういう顔は、面と向かって見せろよ。

　……ばかやろう。




　　　　　　　　　◆




　一日が過ぎた。

　約束の時だ。

　あたしは付つく喪も堂どうへと戻る。

　刻也ときやと、咲ちゃんといた、今はもうない付喪堂に。

　刻也を待って、店に一晩いることはできなかった。

　あそこには思い出が多すぎたから。

　それがもう失われたのだと、改めて突きつけられることに耐えられなかった。

　あたしは扉とびらを開けて、付喪堂に入る。

　刻也はあたしよりも早く、付喪堂に来ていた。

　その本物の左目には確かな決意が見て取れた。

「答えは、出たか？」

　刻也は咲ちゃんとの思い出の場所で、どんな決断をしたのか。

「ねぇ、都と和わ子こさん」

「何だ？」

「運命を変える『アンティーク』なんてないですよね？」

「……ああ」

「……そうだよな。そんな都合のいい展開はないよな」

　刻也は何かを諦あきらめるように、息をつく。

「答えを、聞こうか？」

「はい」

　刻也ときやは決意をたたえた目で、あたしをまっすぐに見据すえてこう言った。

「『ファントム』で世界を戻します」




　　　　　　　　　◆




　もう一度『ファントム』で世界を戻す──




　それが俺おれの出した答えだった。

「初めて会ったとき、咲さきは死にたいって言っていた。死んで哀かなしむ人なんていないって言っていた。好きなものなんてないって言っていた。

　……でも今は死にたくないって言った。哀しむ人だってできた。付つく喪も堂どうが好きだって言った。俺たちを好きだって言ってくれた」

　それなのに、やっとそうして生きることができたのに、生きることを罪だなんて言えるものか。

「ここで俺が認めたら、あいつが生きることを望むのが罪だと認めたことになる」

　違う。

　それは違う。

　それだけは絶対に違う。

『ファントム』を使おうと。

　何度生を繰り返そうと。

「あいつが生きることは罪じゃない」

「……それがお前の選んだ答えなんだな？」

「はい」

「……そうか」

　都と和わ子こさんは小さく息をつき、『魔ま道どう書しよ』を取り出した。

「それなら、あたしは止める。この『魔道書』でな」

　俺はかぶりを振る。

「？」




「『魔道書』は『ファントム』の世界回帰を防ぐことはできない」




　俺は都和子さんの魔ま法ほうの言葉を防ぐ呪のろいの言葉を、口にした。

「何を言っている？」

「呪いの言葉です」

「お前がそんなことを口にしても……」

　俺おれはポケットから一枚の紙を取り出した。

　それは都と和わ子こさんの迷いの証あかし。

　都和子さんが破って捨てた『魔ま道どう書しよ』の切れ端はし。

　破られていても、『魔道書』は『魔道書』だ。

　都和子さんの『魔道書』の能力は、今俺の言葉によって捻ねじ曲げられた。

　これでもう『魔道書』は、『ファントム』の世界回帰を防ぐことはできない。

「都和子さん、迷ってくれてありがとう」

「刻也ときや……」

　都和子さんが歯嚙がみをする。

「……都和子さんが、正しいよ」

　都和子さんの答えは、誰もが認めるであろう正論だ。

　自分を捨て、大切な人を捨て、誰しもが平等となるような正しい答えだ。

　でも、その向こうには俺の望むものはありはしない。

　なぜ正しい選択の先には、幸せな結末が待っていないのだろう。

　なぜ運命というものが定められているのに、幸せへと導いてはくれないのだろう。

　そうすれば人は間違うことなんてないのに。

　そうすれば抗あらがおうなんて思わないのに。

　でも、正しい選択や運命が用意されていても、その先に何もないのであれば、俺はそれを選ぶことはできない。

　俺がすべきことはあいつの死を許すことじゃない。

　あいつが死を願った罪を許すことだ。

　あいつが生きていたいと願ったことが、罪なんかじゃないって教えてやることだ。

　その選択が間違いだというのなら、俺は何度でも間違える。

　その選択が罪だというのなら、俺は何度でも罪を犯す。

　初めて『ファントム』を手に入れたときのように。

　咲さきを失い、『香こう炉ろ』を選んだときのように。

　そして今のように。

　俺は、何も変わらずその道を選択する。

　もう一度、いや、何度だって繰り返す。




　──何度だって咲を選ぶ。




　なぜなら、俺はもう『アンティーク』によって身を滅ぼしているのだから──













　　　第四章　罪







　繰り返されると思っていた。

　世界は戻り、

　咲さきと出会い、

　都と和わ子こさんと出会い、

『アンティーク』に関わり、

　付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんに戻る。

　そう繰り返されると信じていた。

　これまでどおり。

　それだけは変わらないと。

　どこにもそんな保証はないというのに。

　俺おれは馬鹿みたいに信じていた。

　信じていたことすら、忘れてしまうというのに──




　　　　　　　　　◆




　……我に返ると、わたしは自分の部屋の隅すみに座っていた。

　夢を見ていたような気がする。

　わたしはまた起きながら、あの悪夢を見ていたのだろうか。

　けれど。

　それはいつも見る夢とはどこか異なる感覚。

　なぜだろう。

　義眼に触ふれようと手を持ち上げて、頰ほおが濡ぬれていることに気づく。

　泣いている？

　自分にまだ涙なみだなんてものが残っていたのかと驚くと共に、疑問に思う。

　わたしはなぜ泣いているのだろうか。

　この気持ちが、涙を流させているのだろうか。

　この気持ちとは何なのか。

　夢から覚めたような奇き妙みような感覚に紛まぎれて、わたしは自分の感情に戸と惑まどう。

　この感情は何なのだろうか。

　哀かなしいのだ。でも哀しいだけではない。

　苦しいのだ。でも苦しいだけでもない。

　痛いのだ。でも痛いだけでもない。

　……温かいのだ。

　心のどこかに、温ぬくもりがあった。

　哀しいのに、苦しいのに、痛いのに、なぜか温かかった。

　わからない。

　なぜわたしの心にこんな感情が芽生えているのだろうか。

　なぜ──




　そのとき、わたしの眼めにノイズのような歪ゆがみが走った──




　ここでない場所。

　今でない時。

　そして、わたしではない誰か──一人の少年の姿。

　傾かしいでいく世界。

　それはこの義眼を通して視みる誰かが視るはずの世界。

　その誰かは──命を落とす。




　けれど、これは現実ではない。

　これはいつも義眼を通して視るあの「夢」。

　未来という名の悪夢。

　けれど、この「悪夢」はそれで終わりではなかった。

　その続きがあった。

　それは初めてのことだった。

　わたしは義眼を通して視る。

　死の未来に続く、もう一つの未来を。

　それは──……。




　──未来に起きたわたしの死だった。




『ヴィジョン』の死の未来に従い、わたしは死を求めて家を出る。

　そして街を彷徨さまよい一人の少年に出会う。

　彼は、『ヴィジョン』で視たわたしの死に立ち会った一人の少年だった。

　わたしは彼と共にいることを決めた。

　彼といれば、わたしは死ぬことができる。

　ファーストフード店での食事。雰ふん囲い気きのいい紅茶のお店。初めてのゲームセンター。

　そして、あの男が現われた。

　それは、同じく『ヴィジョン』で視みたわたしを殺す殺人犯。

　彼の友人を襲おそったその殺人犯をわたしは追った。

　奥まった場所にある細い路地裏。

　対たい峙じするわたしと殺人犯。

　ああ、やっと死ぬことができる。

　死を確信し、わたしの中に安堵あんどにも似た想おもいが湧わき起こる。

　けれど。

　殺人犯の刃やいばはわたしではなく、間に割って入った彼を襲おそった。

　彼は、なぜかわたしを守ったのだ。

　なぜと問うわたしに、彼は言ってくれた。

　わたしの死を望まないと。

　誰も言ってくれなかったその言葉を、彼だけが言ってくれた。

　彼だけが、わたしの間違った思いを否定してくれた。

　彼だけが、わたしの存在を認めてくれた。

　彼だけが、わたしが生きることを許してくれた。

　死にたくない。

　やっとそう思えた瞬しゆん間かん、わたしは殺人犯の刃に刺さし貫つらぬかれた。




　……ああ、『ヴィジョン』で視た死の未来と同じだ。




　遠ざかる意識。

　動かせない体。

　わたしはきっと死ぬ。

　これは罰ばつ。

　死を望んだくせに、死にたくないと願った罰。

　あるいは変えることができたかもしれない未来を、わたしは変えようとしなかった。

　逆に、死を求めてしまった。

　自じ業ごう自じ得とくだと運命は言っていた。

　自業自得だとわたしは認めていた。

　けれど。

　彼は──彼だけは認めなかった。そして諦あきらめなかった。

　彼は、わたしを抱だきかかえ、助けを求めた。

　彼が辿たどり着いたのは、奥まった路地裏のさらに奥。小ぢんまりと鎮ちん座ざする古びた店だった。

　彼は店に入って助けを求める。

　その店は、不思議な店だった。

　その店が扱っている商品は、『アンティーク』と呼ばれるものだった。

　……知っている。

　わたしはそれを知っている。

　わたしの両眼めに埋うまっているものも『アンティーク』だった。

　彼は、その『アンティーク』でわたしを救う道を選んだ。

　やめてと、声が出るなら叫びたかった。

『アンティーク』は不幸を招く。

　このわたしの両眼にある『ヴィジョン』のように。

　あなたには、そんな目に遭あってほしくない。

　わたしのために、不幸を背負わなくていい。

　けれど、彼はわたしを救うために決断した。

　時計の針のようなそれを、わたしの胸に刺さし込んだ。

『ファントム』。

　それは世界を戻してしまう禁断の『アンティーク』──




　と、『ヴィジョン』の視みせる未来の映像が、そこで一度途と切ぎれる。

　死の未来が終わったのだ。

　けれど、それで終わりではなかった。

　わずか一つの死が終わっただけだった。

　それは始まりに過ぎなかった。

　まるで録画された映像のように、『ヴィジョン』の視せる未来が再開する。

　気がつくと自分の部屋にいたわたしは、再び彼と出会った場所に向かった。

　同じ場所で彼と出会った。

　けれど、彼はわたしのことを覚えていなかった。

　世界は何事もなかったように戻っていた。

　いえ、正確には何事もなかったことになっていた。

　わたしは彼に事情を説明しようとしたけれど、口で説明してわかることではない。逆に不信感を覚え、去られてしまうかもしれないと躊ちゆう躇ちよした。

　それならば思い出してもらうほかないと同じ行動を取ったけれど、ファーストフード店に行っても、紅茶のお店に行っても、ゲームセンターに行っても、彼はわたしのことを思い出してくれなかった。

　そのとき、彼の友人が襲おそわれた。

　あるいは。

　これなら彼は思い出すかもしれないと、わたしは彼を連れて殺人犯を追った。

　それが過ちであると気づけなかった。

　殺人犯は、世界が戻る前と同じように、彼の右目を奪うばった。

　傷つき、苦しむ彼を前にわたしは己の過ちにやっと気づいた。

　わたしは何をしているのか。

　彼が傷つくとわかっているのに、なぜ彼を連れてきてしまったのか。

　後悔が襲う。

　いつもそうだ。

　未来がわかっても、後悔しかしない。

　後悔するようにしか、生きていけない。

　そしてわたしと彼が殺人犯に殺されかかったとき、一人の女性が割って入ってきた。

　彼女はその殺人犯を撃げき退たいしてくれて、わたしと彼を自分のお店に招いてくれた。

　彼女は彼の治ち療りようと、事情の説明をしてくれた。最初は信じていなかった彼だったけれど、自分の状況と『アンティーク』を見て、半信半疑ながら納なつ得とくしてくれた。

　そのときだった。

　殺人犯が店にやってきたのは。

　その殺人犯は『アンティーク』を持っていた。

　わたしは、再びその殺人犯の手によって命を落とした。




　そして──




『ヴィジョン』の視みせる未来の映像が、また途と切ぎれた。

　けれど、やはり終わりではなかった。

　死の映像は繰り返された。

　わたしは彼の元へ赴おもむき、彼と再会する。

　殺人犯に出会い、途と中ちゆうで割って入ってくる女性に助けてもらう。

　そこからは様々なことが起きた。

　彼とその女性は協力して、殺人犯からわたしの命を救おうとしてくれた。

　うまくいかなかったときもある。そのときは『ファントム』の能力で世界をやり直した。

　うまくいったときもある。けれど、その後には別の形での死が待っていた。

　それは時に事故死であり、時に病死であり、時に『アンティーク』の能力による死であり、時に自殺でもあった。

　そしてその度に『ファントム』の能力で世界は戻った。

　何度も繰り返した。

　何度も何度も繰り返した。

　何度も何度も何度も──

　そして最後に一人の女性の持つ『アンティーク』によってわたしは殺された。

　その女性は、わたしが初めて『ヴィジョン』で死を予見した友達の母親。

　彼女の根深い恨うらみがわたしを殺した。

　いや、運命が、彼女にわたしを殺すように仕向けたのだ。




　──我に返ったわたしは時計を見る。

　時計は世界を戻されてしまったことになんて気づきもせず、その針を進めている。

　その針があと何十度か進めば、わたしは殺人犯に襲おそわれる。

　……その場所に赴おもむけば、の話だ。

　わたしがあの場所に行かなければ、彼は殺人犯に会うこともなく、『アンティーク』に関わることもない。

　でも──

　もしもわたしに関係なく彼が殺人犯に出会ったら、何も知らないまま殺されてしまうかもしれない。

　……これは言い訳。そんなはずはない。わたしに関わらなければ、彼にその不幸は訪れない。

　再び時計を見る。

　あの殺人犯に襲われる時刻までには、まだ時間がある。

　けれど、彼と出会う時間へのタイムリミットは刻一刻と近づいている。

　思わず浮かびかけた腰こしを、わたしは沈める。

　ダメだ。また同じことを繰り返すだけだ。

　叶かなえられたことはないけれど、今までもこの場所に留とどまろうとしたことはある。

　今度こそ、そうすべきなのだ。

　時計の針が進む。

　無情に時を刻んでいく。

　まるでわたしを追い立てるかのように、カチカチと時計の針の音が響ひびく。

　もう少し待てば、全すべてが終わる。何もなかったことになる。

　そう、何も……。

「いや……」

　わたしの足は床ゆかを蹴けり、家を飛び出る。

　わたしの足はわたしの意志を無視して動いている。

　どこへ行こうというのか。

　決まっている。




　──刻也ときやの元へ。




　繰り返す。

　過ちを繰り返す。

　苦い思いが胸によぎる。

　違う。決して同じことを繰り返したいからではない。

　今度こそちゃんとお別れができるように、そのために刻也に会うのだ。

　……それが言い訳だと誰よりも自分がわかっていても、足は止まらない。

　こんなことではいけないと頭ではわかっている。

　一度は……いえ、何度となくした決意。

　世界が戻るたびに、決意も戻ってしまうのか。

　けれど、わたしは行ってしまう。

　刻也の元に行ってしまう。

　今度こそ、奇き跡せきが起こるのではないかとすがってしまう。

　今度こそ、幸せになれるのではないかと願ってしまう。

　何度も失敗しているのに。

　わたしは繰り返す。

　この狂った世界のように繰り返す。

　愚おろかな過ちを繰り返す。

　でも──

　確かにわたしは死を望んだ。

　だからわたしに生を望む資格なんてない。

　死を受け入れろと言うのなら、わたしは死を受け入れる。

　でも、わたしの死は刻也に出会った後のことだ。

　出会ったことまで失なくしてしまわなくてもいいはずだ。それくらいは許されるはずだ。

　やがて、覚えている街並みが目の前に広がる。迷うことなく、わたしはそこへと向かう。

　足が速まる。知らず駆かけ足になる。

　だって、そこには刻也がいる。

　刻也がアルバイトでポケットティッシュを配っている。

　逸はやる気持ちを抑おさえ、ゆっくりと歩き出す。

　乱れた息を必死に整える。

　見えてくるのは、ティッシュ配りをするアルバイトの人たちの姿。

　そこでわたしは彼と出会う。

　その出会いだけは、変えてしまいたくない。




　──ポン、とわたしに手が当たる。




　わたしはその手の持ち主を静かに見上げる。

　きっと彼はしまったというような顔をしてわたしを見ている──はずだった。




「……え？」




「あ、すいません」

　わたしに軽く頭を下げ、その人は行ってしまった。

　違った。

　その人は、刻也ときやではなかった。
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「どうして……？」




　　　　　　　　　◆




「疲れたー」

　俺おれは頭を左右に動かして、凝こりに凝った首と肩かたをばきばきと鳴らした。

　先生に頼まれたのは、理科実験準備室の整理だった。準備室なんて名ばかりでただの倉庫に過ぎないその教室の整理は、掃そう除じの時間だけでは到底終わらず、放課後の時間も必要とした。

　何でそんなことを俺が手伝わなければならないのかと言いたかったが、成績に色をつけてくれると言われれば、追試常連の俺としては断れない。

　奥に積まれたダンボールを一度出して中を確認したり、埃ほこりをかぶったビーカーや試験管を洗ったり、使えなくなった実験器具を捨てたりとしていたら、すっかり日も暮れてしまった。

「さて、どうするかなー」

　今日はティッシュ配りの派は遣けんアルバイトの予定だったが、事情を話して遅れる旨むねを伝え、片付き次第向かうつもりでいた。バイトのチーフは休みで構わないと言ってくれたが、迷めい惑わくを掛けた手前、様よう子す見みくらいは行こうかという気になった。

　もしも終わっていなかったら、手伝うこともできる。

　当然金にはならないだろうが、何となく行っておいたほうがいいような気がした。

「俺って結構律りち儀ぎだったんだな」

　そんな自分の新たな発見に水を差すように、携けい帯たい電話にメールの着信が入った。

　ちょうどバイトのチーフからで、ティッシュ配りのノルマが終わったとのことだった。

「ま、そうだよな」

　すでにバイト開始から三時間が経たっていた。

「晩飯どうすっかなー」

　何となく、ハンバーガーを食べたい気分になった。

　とはいえ、ファーストフード店は学校や家の近くにはない。

　バイトがあればその帰りにでも寄って、ついでにゲームでもできたのだが……。

　今日のバイトは日払ばらいだったので、それがあればできたかもしれない。

　一銭せんもないわけではないが、稼かせぎのない日に贅ぜい沢たくをする気はない。

「仕方ない。家でカップラーメンでも食うか」

　俺はまっすぐ家に帰ることにした。

　成績のためとはいえ、なぜかものすごく損をした気になった。

「…………」

　なぜか。本当に損をした気になった。

　それもとてつもない何かを失ったような気がした。

　今日の俺おれの選せん択たくに、何か間違いがあったのだろうか。

「……何を大げさな」

　俺はその湧わき上がった思いを鼻で笑い、家に帰ることにした。




　　　　　　　　　◆




　周囲を探しても、刻也ときやの姿はなかった。

　それから数時間待っても、刻也が現われることはなかった。

『ヴィジョン』で視みた未来では、刻也がいないことなどなかった。

　必ずここで刻也と出会っていた。

　当然だ。ここにいるのがわかって、わたしがやってきているのだ。

　だから、刻也と出会わないことなんて、絶対にないと思っていた。

　けれど、出会い方が必ず一いつ緒しよとは言い切れないのかもしれない。

　事実、時間になってもあの殺人犯の傷害事件も今日は起きなかった。

　未来が同じではないことは、わたしもすでに知っている。

　何かのきっかけで違いが生じてしまったのだろう。

「君、何をしているの？」

　声を掛けられて顔を上げると、そこには警察官が立っていた。ずっとここにいたために、不ふ審しんに思われたのかもしれない。

「あの、待ち合わせをしていたんですけど……」

「……相手が来なかったのかな？」

「……はい。ここでアルバイトをしているはずだったんですけど」

　警察官の人はそれを聞くと、ティッシュ配りのアルバイトをしている人たちのところに行ってしまった。わけがわからないまま見ていると、警察官はファイルを片手に戻ってくる。

「誰と待ち合わせているの？」

「あ、……その来栖くるすという人です」

　いけない。きっと怪あやしまれている。家を出てきたわたしとしては警察官に事情を細かく聞かれると都合が悪い。最悪、家に戻されてしまう。

「あー、シフト表には確かにいるね」

　ほっと、胸を撫なで下ろす。

「でもその人、今日は急な用事でお休みらしいよ」

「え？」

　わたしは警察官が持ってきたファイルを見せてもらった。ファイルには経歴書やシフト表が綴とじられていて、シフト表の刻也ときやの名前の上には「休」と赤い字で書かれていた。

「待っていても来ないそうだから、今日はもう遅いし、家に帰りなさい」

「はい。そうします」

　刻也が来ないのであれば、ここにいる意味はない。わたしはこれ以上怪あやしまれないように、素直に立ち上がった。

　とはいえ、どこに行けばいいのだろう？

　家になど帰れるわけがない。あそこにわたしの居場所はない。

　ではどこに……そうだ。刻也の家に行ってみよう。

　さっきファイルを見せてもらったときに刻也の経歴書が見え、そこには住所が書かれていた。ちゃんと見たわけではなかったけれど、おおよその住所はわかった。後は『ヴィジョン』で視みた未来の記き憶おくと繰り返す前の世界の記憶、かすかにしか覚えていないが、それを頼りにすれば、辿たどり着けるかもしれない。

　わたしはその場を後にして、刻也の家に向かった。




　経歴書にあった住所の付近にはすぐに行くことができた。

　細かい部分はわからないので、記憶を頼りに街を歩く。

　一度は消えてしまったはずの頼りない記憶ではあったけれど、それしか頼るものはなかった。

『ヴィジョン』が視せたものであればまだはっきりしているが、それは死に関わる部分でしかない。他ほかのことは消えてしまった記憶を呼び戻さなければならない。

　ここかもしれないという思いとここではないかもしれないという迷いを抱かかえ、歩いた。

　気になったアパートの表札を見ては、来栖くるすという名前がなくて戻る。

　表札があったかどうかという記憶もあやふやだった。

　意を決してドアをノックしたりもしたけれど、見知らぬ人が出てくるだけだった。

　間違いの数も二ふた桁けたを超えたとき、一度立ち止まって記憶を辿る。

　わたしはなぜ以前に刻也の家に赴おもむいたのか。

　わたしが思い出そうとしているものは、途と方ほうもなく淡くて儚はかないもの。

　消えてしまった過去を思い出すのは、昔見た夢を思い出す行為に似ている。

　それでもその記憶はわたしの中に強く残っていたのか、何とか思い出すことができた。

　確かお弁当を届けた、はずだ。

　でも何のために。

　ふと手が胸に伸びる。

　今はない、そこにあったはずのペンダント。

　記憶の糸が繫つながる。

　きっと『ヴィジョン』がなければ、そんな夢を見たのかもしれないとしか思わないような、朧おぼろげな記き憶おく。

　……そうなのだろうか。

　本当に夢だったのだろうか。

　刻也ときやに出会えたことも、あの日々も、本当はわたしの夢だったのだろうか。

　全すべては『ヴィジョン』の未来視が視みせただけの幻まぼろしだったのだろうか。

　あのファイルにある来栖くるすという人物は、わたしの知る彼ではないのだろうか。

　そんなはずはないと、自分を奮ふるい立たせる。

　でも確かめようにも、繰り返す前の世界のことは誰も覚えていない。

　覚えていないだけならまだいい。

　でも、それが初めからなかったとしたら？

　そんなことは誰にもわからない。

　自分のすがっているものが、とてつもなく頼りないものに思え、恐怖すら覚えた。

　怖い。足が突然震ふるえ出す。

　怖い。その場に崩くずれ落ちそうになるのを必死に堪こらえる。

　怖い。泣き出しそうになるのを必死に耐える。

　自分がこんなにも弱いとは思わなかった。

　誰とも関わらず、独りで生きてきたはずなのに、そんな自分はとうにいなくなっていた。

　刻也がいないというただそれだけのことで、恐怖に押し潰つぶされ、満足に立っていられなくなってしまった。

　けれど、その恐怖が逆に落ち着きを与えてくれる。

　独りで立っていることもできない、そのすがるべきものの大きさが、逆にそれが幻なんかではないことを物語っている。

　信じよう。

　わたしの中にあるものは、たとえ記憶としては薄うすれてしまっていても、想おもいとしては決して色いろ褪あせていない。

　と、遠くのほうから何か騒さわぎが聞こえた。

　何の騒ぎだろうかと耳を済ませた。

　人の声のようだった。

　わたしの中にある可能性が浮かんだ。

　今日起きる騒ぎとして、思い当たるものは一つ。

　例の殺人犯の起こす事件だ。

　場所は違うが、すでに今日の出来事は変わり始めている。

　わたしは急いでその騒ぎのほうへと向かった。

　と、そのとき、まるで『ヴィジョン』のようなイメージが脳裏に蘇よみがえった。

　同時に、ここだという確信が芽生える。

　刻也ときやの家はこっちだ。間違いない。

　知らず、足が速まる。

　気がつけば、わたしの足は駆かけていた。

　きっとこの向こうに、刻也の家がある。

　そこにはきっと刻也がいる。

　刻也が──




　　　　　　　　　◆




「噓うそだろ……」

　人込みを搔かき分け、立ち入り禁止のロープの前までやってきた俺おれは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　そこには俺の住んでいたアパート──の残ざん骸がいがあった。

　ボロという形容詞がよく似合う築ちく四十年くらいのアパートは、それでも雨風に負けず、そこに建ち続け、俺を毎日迎えてくれていた。

　それが今は大量の水が滴したたり、今にも崩くずれ落ちそうだった。それも、その半分くらいを消し炭ずみに変えて。

　と、人込みの中に見慣れた顔があった。大おお家やのお婆ばあさんだった。

　話を聞くと、見てのとおり火事があり消火された後だった。原因は不明で、住民の不始末の可能性もあれば、放火の可能性もあった。

　これから警察の現場検証が入るそうだ。

　せめてもの救いは俺の部屋のほうはまだ比較的マシで、焦こげてはいるが、燃え落ちてはいなかった。中の荷物は無事かもしれない。……水浸びたしの可能性は大いにあるが。

　ただ、住めるような状態でないことは確かだった。

　それに、現場検証の邪じや魔まにならないよう、今日はどこか別のところに泊まるようお願いされた。それはないと言いたかったが、大家さんも被害者なので文句も言えない。

　しかし、地方の実家に帰れるような時間でもない。

　いきなり宿無しになった俺は途と方ほうに暮れてしまった。

　とはいえ、いつまでもここにいても仕方がない。

　俺はその場を離れようと振り返る。

　野や次じ馬うまたちの姿が目に入る。

　と、そのとき一いつ瞬しゆん、何かが俺の中を駆かけ抜けた。

　それが何かはわからない。

　俺は怪訝けげんに思い、その理由を知ろうと人込みを凝ぎよう視しした。

　その中には──




　　　　　　　　　◆




「そんな……」

　ここだという確信があった。

　けれど、その確信は間違いだった。

　いえ、間違いではないのかもしない。

　そこは確かに刻也ときやの住むアパートだった。

　ただ、その姿は無残に焼け焦こげていて、とても人が住めるような状態ではなかっただけで。

　刻也がいる。その確信だけが間違っていただけだった。

「あの……」

　わたしは近くにいる人に、話を聞いてみた。

「ここに住んでいた人は？」

「ああ、幸い死人や怪け我が人が出たとかはないらしいよ」

　煙を吸った人が救急車で運ばれたそうだけれど、それはお年寄りだったそうだ。

　救急車で運ばれた人を気の毒に思いつつ、刻也に何もなかったことを安堵あんどした。

「無事だった人たちはどこに行ったか知っていますか？　わたしと同い年くらいの男の子とか」

「さあ？　そこまでは……知り合いなら連絡を取ってみたら？」

　それができるのなら、とっくにしていた。

　さすがに刻也の連絡先の記き憶おくなんて、今のわたしにはない。

　とにかくここにいないことだけは確かなようだった。

　では、刻也はどこに行ったのだろう。

　友達の家？　アルバイト先？

　仮にそうだったとしても、その場所をわたしは知らなかった。

　他ほかにわたしが知っている場所があるとしたら……。

「……学校」
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　あのとき、人込みの中に見つけたのは同じ学校の生徒だった。

　制服が同じだからすぐにわかった。とはいえ、知り合いというわけではなかったので、泊めてもらうわけにはいかない。

　ただ、それがヒントになった。

　そう。学校だ。

　学校なら宿直室があるし、事情を先生に話せば泊めてもらうことも可能だろう。

　もしダメでもどこかの部室に忍しのび込むという手もある。それでもダメなら教室だっていい。

　とにかく、俺おれは学校に向かうことにした。

　二度目の登校は面めん倒どうでならなかったが、明日あした朝早く起きなくてすむじゃないかと、自分を励はげますことにした。

　二度目の登校か。何かこんなことを前にもしたような気がする。

　あのときは何でだったかな……というか、いつだったっけ？

　そんなことを考えていると、思い出す前に学校に到着する。

「ま、いつのことでもいいか」

　学校は、もう部活も終わっているようでグラウンドに人影はない。

　先生も生徒も帰宅してしまっているようで、校舎に明かりはなかったが、宿直室にだけは明かりが見えた。

　助かった、と俺は宿直室に向かった。

　そのとき、俺は呼び止められる声を聞き、振り向いた。
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　刻也ときやの家同様、学校の場所をすぐに思い出すことはできなかったけれど、学校であるがゆえに探す方法はあった。

　コンビニで買った地図でこの付近の学校を調べ、覚えのある名前を見つけた。学校は限られた数なので、比較的見つけやすかった。

　さっきに比べれば、確かな思いがそこにはあった。

　目的地がはっきりしていることもあり、タクシーを使うことにした。

　目的地は確かでも、道順までははっきりしないため、道に迷ってしまうかもしれなかったからだ。何より、時間がかかってしまう。

　タクシーを停めて、地図を見せて目的地を告げた。

　後部座席で思いを馳はせる。

　そこに刻也がいるかどうかはわからない。

　けれど、他ほかに行く当てもない。

　ほどなくして到着した学校はすでに生徒も先生も帰宅したようで、しんと静まり返っていた。

　その中でぽつんと明かりがついている教室が見えた。

　もしも刻也ときやがいるとすれば、そこしかない。

　わたしはそこへ行こうと敷しき地ち内に入る。

　と、そのとき校舎が目に入った。

「……え？」

　一いつ瞬しゆん、違和感を覚えた。

　タクシーが道を間違えたとは思えない。

　確かに目指した学校で合っていた。

　けれど、その違和感を拭ぬぐい去ることはできなかった。

「あの！」

　わたしは帰ろうとしたタクシーを呼び止めた。

「ここは……？」

「？　君の言った学校だが……」

　わたしはもう一度地図を見直す。

　そして愕がく然ぜんとする。

　覚えがある学校の名前は一つではなかった。

　他ほかにも覚えのある学校名が地図の中にあった。

　しかも、より強い確信を持つ学校名だった。

　……わたしは覚えのある学校名に惑まどわされてしまった。

　ここは来たことがある学校かもしれない。覚えのある学校かもしれない。

　けれど、刻也の学校ではなかった。

「すいません。急いでここに！」




　　　　　　　　　◆




「そいつは災さい難なんだったな」

「まったくだ」

　俺おれは目の前にいるクラスメイト──新しん庄じようにぼやいた。

　宿直室に向かおうとした俺に校門の前で声を掛けてきたのは、新庄だった。

　ちょうど部活が終わったそうで、飯に誘さそわれた。

　宿を探すほうが先決だと最初は断ろうかと思ったが、何となく一いつ緒しよに行ったほうがいいような気がした。

　おそらく空腹が一いつ宿しゆくより一いつ飯ぱんを優先したのだろう。

　やってきたのは今日バイトがあった場所の近くのファーストフード店だった。学校から離れるが、何となく俺がこの店のハンバーガーを食いたかったのだ。

「わかるわかる。そういうときあるよな」

　帰り道の途と中ちゆうということもあり新しん庄じようは賛同してくれたが、食べてしまえば何でこれが食べたかったのか不思議でならなかった。

　安さだけが売りで、大してうまくもないのに、何で俺おれはこんなものにこだわったんだろう？

「こういうのに理由なんてないだろ？　オレだってどうしても牛ぎゆう丼どんを食べたくなるときってあるしな。大人おとながどうしても酒を飲みたい日があるってのと同じじゃね？」

「酒ー？」

　正直、酒の味なんてわからない。第一普通の飲み物より高いのはいただけない。

「俺は酒を買うなら、その金で紅茶を二本買うね」

「紅茶？」

「ん？」

　新庄に驚かれ、逆に聞き返す。

「来栖くるすって紅茶好きなんだ？　何かイメージと違うな」

「そう、か？」

　そう、だな。というか、何で俺は紅茶だなんて言ったんだろう。別に普段飲んでいるわけでもない。どちらかというなら缶かんコーヒーのほうをよく飲むのに。

「まあ、言葉の綾あやだよ。酒を買うなら他ほかのを買うって意味さ」

　そう。大した意味なんてない。

　ああ、きっとあれだ。窓の外に、紅茶の店が見えたから思わず口走ってしまったのだろう。

「何なら、あの店行くか？」

　新庄が気を遣つかってか、俺の視線を辿たどって外の紅茶の店を指差した。

「……いや、金がもったいない。飲みたけりゃここで買ってるさ」

　俺はアイスコーヒーの入ったコップを持ち上げ、違いないと新庄に笑われた。

　とはいえ、少しあの店に入りたいという思いが芽生えなかったわけではない。ただ男同士でお洒落しやれな紅茶の店もないだろうと思ったのだ。

　もしも行くなら……行くなら？

　いったい誰がいるというのか。

　俺には紅茶好きの女友達も、そういう店に誘さそいたい人もいない。

「ま、いいや。じゃ、そろそろ学校に行くかな。あんまり遅いと先生も寝ちまう」

　俺は、改めて学校に向かうことにした。
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　タクシーが学校に到着する。

　ここだ、と着いた瞬しゆん間かんに確信した。

　わたしはここに来たことがある。

　刻也ときやに会いに、来たことがある。

　料金を払はらって、飛び降りるようにしてタクシーを出る。

　学校はもう人ひと気けもなく、しんと静まり返っていた。

　その中で、浮かび上がるように一室だけ明かりが灯ともっている。

　この時間、他ほかの教室の電気は全すべて消えている。おそらく宿直室か何かだろう。

　家のない刻也が学校を頼ってもおかしくはない。

　わたしはグラウンドを突っ切って、そこへと向かう。

　そこに刻也がいるかもしれないという思いが、足を空回りさせる。

　どうしてわたしの足はこんなに遅いのかと。

　けれど、どこまでも遠く果てなく思えたその距離もやがて縮まり、その部屋が目の前に見える。

　窓が見える。

　その中に人影が見える。

　人影がわたしに気づいたように窓のほうに近づいてくる。

「刻──」

「こんな時間に誰なの？」

　窓をがらりと開け、そう問いかけてきたのは刻也ではなかった。似ても似つかない、若い女性教師だった。

「あ、あの……」

「？」

「刻也はいませんか？」

「刻……？　もしかして来栖くるす君のこと？」

「は、はい！」

「見回りをしたけれど、もう学校には誰もいないわ。とっくに帰ったはずだと思うけど」

「…………」

　予感めいたものを感じていた。

　ここに刻也がいるのではないか、と。

　でもそんなものは的まと外はずれだった。

『ヴィジョン』は、死の未来しか視みえない。

　こんなとき、何の役にも立たない。

「あなた、うちの学校の生徒じゃないわよね？　どこの学校？　それに来栖君とどういう関係なの？　そもそもこんな時間にどうしたの？」

　矢継ぎ早に問われ、わたしは言葉に窮きゆうした。

　どんな関係だと言われても、わたしには返す言葉がない。

　今のわたしと刻也ときやは、出会ったことのない赤の他人なのだ。

「あの……」

　その女性教師の不ふ審しんが強まるのを感じた。

　もしかしたら刻也に対しても、悪い印象を持たれてしまったかもしれない。

「……彼の住むアパートが火事になったんです。わたしは近所の者で、ただの知り合いです」

「火事？　ニュースでやっていたあの火事？　本当なの？」

「住所を確認してみてください」

　咄嗟とつさについたわたしの噓うそに女性教師は慌あわてた様子を見せ、ここで待っているように言って部屋を出ていった。

　おそらくニュースを確認するのだろう。

　わたしはその隙すきにその場を後にした。

　話がこじれるのを恐れたこともあるけれど、刻也がここにいないのであれば用はない。

　けれど。

　これからわたしはどこに行けばいいのだろう？
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「悪い。助かった」

　俺おれは目の前にいる新しん庄じように礼を言った。

　宿直室に泊めてもらおうと思っていると俺が言うと、新庄は自分の家に来るよう勧めてくれた。

　新庄とはさほど親しい間あいだ柄がらでもないため、最初は断ろうかと思ったが、今日の宿直が副担任の香か月づき先生と聞き、素直に頼ることにした。

　さすがに女性教師と一つ屋根の下というわけにはいかない。

　もしもそんなことをしたとばれたら、怒られてしまうかもしれない。

　……誰に？

　俺はいったい誰に怒られると思ったのか。

　そんなことをして怒ってくれるような間柄の彼女とか女友達なんていないのに。

　……たぶん生活指導の先生とかのことを考えたんだろうな。

　そうでなければ、いもしない彼女に怒られると思ったなんて寂さびしすぎる。

　俺はそう思うことにした。

「そんな難しい顔して恐きよう縮しゆくするなよ。どうせ帰っても風ふ呂ろ入って寝るだけだからさ」

　別に恐縮していたわけではなかったが、俺おれは笑って頷うなずいた。

　いい奴やつだな。こいつとは長い付き合いになりそうだという予感がした。

　ま、何の保証もないけどな。

「じゃ、電気消すぞ」

　そうして、俺は新しん庄じようの部屋で一泊させてもらうことにした。

　と、そのとき携けい帯たい電話が鳴り出した。

　見たこともない番号だった。もしかしたら火事の件で大おお家やさんからの電話かもしれないと思って出ると、相手は香か月づき先生だった。

　何で俺の携帯電話の番号を知っているのかと思っていたら、どこで聞きつけたのか、先生は俺のアパートが火事にあったことまで知っていた。

　怪け我ががないことを知ると、安心してくれた。こんなことなら泊まりにいってもよかったか。

「それで、どこにいるの？」

「クラスメイトの新庄君の家に泊めてもらっています」

「そう。じゃあ、今日はそのまま新庄君の家に泊めてもらいなさい」

「そうさせてもらいます。あ、あともしよかったら明日あしたから学校にしばらく泊めてもらえませんか？」

「そうね。事情が事情だから仕方がないわね。他ほかの先生には私から話しておきます」

「助かります」

「それから、さっき君の近所の人が学校に来たわよ」

「近所の人？」

　そんなことを言われても、思い当たる人なんていなかった。近所付き合いは皆かい無むと言っていい。

　もしかして大家さんかと思ったが、相手は同い年くらいの女の子だったという。

　名前を聞こうとしたら、いつの間にかいなくなっていて聞けなかったそうだ。

　先生、何てもったいないことを──なんてことを考えたら、また怒られるな。

　……誰に？

　考えても思い浮かばなかった。

　どうかしている。

　何で俺はいもしない人のことを考えているのだろうか。

　俺は妄もう想そう家かでもなければ、欲求不満でもないはずだ。きっと疲れているのだ。今日は色々あって大変だったしな。

　今夜はもう寝てしまおう。
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　行く当てもなく、わたしは二十四時間営業のファーストフード店に来ていた。

　本当なら、刻也ときやと一緒に来るはずだったお店だ。

　でも刻也の姿はなかった。

　窓から見える紅茶のお店は、もうすでに閉まっている。

　ゲームセンターはまだやっていた。もしかしたら刻也がいるかもしれないと店内を見て回ったけれど、やっぱり刻也はいなかった。でもゲームをする気にはなれなくて、すぐに出てきた。

　刻也との出会い。

　それはわたしの中でも大切な思い出の一つだ。

　それが消えてしまった。

　なかったことになってしまった。

　その事実に、自分がこんなにも落ち込むとは思わなかった。

　どん底まで落ち込まなかったのは、刻也の情報がわかったからかもしれない。

　刻也があの学校に通っていることはわかった。

　明日あした行けばきっと会えるはずだ。

　アルバイト中の刻也ときやとの、あの出会い方以外にわたしは知らないから、どんな出会い方をすればいいのかわからない。

　でも、会えるのであればそれでいい。それだけでいい。

　安心すると同時に、眠ねむ気けが襲おそってくる。

　明日あしたこそ、刻也に……。

　目を閉じると、刻也の姿がまぶたの裏に浮かんできた。

「刻也……」

　声に出してしまい、泣きそうな気持ちになった。
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　──刻也……。




　名前を呼ばれたような気がした。

　誰だろう。

　聞き覚えのある声だった。

　けれど、誰のものか思い出せない。




　──刻也……。




　絶対に聞き覚えのある声だった。

　それなのに、顔が思い浮かべられない。名前が思いつかない。

　絶対に知っているはずなのに。

　絶対にわからなければならないのに。

　俺おれは、思い出せない。




　──刻也……。




　胸が締め付けられる。

　どうして俺はこの声の主を思い出せないのか。

　とても大切なものなのに。

　忘れてはいけないものなのに。




　──刻也……。




　焦あせりを感じる。

　今すぐにそいつのところに行きたい。

　行かなければならない。

　でも。

　誰かわからない。

　どこにいるのかもわからない。

　誰だ？

　誰なんだ？

　どこにいるんだ？

　なぜ、泣いているんだ──？




「────っ！」

　携けい帯たい電話の振動音が俺おれを眠ねむりから引き剝はがす。

　夢を見ていた気がする。

　けれど、それがどんな夢だったかまでは思い出せなかった。

　ただなぜか焦りにも似たようなもどかしさが残滓ざんしとして胸にあった。

　何なのだろう。

　何でこんな気持ちになるのだろう。

　俺は何の夢を見ていたのだろう。

　……まあ、そんなことは初めてではない。

　夢の内容が思い出せないなんてのはよくあることだ。それが思い出せなくてもどかしくなることも。

　それより、早く携けい帯たいの目覚ましのバイブを止めないと新しん庄じようを起こしてしまう……そう思ったが、振動は目覚ましのアラームではなく、着信だった。

　液晶画面を確認すると、それは……。
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　朝早くにファーストフード店を出たわたしは、学校に行って登校中の生徒を見張った。

　校門前にいるわたしを奇き異いな目で見る人もいたけれど、気にしなかった。

　そんなことを気にしている余よ裕ゆうはなかった。

　けれど、刻也ときやはなかなか現われなかった。

　どうしたのだろう？

　もしかして、わたしが着いた頃にはもう登校していたのだろうか。

　昨日きのうどこに泊まったかはわからないけれど、友達の家にせよ、ホテルにせよ、早めに登校したという可能性もある。

　もしかしたら昨さく晩ばん、わたしが学校に来た後に先生が連絡を取って、やっぱり学校に泊まったのかもしれない。

　あのとき、その場を去らずに学校にいたほうがよかったのだろうか。

　そんなことを考えていると、向こうから見知った顔が近づいてくるのがわかった。

　覚えている。

　彼は刻也ときやの友達だった。確か名前は……思い出せない。でも構わない。

　わたしは彼を呼び止めた。

「？」

　彼は驚きながら、わたしの前で足を止めた。

「あの、刻也がどこにいるか知っている？」

「刻也……って、来栖くるすのこと？　もしかして昨日きのうの火事のこと知っているの？」

　わたしは頷うなずいた。

　彼もそのことを知っている。もしかしたら昨晩刻也がいたのは彼のところかもしれない。

「あいつ、昨日オレの家に泊まったんだ」

　やっぱり。

「でも朝早くに家を出た」

「じゃあ、もう学校に？」

「いや。家に帰ったよ」

　家？　もしかして焼けたアパートに一度帰ったの？

　わたしはすぐに刻也のアパートに向かおうと踵きびすを返した。

　けれど、それを呼び止められる。

「違うよ。あいつの実家だよ」

「え？」

「何でもお母さんが倒れたらしいんだ。昨日の火事のことを知って、気が気でなかったんだろうな。それで来栖は一回実家に帰るって」

「実家って……どこなの？」

「そこまでは聞いてないな」

「……いつ、帰ってくるの？」

「さあ。でももしかしたら、長くなるかもしれないな。そもそも両親は一人暮らしに反対だったらしいから。もしかしたらこのまま転校なんてこともあるかもって言ってた」

「そん……な……」
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「ったく。余計な真似まねを」

　俺おれは一人ごちた。

　今朝けさ、香か月づき先生が気を遣つかって、俺が学校に宿泊することを許可する旨むねを「両親に」電話で伝えてくれた。

　その心遣いはありがたかったが、この場合はありがた迷めい惑わくだった。

　なぜなら俺は火事のことを親に伝えていなかったからだ。

　当然それで一ひと騒そう動どうが起きた。

「何で連絡しなかったの！　火事のことを相当驚かれていたわ。早く連絡してあげて」

　先生が言うには、電話口で母親が倒れたらしかった。

　慌あわてて電話をすると、倒れたはずの母親が出た。ちょっとしためまいだったらしく安心したが、すぐに電話せずに心配させたことで母親には泣かれ、父親には怒られた。

　俺だって、親のことが頭になかったわけではない。

　ただ怪け我がをしたわけではなかったし、余計な心配をかけたくなかったのだ。

　電話の声を漏もれ聞いて新しん庄じようが言った。

「いい両親だな」

　その場では恥はずかしさもあり、別に普通だよと強がったが、確かにいい両親だと思っている。住んでいるところは離れているが、別に親子関係が悪いわけではない。むしろ良好だ。

　心配して泣いたり、怒ったりしてくれる親がいるのは喜ぶべきことだ。

　何と言っても、世の中には子供を疎うとみ、罪の元げん凶きようとして閉じ込めるような親がいるのだから……。

「…………」

　俺は今、誰のことを考えたのだろうか。

　そんな親を持った知り合いがいただろうか。

　いや、気にする必要はない。単なる一般論だ。

　子供への暴力や虐ぎやく待たいなんかのニュースが流れることは珍めずらしくもない。

　それに考えなければならないことは他ほかにある。

　これから実家に戻らなければならないのだ。

　親から一度帰ってくるように言われた。来なければこっちから行くと言われ、先生にも無事な顔を見せてやれと言われては、帰らざるをえない。

　もちろんただ帰るだけなら、学校を休めてラッキーというだけで済むのだが。

　おそらくそうはならない。

　親は元々一人暮らしには反対だった。

　これがきっかけでまた「一いつ緒しよに暮らそう」攻こう撃げきが始まる可能性があった。というか、きっとそうなる。

　もしかしたら転校なんてことになるかもしれない。

　新しん庄じようにそれを言ったら、残念だなと言ってくれた。

　俺おれもできることならこの町を離れたくはなかった。

　なぜか、と言われればよくわからない。

　以前は単に両親の住む田舎いなかに引っ込みたくなかったという思いだけだった。

　だが今は違う。

　もっと別な思いがある。

　それが何かと言われれば答えに窮きゆうするが、俺はここを離れたくなかった。

　離れてしまったら、終わってしまいそうな気がした。

　……何が？

　やはりそれもわからない。

　きっと長く住んでいたこの町や学校の人に愛着が湧わいただけなのだろうけれど。

　とにかくそういうわけで、俺は実家に帰ることになった。

　金は新庄の親から借りることができたので、そのまま実家に行ってもよかったのだが、その前に焼けた家の様子を確認することにした。

　家にお金なんて置いていなかったが、他ほかにも何か大事なものがあるかもしれない。

　何がと言われると、これといってすぐには思いつかないが、それでも探せば何かがあるはずだ。

　きっと、何かがあるはずだ。

　だから、行かなければならない──そんな気がした。
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　アパートにはいない。

　学校にもいない。

　他に、刻也ときやがいそうな場所は思いつかなかった。

　やはり彼が言うように、もう実家に戻ってしまったのだろうか。

　もしかしたらまだ近くにいるのではと思って刻也のいそうな場所を探そうとし、思いつく場所がたったの二箇所という事実に、わたしは愕がく然ぜんとした。

　何と薄うすいつながりなのか。

　わたしの足は自然と、刻也と初めて会ったあの場所に向かっていた。

　もしかしたら、刻也ときやがわたしのことを思い出して待ってくれているのではないか。

　そんな淡い願いがあった。

　そんなところにいるはずもないのに。

　予想どおり、そこに刻也の姿はなかった。

　どうして刻也に会えなかったのだろう。

　日にちを間違えたのか。

　時間を間違えたのか。

　場所を間違えたのか。

『ヴィジョン』の視みせた未来視は噓うそだったのか。

　違う。噓なんかではない。

　だって、わたしは覚えている。

　刻也との出会いは、ちゃんとわたしの中に残っている。

「ちゃんと……」

　自分で口にしておいて、空むなしくなる。

　わたしと刻也をつなぐただ一本の糸とも言える、初めての出会いの記き憶おく。

　その記憶を頼りにして、わたしは刻也と出会えなかった。

　わたしの中にあるあの大切な記憶は、こんなにも儚はかなく頼りないものだった。

　会えると思っていた。

　何の保証もないというのに。

　わたしは何の疑いもなく、それを信じていた。

　戻れるのであれば、昨日きのうに戻りたい。

　そしてもっと真剣に刻也を探したい。

　一分一秒でも早く出会いの場所に来て、いないのであればすぐに学校でもアパートにでも行って、刻也に……。

　と、そこで我に返る。

　今、自分の思い浮かべたその考えに、愕がく然ぜんとする。

　戻りたいだなどと、わたしは考えてはいけなかった。

　それができてしまうわたしは、そんなことを考えてはいけないのだ。

　わたしは、何も学んでいない。

　あのときの、愚おろかなわたしと何も変わっていない。

「わたしは……」

　と、考え事をしていたため、自分がどこにいるのか一いつ瞬しゆん把は握あくできなかった。

　辺りを見回し、わたしは自分がどこにいるのかを確認する。

「ここは……」

　そこは大通りをはずれた奥まった路地裏。

　目の前にはぽつんと立つ、古びた小さな店。

　看かん板ばんには──「付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん」。

　意識などしていなかった。

　自然と足が向いていた。

　まるでそこがわたしの行き先であるかのように。

　わたしは震ふるえる手で、ドアに手を掛ける。

　大きく深呼吸をして、ドアを押し開ける。

　カランカランと音を立てる鈴すずの音。

　薄うす暗い照明と暗い店内。

　外観どおりに古びた内装。

　棚たなにはペンダントや人形、時計や石や食器といった何の規則性もなく陳ちん列れつされた品々。

　そこは、確かに「付喪堂骨董店」だった。

　ただ一つ違うのは──

「いらっしゃい。何かお探し？」

　そう言ったのは『ヴィジョン』で視みた、刻也ときやに『ファントム』を授さずけた女性だった。

「でも君が望むものは見つからないよ。咲さきちゃん」

　そしてそう続けたのは──

　都と和わ子こさんだった。

　ただ一つの違い。それはこの店に二人の店員がいること。

　でももう一つの違いがあった。

　それは、都和子さんがわたしと初対面ではないと認めたこと。

　おそらくそれは初めてのこと。

　それが何を示すのか。

　そしてさっきの言葉。




　望むものは見つからない──




　都和子さんはきっとわかって言っている。

　わたしが望むものが何なのかを。

　何も言えないわたしに、都和子さんは諭さとすようにこう言った。

「君はもう刻也に逢うことができない」
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「あーあ」

　俺おれはため息混じりに、荷物整理を始めた。荷物整理というよりは発はつ掘くつ作業に近い。

　幸い火の手は逆側からだったため、家財道具や服や生活用品は焼失していなかったが、焦こげ目はついているし、消防車の放水で水浸びたしだった。

　時間が経たって少し乾かわき始めているが、とても使えそうなものはなかった。

　高価なものはなかったとしても、それでも俺の生活を支えていたものたちだ。それがなくなってしまっては、生活なんてできはしない。

　新しい家を探すだけじゃなく、こういったものまで揃そろえなければならないとなると、どれほどの金が必要となるのか。少なくとも俺のなけなしの貯ちよ金きんでどうなるものでもなかった。

　はたして保険は降りるのだろうか。もしもそれがダメなら親から金を出してもらわなければならないが、電話での様子だと認めてくれなさそうだった。むしろそれを口こう実じつに実家に戻るように言われるだろう。

「まったく。何だってこんな目に」

　苛いら立だちを我が慢まんできず、炭すみとなった柱を蹴けり飛ばした。

　と、思ったより脆もろくなっていた柱はひびが入って斜めに傾かしぎ、連動して傾いた部屋が崩くずれ始めた。

「どわっ！」

　俺おれは悲鳴を上げて、転がるようにその場から退たい避ひした。

　一いつ瞬しゆん後、重さに耐え切れなくなったふすまと柱が折れ、落ちてきた天てん井じようの梁はりが床ゆかを陥かん没ぼつさせた。

「危ねー」

　冷や汗あせを拭ぬぐって、その場に戻る。

　あまり長居するとアパートの崩ほう壊かいに付き合わされそうだ。

　探すものもないし、そろそろ帰るか。

　そう思った矢先。

　たった今の崩壊で壊こわれた部屋の奥に、箱が一つ見えた。

　それはかなり大きめの木箱だった。

「こんな箱、持ってたっけ？」

　それは、火事にあったわりには焦こげているわけでもなく、濡ぬれているわけでもない、比較的きれいな箱だった。

　大体にしてさっき荷物整理していたときにはなかったはずだ。

　まるでたった今、そこに現われたかのようだった。

「見落としてただけかな」

　俺はそう納なつ得とくし、箱を引き寄せた。

　蓋ふたのついた箱は、蝶ちよう番つがいを支点に開閉できるようになっている。数字合わせ式の鍵かぎなのか、十四桁けたの数字のダイヤルが並んでいる。

　そんな数字など覚えていない。

　と思ったら、箱は鍵なんて掛かっていないかのように、あっさりと開いた。

　鍵がそもそも合っていていいのか。何て意味のない。

　よく見れば、その鍵番号の先頭八桁はちょうど今日の日付を指していた。下六桁は……もしかしたら時間かもしれない。

　なるほど。この箱は時限式で、その日時に合わせて鍵が開くのか。……なんて、そんな箱が世の中に存在するわけがない。単なる偶ぐう然ぜんの一致だ。

「それより中身中身」

　俺は箱を開いた。

　多少は金になりそうなものが入っていることを期待したが、中に入っていたのは何とも取り留めのないものばかりだった。まあ、俺のものなのだから、金かね目めのものなんて入っているはずもない。

　とりあえず手近にあるノートを手に取って開いてみる。

　中は、小さな文字で何かがびっしりと書き込まれていた。落書きの絵一つなく、文字が詰め込まれている。俺おれは、こんなふうにノートをまじめに使ったことなんてない。

　これ、俺のものじゃないんじゃないかな。

　そう思いながら、最初のほうのページを開く。

　一ページ目。

　そこに書かれている文章の中で、真っ先に目に入ったのはたったの一文字。




　──「咲さき」。
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「あたしのことはわかるかい？」

　都と和わ子こさんがわたしに静かに問いかけた。

「はい。『ヴィジョン』で視みました」

　わたしは素直にそう答えた。

　都和子さんは、それで全すべてを理解したように頷うなずいた。

「この一つ前で、本当はこの狂ったループは終わるはずだった」

　都和子さんの言うとおり、わたしはこの世界の繰り返しを終わらせる決意をした。

　そして命を奪うばわれた。

　だから、本当ならそこで終わるはずだった。

　世界は戻らないはずだった。

「だが刻也ときやはそれを受け入れられなかった。だからまた世界を戻してしまった」

　わたしはわたしが死んだ後のことまでは知らない。

　でも世界が戻っているのだから、それ以外には考えられない。

　刻也は、また世界を戻したのだ。

　残された側の気持ち。わたしはそれを知らない。

　けれど、それが楽な選択でなかったことはわかる。

　刻也は悩んで、苦しんで、それでも世界を戻すことを選んだ。

「刻也はもう自分で終わらせることはできない。あいつはこれから先も、君が死んだら世界を戻し続ける。永遠に」

　永遠──その言葉に、胸が詰まる。

　解放してあげると、わたしは刻也にそう言った。

　それなのに、わたしはまた刻也を求めてしまった。

　会えなかったという思いが、逆に強く刻也ときやを追い求めてしまった。

　それが何を意味するかということから、目を背けて。

　わたしは何をしているのか。

　また同じことを繰り返すのか。

　まだ刻也を縛しばりつけようというのか。

　熱が引くように、理性が呼び戻される。

「君は全すべてを終わりにする選択をした。あたしはそれを信じたい。こんなことしかあたしにはもうできない」

「こんなこと、とは？」

「咲さきちゃん、君にはここで一生を終えてもらう。君が家で閉じ込められていたことは知っている。今度はそれがこの付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんになる」

　籠かごの中の鳥になる、ということなのだろう。

「わたしがここで君を運命の死から守ってみせる」

　けれど、運命はきっとわたしを殺しに来るだろう。

　今までのように。

　だから都と和わ子こさんはこれで解決だなんて思っていない。

「でも守りきれないかもしれない。だから保険を掛ける」

　その保険こそが、都和子さんが本当に言いたいことなのだろう。

「刻也が君と出会わなければ、あいつが世界を戻す理由はなくなる」

　ああ、そういうことか。

　わたしは理解した。

　だから、わたしは刻也に逢あえなかったのか。

「『ラビリンス』は今あたしの手の中にある。その『アンティーク』の能力で君が刻也に、そして刻也が君に辿たどり着けないようにした」

　それこそが、都和子さんの言う「こんなこと」の、そして先ほどの言葉の真意だ。

「だから君はもう刻也に逢うことができない」




　　　　　　　　　◆




　そのノートに書かれている内容は突とつ拍ぴよう子しもないことだった。

　その一部を搔かい摘つまむとこうなる。

　この『ノート』は、『アンティーク』と呼ばれる特殊な道具で、書いたことは消すまで忘れないそうだ。しかも自分は『ファントム』とかいう『アンティーク』で世界を戻し、その度に記き憶おくを失っている。

　俺おれはそれを知っている。

　この内容を知っている。

　一いち言ごん一いつ句く忘れずに、思い出せる。

　これは──




「何ともファンタジーな内容だな」




　それが、ノートに書かれた内容を読んだ俺の感想だった。

　自分がこんな創作活動みたいなことをしているとは思っていなかった。いつこれを書いたのかまではわからないが、字も俺のものだし、内容を思い出せるのだから俺が書いたものなのだろう。

　懐なつかしいとは思えなかったが、こんなことをしていた時期もあったんだな。

　特に登場人物の舞まい野の咲さきという名前が何度も出てきた。

　その名前も知っている。

　俺が考えて書いたのだろうから当たり前だ。

　ただ容姿も何もわからない。当たり前だ。そこには文章しか書かれていないのだから。

　それにしても、もしもここに書かれているような、書いたことを消すまで忘れないノートが本当にあったら、テスト勉強には役に立つかもしれないな。

「……………………」

　何だろう。今、何かを思い浮かべた。

　ノート、テスト勉強……何だろう？

　何かの引っ掛かりがあった。

　けれど、それが何かわからなかった。

　わからないことがもどかしかった。

　思い出しかけたことが思い出せない。

　必死に思い出そうとしても、何も思い浮かばない。

「まあ、思い出せないんだから大したことじゃないんだろう。他ほかには……」

　俺は自分にそう納なつ得とくをさせ、また箱の中を覗のぞきこむ。

　その中には、七色に光る綺麗きれいな葉っぱのようなものがあった。

　俺はそれを手に取る。

　そのとき、視界が光に包まれた。

「？」

　驚く俺の前に現われたのは、俺だった。

　俺は、さっきノートに書かれたのと同じ内容を口にしていた。

『アンティーク』、『付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん』、『ファントム』、摂せつ津つ都と和わ子こ、そして舞まい野の咲さき──

　思い出せ。

　思い出せと、俺おれは必死に訴えていた。

　我に返ると、俺はボロアパートの中にいた。

「今のはいったい何だったんだ？」

　たった今触ふれた七色の葉は変わらずそこにある。これが今の変なものを見せたのだろうか。どんなカラクリかわからないが、気味が悪い。

　ただ、その光には見覚えがあるような気がした。

　もっとも俺がこれを箱の中に入れたのなら、見覚えがあっても不思議ではない。

　そう納なつ得とくさせ、蓋ふたを閉じてしまおうとした。

　だが、手が止まった。

　まるでそれを拒否するかのように。

　俺の体が、意志が、それを拒否している。

　見覚えがあるとか、それだけではない。

　あの光の中の言葉には、何か大事なことが込められているような気がした。

　忘れてはならない何か。

　俺の言葉なんかではない。もっと重大な何か。

　もどかしい。

　思い出さなければならないという思いだけがそこにあり、けれどその正体がわからない。

　俺は何を忘れている。

　俺は何を思い出さなければならない。

　思い出せと、光の中の俺は言った。その内容を伝えた。

　それなのに、それが何を意味するのかがわからない。

『アンティーク』、『付喪堂骨董店』、『ファントム』、摂津都和子、そして舞野咲──

　それらが俺にとって、何なのかがわからない。

　言葉は覚えている。

　けれど、それが何なのかがわからない──思い出せない。

　もどかしく、苛いら立だたしく、気持ちが悪い。

　全すべてをなかったことにすれば、楽になるのか。

　だが、それが許せない。

　俺自身が、それを許せない。

　だからなぜだ。なぜなんだ。

　他ほかに何かないだろうか。この思いに決着をつける何かが。

　と、俺は箱の隅すみにあるものを見つけた。

　俺おれはそれに手を伸ばし、触ふれる。




　そのとき、俺の脳裏に、ノイズのような痛みが走った──




　　　　　　　　　◆




　刻也ときやとはもう逢あわないほうがいいと考えたことはある。

　けれど、逢えないと思ったことはなかった。




　刻也に逢えない──




　都と和わ子こさんの言葉が現実として、形を以って、のしかかる。

　けれど。

　これは、一度はした自分の選択。

　もう終わりにしようと決めた。わたし自身がそれを決めた。

　都和子さんはわたしを信じてくれている。

　そして都和子さんの言うように、これがきっと最良の選択なのだろう。

　きっと刻也は繰り返してしまう。

　わたしが死ぬたびに、繰り返してしまう。

　わたしたちは出会うべきではなかった。

　わたしたちは出会ってはいけなかった。

　それが答えだ。

　だから。

　わたしはもう刻也に逢うことができない──




　　　　　　　　　◆




　──一人の少女がいた。




　彼女は死にたいと言った。

　守られるような価値なんてないと。

　皆が、自分が死ぬことを望んでいると。

　自分には何もないと。




　けれど、こうも言った。

　少し死にたくなくなったと。

　その想おもいが本物だと思ったから。

　その想いが偽いつわりとごまかされないように。

　俺おれは彼女を助けた。




　でも、助けられなかった。

　彼女は死にたくないと言った。

　それこそが彼女の本当の想いだと思った。

　だから俺は彼女を助けた。

　人間の手に余る、大きな力を以って。




　後悔をしたことはなかった。

　弱気になったことはある。

　諦あきらめかけたときだってある。

　目を背けてしまったこともある。

　でも、捨てなかった。

　捨てられなかった。

　なぜなら俺はあいつのことが──




　──舞まい野の咲さきのことが好きだから。




　　　　　　　　　◆




　痛い。

　胸が痛い。

　苦しくて痛い。




　わたしはもう刻也ときやに逢あうことができない──




　それを想うだけで、こんなにも胸が痛い。

　別れは辛つらい。

　胸が──心が、締め付けられて痛い。

　刻也に逢わなければ、こんな気持ちを味わわなくて済んだのだろう。

　あのまま死んでいれば、こんな痛みを味わわなくて済んだのだろう。

　だけど。

　そのほうがよかったなんて思わない。

　この痛みをいらないなんて思わない。

　だって。




　この痛みは、刻也ときやを想おもう証あかしなのだから──




　ここにある。

　心が、感情が、そして想いが、確かにここにある。

　他人の無数の死を見て一度は壊こわれた心。

　皆に捨てられて一度は失なくしてしまった感情。

　自分の運命を知って何度も諦あきらめた想い。

　笑うことすら忘れてしまったわたしを、彼は眩まばゆいくらいの光で照らしてくれた。取り戻させてくれた。そして与えてくれた。

　彼を想って泣く心を。

　彼といたいと願う感情を。

　運命に抗あらがってでも求めてしまう強い想いを。

　そして、こんな小さな心では収まりきれない溢あふれんばかりの思い出を。

　そう。きっとだいじょうぶ。

　わたしには刻也との思い出がある。

　それを胸に、きっとわたしは生きていける──




　　　　　　　　　◆




　俺おれは弾はじかれたように、駆かけ出した。

　どうして俺は忘れてしまっていたのか。

　どうして俺は思い出せなかったのか。

　それが『ファントム』の能力だとしても、俺は忘れてはならなかった。

　あいつは来たのだろうか。

　来たはずだ。

　俺に逢あいに来たはずだ。

　それなのに俺は行かなかった。

　どこだ。

　あいつは今どこにいるのか。

　俺おれは真っ先に学校に向かった。

　体育をしているグラウンドを突っ切り、校舎内を駆かけ抜け、教室に飛び込む。

　授業中のクラスメイトたちが何事かと俺を見る。

　だが俺は構わず、教きよう壇だんに立つ香か月づき先生に詰め寄る。

「来栖くるす君？　実家に帰ったんじゃ……？」

「先生。あいつはどこに？」

「あいつ？　え？」

「俺に逢あいに来た奴やつがいたって言ってたでしょう！」

　間違いない。それは咲さきだ。

「だから、昨日きのう知らない間にいなくなったって……」

　俺の剣けん幕まくに押され、先生はしどろもどろになって答える。

「どこに？」

「し、知らないわ」

「くっ！」

　俺は八つ当たり気味に教壇を蹴けりつけた。

「来栖！」

　と、教室の後ろのほうから新しん庄じようが俺の名を呼んだ。

「今朝けさ、お前に会いに来た女の子がいたぞ」

「どこに行った？」

「お前が実家に帰るって話をしたら、向こうのほうに歩いていった」

　新庄が指で示すが、向こうなんて曖あい昧まいすぎる。

「帰ったんじゃないのか？」

　帰る？　どこに？　あいつがどこに帰るっていうんだ？

　あいつが家に帰るとは思えない。だから帰る場所なんて……。帰る場所……なん……。帰る、場所？

　──あった。

　あいつには帰る場所があった。

　あいつが帰る場所はたったひとつしかない。

「新庄。ありがとう」

「ちょっと、来栖く……」

　香月先生の声を無視し、俺はそのまま教室を飛び出した。

　あいつは初めて俺たちが出会った場所に行ったはずだ。でも俺はいなかった。

　あいつは俺の住むアパートに来た。でも俺はいなかった。

　あいつは俺おれの通う学校に来た。でも俺はいなかった。

　俺とあいつは出会うはずだった。

　あの場所で、出会うはずだった。

　それなのに、逢あえなかった。

　前と同じように出会えなかったのは、何か特別な力が働いているからなのだろう。

　だが、それだけではない。

　この出会いだけじゃない。

　俺たちはすれ違い続けた。

　俺たちはずっとすれ違い続けてきた。

　心が通い合えたように思ったときもあった。

　けれど、それは噓うそだ。

　真実に目を背けていては、心なんて通い合うはずがない。

　正面からぶつからなければ、きっと俺たちはすれ違ったままだ。

　だから。

　逢わなければならない。

　言わなければならない。

　どんな力に邪じや魔まをされたとしても──

　どんな結末を迎えたとしても──




　　　　　　　　　◆




　気づく。

　気づいてしまう。

　こうしてわたしは刻也ときやのことを思い出せる。

　辛つらくても、痛くても、苦しくても、刻也を想おもうことができる。

　けれど。




　──刻也の中にわたしはいない。




　これからの刻也の世界。

　そこにわたしはいない。

　欠片かけらもいない。

　これからの刻也の人生の中にわたしはいないのだ。

　なぜ何度も刻也の元に向かってしまうのか。

　ダメだとわかっているのに、どうして刻也ときやに逢あいにいってしまっていたのか。

　それが今ならわかる気がした。

　別れを告げるためでもない。わたしの死が刻也と出会った後だったからでもない。

　わたしは、刻也の中にわたしという存在を残したかったのだ。

　逢わなければ、刻也の中にわたしは存在しない。

　思い出すこともない。

　痛みを感じることもない。

　刻也に思い出されることもなく、わたしは消えてしまう。

　それがたまらなく哀かなしいのだ。

　だから、せめてあと一目だけでも。

　──ダメ。

　ダメだ。考えてはダメだ。それは考えてはいけないこと。

　けれど、止められない。

　わたしはどこまでも欲深く、罪深い。望まずにはいられない。

　この心は弱くて、脆もろい。

　決心したはずなのに、揺れる。

　でもこの想おもいを消すことができない。

　溢あふれる想いは、意志なんかで止めることができない。

　ダメだ。

　考えてはダメだ。

　想ってはダメだ。

　一いつ緒しよにいたくなる。

　離れられなくなる。

　別れられなくなる。

　だからダメだ。

　ダメなのに──

　わかっているのに──

　それなのに──

　それでも──




「────逢いたい」
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　　　　　　　　　◆




　走る。

　足は止まらない。

　けれど──

　迷いも、止まらない。

　行くべき場所は決まった。

　だが、それと同時に浮かび上がった不安。

　都と和わ子こさんは終わりにしようとした。

　咲さきは終わりにしようと言った。

　俺おれだけが、終わりにできなかった。

　このまま付つく喪も堂どうに向かって、逢あうことができたとして、それで何が変わるのか。

　もしかしたら。

　咲は出会いの場所に来なかったのかもしれない。

　俺を探していたのは、別れを告げるためだったのかもしれない。

　一目逢って、終わりにするつもりだったのかもしれない。

　いいのか。

　俺おれは咲さきに逢あいにいっていいのか。

　それは、また同じことを繰り返すだけではないのか。

　誰もこんなことを望んでいないのではないか。

　またあいつを苦しめるだけではないのか。

　決意が鈍にぶる。

　俺には咲を救う術すべがわからない。

　誰もが幸せになれる世界なんて存在しない。

　俺は繰り返す世界で何も変わっていない。

　どうする？

　逢って、どうする？

　答えが見つからない。

　俺はどうすればいい────？




　　　　　　　　　◆




「都と和わ子こさん、終わりにしてください」

「咲……ちゃん……？」

「わたしに逢う前なら、刻也ときやも世界を戻さないかもしれません」

「『ラビリンス』がある以上、咲ちゃんはもう刻也に逢えない。だから……」

「それでもきっとわたしは刻也に逢いにいってしまう」

『ラビリンス』を壊こわしてしまうかもしれない。奪うばってしまうかもしれない。あるいは他ほかの方法を見つけてしまうかもしれない。

　きっとどんな手を使ってでも、わたしは意地汚きたなく刻也を求めてしまう。

　わたしは弱い。そして脆もろい。

　どれほど決意をしても、この思いに負けてしまう。

　名を十回呼んで、全すべてを終わりにしようとしたあの人形の少女のように、受け入れることができない。

　それとも、彼女はそこに死があったから耐えられたのだろうか。

　もしも刻也がわたしを想おもって泣いてくれるなら、わたしは耐えられたのだろうか。

　でもどちらにせよ、今のわたしには耐えられない。

　刻也……逢いたい……逢いたい……。

　でも。

　だからこそ。

「もうここで、終わりにしてください」

　都と和わ子こさんは一度静かに目を閉じる。

　再び目を開いたとき、そこには確かな決意があった。

　都和子さんはわたしの首に手を掛けた。

『アンティーク』を使おうとはしなかった。

　それは『アンティーク』を嫌きらっているからとか、そういう理由ではなく、その手にわたしの命を担になってくれるため。

　どこまでも優しい都和子さん。

　こんなわたしのわがままに付き合わせてごめんなさい。

　でも。

　きっとわたしは生きようとしてしまうから。

　だからお願いします。

　都和子さんのその手で、断ち切ってください。

「ごめんな。何もできなくて」

　その手に、ゆっくりと力が込められる。

　意識がふっと霞かすみがかる。

　思い浮かぶのは、やっぱり刻也ときやの顔。刻也の姿。刻也の全すべて。




　刻也。どうか幸せになって。

　わたしが奪うばってしまった分の幸せを取り戻して……




　──咲さき！




　声が聞こえたような気がした。

　最期に声が聞けた気がして……よかっ……た……。

　そのとき──

　バンッと音を立て、扉とびらが開かれた。

　反射的に目がそちらを向いた。

　都和子さんの手からも力が抜けた。




　そこに立っていたのは──




　これは、夢なのだろうか。

　それとも、幻まぼろしなのだろうか。

　溢あふれる。両の瞳ひとみから涙なみだが。

　溢れる。刻也ときや、と求める声が。

　溢れる──想おもいに突き動かされるように、わたしは刻也の元へ駆かけた。

　さっきまでの言葉も、決意も、全すべてをそこに投げ捨てて。

　刻也もわたしを待たずに、駆けてくる。

『ラビリンス』は、わたしを刻也の元に辿たどり着かせない。

『ラビリンス』は、刻也をわたしの元に辿り着かせない。

　けれど。

　わたしは飛び込んだ。

　刻也の胸へ。

　わたしが求めていたその場所へ。

　わたしの手が刻也を摑つかむ。決して引き離されないようにと、しがみつく。

　刻也の腕うでが背中に回される。息もつけないほどに、抱だきすくめられる。

　それだけで、わたしの心が満たされる。

　この想いに溺おぼれたまま死ぬのなら、いっそそれでも構わない──




　　　　　　　　　◆




「刻也、どうしてここに……」

　都と和わ子こさんが信じられないようなものを見る目で、俺おれを見ていた。

　それは俺がここに来られないよう、何かをしていたことに他ほかならない。

　そしてそれでも俺がここに来ているのなら──咲さきの元に辿り着けたのなら、俺の打った手は間違っていなかったということだ。

「『ラビリンス』は俺が咲の元に辿り着くことを、そして咲が俺の元に辿り着くことを邪じや魔まできない」

「？」

「そう記して『魔ま道どう書しよ』の切れ端はしを入れました」

　繰り返されると思っていた。

　世界は戻り、咲と出会い、都和子さんと出会い、『アンティーク』に関わり、付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんに戻る。

　そう繰り返されると信じていた。

　これまでどおり。

　それだけは変わらないと。

　どこにもそんな保証はないというのに。

　俺おれは馬鹿みたいに信じていた。

　信じていたことすら、忘れてしまうというのに──

　その事実に気づき、恐れを抱いだいたのは一つ前の世界。付つく喪も堂どうで都と和わ子こさんを待っていたときだった。

　都和子さんにとって一つの区切りであった『魔ま道どう書しよ』の入手。それを以ってしても、この繰り返す世界を正すことができなかったのなら、都和子さんはどうするのか。次はどんな手で俺を止めようとするのか。

　付喪堂で都和子さんを待ちながら、俺は想像した。

　そして至った結論は、前回咲さきが殺されたときのように、『ラビリンス』で俺を咲の元に、そして咲が俺の元に辿たどり着けなくすることで、都和子さんは俺と咲を出会えなくするのではないか、というものだった。

　だから、都和子さんの迷いの一枚──『魔道書』の一枚の空白部分を破って、そこに『ラビリンス』への対抗手段を記したのだ。

「だが、なぜ今のお前がそれを持っている？」

「『箱』を使いました」

　世界を戻す前、俺は『箱』を使った。

　その中に、都和子さんの付喪堂にあったもので、考えられるものを全すべて入れて、過去に飛ばした。

　俺と咲が出会った次の日に、もしも咲が俺と出会えなかったならばと考えて。

『箱』を使っていたあのお婆ばあさん──屋や敷しきさんが子供を隠かくしていた『箱』。おそらくあの『箱』の中には今も子供が入れられているはずだ。つまり同じ時の中にこの『箱』が二つ存在することになる。それがうまくいくかはわからなかった。だからこれは賭かけでもあった。

　その賭けに、俺は勝ったということだ。

「だが、思い出せないはずだ。たとえ断片的に記き憶おくを取り戻しても、『ファントム』が記憶を消してしまうはずだ。それなのになぜ……。お前は何を『箱』に入れた？」

「『ノート』です。そこに考えられる全てと経験した事実の全てを、書けるだけ書きました。そして同じだけの想おもいを『コトノハ』に乗せました」

『アンティーク』のこと、『付喪堂骨こつ董とう店てん』のこと、『ファントム』のこと、都和子さんのこと。そして咲のことと俺の選択のこと。

「それで思い出したのか？」

「いいえ。それだけでは思い出せませんでした」

『ノート』に記した文字も、『コトノハ』に託たくした想おもいも、記憶を消された今の俺にとってはただの記号でしかなかった。

　そういう内容があるというだけでしかなかった。

　自分の作った絵え空そら事ごととすら思った。

　それ自体は、俺おれの記き憶おくを戻す引き金にはなりえなかった。

「じゃあ、何でお前は思い出したというんだ？」

「これです」

　俺はポケットからあるものを取り出した。

　それを見て、都と和わ子こさんがわけがわからないように眉まゆをひそめる。

　けれどそれを見て、咲さきは驚いたように目を見開いた。




　──それはペンダントだった。




　何の変へん哲てつもない、俺が咲にプレゼントをしたという、ただそれだけのペンダント。

　だがそれゆえに。

　俺と咲だけに、価値のあるもの。

　俺と咲の思い出しか持たないもの。

　それが俺の記憶を呼び覚ました。

　俺の想おもいを取り戻した。

　このペンダントが、俺と咲を一つにつないでくれた。

　あるいは、本当はこれまでも思い出すことはできたのかもしれない。

　けれど、俺は考えることを放ほう棄きしていた。

　未来に起きた出来事の記憶の残滓ざんしを、『ヴィジョン』の未来視と疑わなかった。

　なぜ都和子さんがあんなにも『アンティーク』が不幸になると言い続けてきたのか、理解しようとしなかった。

　なぜわずか一年の付き合いの咲をこんなにも大切に想うのか、考えなかった。

　そんなちりばめられたヒントを、俺は見過ごしてきた。

　だから、気づくことができなかった。

　そして戻った世界の俺に、何も伝えようとしなかった。

　もしかしたら俺も、心のどこかで諦あきらめていたのかもしれない。

　繰り返すしかないこの世界に。

　だが違った。

　俺は思い出すことができた。

　俺は伝えることができた。

　想いが、世界を変えたのだ。

　ただのペンダントが、『アンティーク』に匹ひつ敵てきするくらいの奇き跡せきを起こしたのだ。

　いや、もしかしたらこうも言える。

　この世界には『アンティーク』と呼ばれるものがある。

　骨こつ董とう品ひんや古美術品といった表の意味に隠かくされた、力ある古人や魔ま術じゆつ師しが作ったと言われる魔術道具や、人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれるもの。

　でも、きっとそれだけじゃない。

　それは『アンティーク』の本来の姿ではない。

　それは人が歪ゆがめてしまった『アンティーク』の偽いつわりの姿だ。

　人の強い想おもいが宿り、それが奇跡を起こす。

　そうして、ただの道具は『アンティーク』となる。

　それこそが『アンティーク』の本来の姿なのかもしれない。

　だから。

　このペンダントはただのペンダントではない。

　俺おれと咲さきを引き合わせるという能力を持った『アンティーク』そのものなのだ。




　　　　　　　　　◆




「……それで、どうするんだ？」

　付つく喪も堂どうに、そしてわたしの耳に、都と和わ子こさんの冷たい声が響ひびく。

「そうやってお前はまた繰り返すのか？　世界も、咲ちゃんの決意も、全すべてを無視して身勝手に繰り返すのか？」

　そう。これは何の解決にもならない。

　でも、刻也ときやの行動は決して無む駄だではなかった。

　なぜならわたしの中にあった決意を呼び戻すことができたのだから。

　だから、わたしはそっと刻也の腕うでの中から離れた。

「刻也、もう……」

「なあ、咲」

　刻也はわたしの言葉を遮さえぎって、語りかける。

「もしも他ほかの誰にも迷めい惑わくを掛けなくて、俺たちが幸せになれるような世界があったら、お前は死んで終わりにしたいと思うか？」

「…………」

　それは、夢のような話。

　誰もが望む、幸せな絵え空そら事ごと。

　そんな世界は現実には存在しない。

　誰にも迷めい惑わくが掛からずに、わたしが生きられるような世界はどこにもない。

　けれど。

「そうね。そんな世界があったら素す敵てきだと思う」

　わたしは答える。

「そんな世界だったら、わたしは終わりにしようだなんて言わないわ」

　刻也ときやが望む、そしてわたしの望む答えを告げる。

　本当に、もしもそんな世界があったなら、わたしはきっと永遠を願ってしまうだろう。

　でも……。

「そんな世界はない」

　都と和わ子こさんが断じる。

「忘れたか？　忘れたのなら思い出させてやる。『香こう炉ろ』の夢の世界も、『忘ぼう却きやくの壺つぼ』の中の世界も、『ファントム』は所持者の死とみなし、選択の余地もなく世界を戻してしまう」

　そう。そんな世界はきっとどこにもないのだ。

「だから、刻也……」

「『ファントム』の能力を解とくぞ」

　わたしは刻也を見上げた。

　都和子さんが息を吞のむ音も聞こえた。

「所持者は俺おれだ。だから俺なら『ファントム』の能力を解くことができる。そうですよね？」

　刻也の問いに、都和子さんではなくもう一人の女性のほうが静かに頷うなずいた。

　刻也はわたしの胸にそっと手をかざす。

「────！」

　どくんと胸の奥が音を立てた。

　その音は、どくんどくんとまるで命の鼓こ動どうのように繰り返す。

　胸の中心に、熱を感じた。

　体中の熱が一点に集中するような強さを感じた。

「はぁっ」

　何かが胸の内から飛び出すような感覚。

　そして、針はりの根元の部分が文字どおりわたしの胸から飛び出した。

　刻也はそれを握にぎる。

「少し我が慢まんしてくれ」

　刻也はそういうと、針を自分のほうへと引いた。

　ずるりと針がわたしの中から抜かれる。

　痛くはなかった。

　けれど、体から何かが抜け落ちていく気味の悪い感覚がわたしを襲おそう。

　刻也ときやがぐいと針を引く。

「あぁっ！」

　思わず声が漏もれる。

　針はわたしの中から完全に抜かれ、その先せん端たんを現わした。

　よろめき、倒れそうになるわたしを刻也が空いたほうの腕うでで支えてくれる。

「だいじょうぶか？」

「……ええ」

　乱れる呼吸の中、何とかそれだけを答える。

　胸から針が飛び出したけれど、わたしの胸は穴が開いているようなこともなく、血の一いつ滴てきも出てはいなかった。

「『ファントム』の世界を戻す条件──楔くさびとなれるのは一度だけ。これで咲さきに対して『ファントム』を使うことはできなくなった。これで次に咲が死んでも世界は戻らない」

　刻也が都と和わ子こさんにあえて宣言する。

「何でそんな顔をしてるんですか？　これが都和子さんの望んだ形でしょう？」

　わたしからは都和子さんの顔は見えない。

　けれど、きっとあの人なら悲痛に顔を歪ゆがめているだろう。

　おそらく誰よりも罪を感じているのは、あの人なのだから。

「……そうだ。よく決断したな」

　刻也の体が震ふるえたのが、触ふれていてわかった。

「これで都和子さんは気が晴れましたか？」

「…………」

「これが都和子さんの描いた解決ですか？」

「…………」

「こんなことで、あんたはよかったって思えるのかよ！」

「他ほかにどんな方法があった！」

　刻也の怒声に、都和子さんも堪たえきれず声を張り上げて怒ど鳴なる。

「……どうすればよかったとお前は言うんだ！」

　怒鳴っているのに、悲痛に響ひびく。

　しんと付つく喪も堂どうが静まり、刻也が口を開く。

「方法はあった、と思う」

　刻也はあえて「あった」と言った。

「たとえ『ファントム』が俺おれを選んだとしても、それを渡さなければよかった。もしも罪があるなら、刹せつ華かさんのそれだって罪だ」

　もう一人の女性──刹華さんはそれを否定しなかった。

「『ファントム』で繰り返した世界で、諦あきらめられなくなるまで俺を助けなければよかった。罪があるなら、都と和わ子こさんのそれだって罪だ」

　都和子さんもそれを否定しなかった。

「死を望まなければ、こんなことにはならなかった。罪だというなら、咲さきのそれだって罪だ」

　わたしは、否定などできるはずもなかった。

「じゃあ、お前の罪は何だ？　一人諦められず、何度も繰り返すことか？」

「違う」

　刻也ときやは否定した。

　それは罪ではないと言い切った。

「俺の罪は、それを忘れてしまうことだ」




　そのとき、わたしの眼めにノイズのような歪ゆがみが走った──




　それは未来視。

　死の未来を視みせる『ヴィジョン』。

　そこに映し出されたもの、それは──




「ダメ……──」




　我に返ったわたしが止めるよりも早く──




　──刻也は自らの胸に『ファントム』の針を突き立てた。




　　　　　　　　　◆




　俺の罪。

　それは自らの犯した罪を忘れてしまうことだ。

　世界を身勝手に戻し、咲や都和子さんが苦悩していることに気づかず、生きていたことだ。

　だから俺は覚えていなければならない。

　この世界に俺がした全すべてのことを。

　それには、『ファントム』を使うとき、全てを忘れてしまっている時点ではなく、全てを知っている時点に、世界を戻せるようにしなくてはならなかった。

　だから咲さきの中の『ファントム』を取り去った。

　だから俺おれの中に『ファントム』を突き立てた。

『ファントム』に命を差し出し、俺は一度死んだ。つまり、俺は『ファントム』の所持者であり、世界を戻す引き金となった。

　そして、このループから。

　世界が戻るポイントは、俺が全すべてを知る今この瞬しゆん間かんとなったのだ。




　──我に返る。

　今、確かに俺の死を引き金に世界は戻った。

　だが、そこには咲がいて、都と和わ子こさんがいて、刹せつ華かさんがいた。

　そして記き憶おくがあった。

　全ての記憶が俺の中に残っていた。

　これでもう咲のことも、自分のしでかしたことも忘れることはない。

「……それで何が変わる？」

　都和子さんが俺を睨にらみつける。

「何も変わらない。いや、お前が忘れたくないがために、また世界を犠ぎ牲せいにした。お前のしたことはただそれだけだ！」

「……都和子さん。俺、考えたよ。付つく喪も堂どうに向かって走りながら考えた。こうしてまた会うことができても、何の解決にもならない。きっとそれこそ同じことの繰り返しだって。だから、どうすれば都和子さんが納なつ得とくするのか。どうすれば誰にも迷めい惑わくを掛けずに済むか。どうすれば咲を苦しめずに済むかって考えた。

　さっき俺は、咲のことも、都和子さんのことも、刹せつ華かさんのことも罪だと言った。でも、罪じゃないことだってあるはずだ。刹華さんが俺たちを助けてくれたことも、都和子さんが俺に手を貸してくれたことも、咲が生きていたいと願ったことも、きっと罪なんかじゃないんだ」

「だから世界を身勝手に戻してもいいと言うのか？」

「違う」

　俺は否定した。

　そして告げた。

　俺の出したたった一つの不ぶ様ざまで不ぶ格かつ好こうな答えを。




「──だから世界を戻さない」




　俺は懐ふところから取り出した紙の切れ端はしを都和子さんに見せた。

　それは『箱』に入れておいた『魔ま道どう書しよ』の切れ端はし。

　表には『ラビリンス』の能力が引き起こす事象を捻ねじ曲げ、俺おれが咲さきの元に辿たどり着けるように記した。

　そして裏には──




　──『魔道書』。

　それは『ファントム』の能力を打ち崩くずす唯一の手段。

　そこに記されたのは、『ファントム』の能力に打ち勝つ術すべ。

　だから唱えよう。

　もしもまた運命が咲を殺したならば。

　そのとき俺は自らの命を断つ。

　だがその前に。

　命を断って世界を戻してしまうその前に。

『魔道書』を持って、この言葉を唱えよう。




『ファントム』は世界を戻さず、来くる栖す刻とき也やと舞まい野の咲だけを戻す──




　それで世界は前に進む。

　俺と咲に関わることなく、進んでいく。

　俺と咲を捨て置いて、ありのままに進んでいく。

　友を失うかもしれない。

　家族に会えなくなるかもしれない。

　だが、咲にはもう俺しかいない。

　そして俺も咲を諦あきらめることなんてできやしない。

　今さら『ファントム』を捨てることなんてできるはずがない。

　もちろん『アンティーク』を使って、ただで済まそうだなんて思わない。

　だから、これは『ファントム』を使った……使い続ける代だい償しようだ。

　だが、それでいい。

　もうそれだけでいい。

　世界がありのままに進み、俺と咲が共にいることができるだけで、もう他ほかには何もいらない。

「俺は咲と共に生きていく」

　これが、咲を見捨てることができない俺にできる精一杯の罪の償つぐないだった。

「お前って奴やつは……」

「でも都と和わ子こさん。これには一つ問題があるんだ。もしも俺がこの言葉を唱える前に死んでしまったら、やっぱり世界は戻ってしまう。だから、もしも俺おれが唱えられない状態だったときは、都と和わ子こさんがこの『魔ま道どう書しよ』を手にしてこの言葉を唱えてください。世界が戻ってしまうその前に。それが俺に手を貸してしまった、あなたの罪の償つぐないです。

　──だから、俺たちの傍そばから離れたらダメですよ」

　そして、最期まで見届けてください。

　この狂ったループをいつか本当に終わらせるときまで。




「刻也ときや……」

　咲さきが俺を見ていた。

「これでいいの？　なんて野や暮ぼなことは聞くなよ」

「……言わないわよ」

「これが俺の望む答えだ。お前の望む答えでもあるといいんだけど……。ああ、もしも俺といるのに嫌いや気けがさしたら言ってくれ。そのときは別の方法を考え……」

　咲が俺の口をふさぐ。

「野暮はどっち？」

　咲は少し怒っているようだった。

　俺は咲の小さな手をどけて、口の端はを吊つり上げた。

「何だよ。どうせなら口で塞ふさげって」

「っ！」

　バカ、と小さく呟つぶやき、咲は俺の胸を叩たたいた。




　　　　　　　　　◆




　辛つらかった。

　苦しかった。

　罪の意識に苛さいなまれた。

　死なんて望まなければと後悔もした。

　でも。

　わたしは幸せだった。

　刻也に逢あえて。

　都和子さんに逢えて。

　付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんに巡めぐり逢えて。

　そして。

　生きていて。

　わたしは幸せだった。

　辛つらくても。

　苦しくても。

　罪の意識に苛さいなまれても。

　どれほど後悔しても。

　決して手放せないくらいに。

　こんなにも執しゆう着ちやくしてしまうほどに。

　わたしは「今」が幸せなのだ。

　ごめんなさい。

　死をなかったことにしてごめんなさい。

　望まない死を迎えた人たち、ごめんなさい。

　特別な生を享きよう受じゆしてごめんなさい。

　でも、刻也ときやが許してくれるというのなら、わたしはそれを受け入れます。

　だから、わたしは捨てません。

　だから、わたしには捨てられません。

　きっとこの先に待っているだろう幸せな日々は──
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　これが俺おれの出した答え。

　そして俺たちの出した答え。

『ファントム』で世界を戻すことのない、不ぶ様ざまで不ぶ格かつ好こうな答えだ。

　他ほかの誰にも迷めい惑わくを掛けない、とは言い切れない。

　けれど、これで世界は俺と咲さきに構わず、前に進んでいく。

　もしもまた咲を運命から守りきれず、俺と咲の世界だけを何度も戻し続けたら、いずれ俺たちは世界と関わることができなくなるだろう。

　それでも構わなかった。

　そのときが来たら、俺たちはこの世界から身を引く。

　それが俺の……いや、俺と咲の罪の償つぐないだ。

　これで咲の罪の意識がなくなる──なんて思わない。

　あるいはもっと大きな罪の意識を持ってしまうかもしれない。

　けれど、今度は持つことができる。

　俺も同じ罪を持つことができる。

　忘れてごめん。

　ずっと一人で苦しめてごめん。

　でももう忘れないから。

　だから二人で背負おう。

　この罪を。

　最期の最期のそのときまで。

　たとえ世界に捨て去られても。

　二人でなら、きっと耐えることができるはずだから。













　　　エピローグ







　終わらせること。

　あたしはずっとそれだけを考えていた。

　そうしなければならないと思っていた。

　世界を犠ぎ牲せいにして生きること。

　刻也ときやがもう自分では終わらせることができないこと。

　そして、咲さきちゃんが罪の意識に耐えながら生きていること。

　全すべてを鑑かんがみて、終わらせることが正しいと信じていた。

　けれど。

　それを望んでいない自分は確かにいた。

　ただ、答えがなかっただけで。

　それなのに。

　あいつは答えを持ってきた。

　時を戻さず、前に進めるという世界に対する答えを。

　どれほど辛つらくても、決して諦あきらめないという自分の答えを。

　そして、罪を共に背負い、共に生きていくという咲さきちゃんとの答えを。

　それはあたしを納なつ得とくさせるに足る答えだった。

　そんなものは存在しないと思っていたのに。

　本当に、刻也ときやのくせに生意気だ。

「よかったわね、都と和わ子こ」

　隣となりに立つ刹せつ華かがあたしを見て笑った。

　賛同なんてしてやらなかった。

「よくはない」

「何が？」

「『アンティーク』を使わないっていう、あたしのポリシーを曲げる羽は目めになった」

「そんなもの、持っていなかったくせに」

　刹華が鼻で笑った。

　もちろん口では認めない。

　でも、そうだった。

　それはポリシーではなかった。

　ただ、怖かったのだ。

『アンティーク』を使うことで、また誰かが不幸になることが。

　また刻也と咲ちゃんのような人を生み出してしまうことが。

　でも違ったのかもしれない。

　確かに『アンティーク』で身を滅ぼしてしまった人をこの目で何人も見てきた。

　けれど、その人たちは不幸だったのだろうか。

『アンティーク』は人の身を滅ぼすという思いは今も変わらない。けれど、身を滅ぼさなければ手に入らないものがある。身を滅ぼしてでも手に入れたいものがある。

　だから、たとえその身を滅ぼしても、彼らは幸せだったのかもしれない。

　もちろん『アンティーク』の乱用を認めるつもりはない。その意味を深く考えず、その能力に溺おぼれるような人間には必要ないと思っている。

　けれど、本当に『アンティーク』を必要とし、それがもたらすものが何なのかを受け入れることができるのなら、『アンティーク』は決して不幸をもたらすばかりではないのかもしれない。

「何なら刻也君から頼まれたこと、私がやってあげましょうか？」

「あれはあたしの役目だ」

「そう？　何なら『魔ま道どう書しよ』にあなたの名前を付け加えてあげてもいいわよ」




『ファントム』は世界を戻さず、来くる栖す刻とき也やと舞まい野の咲さきと摂せつ津つ都と和わ子こだけを戻す──




「…………」

　それが甘かん美びな誘ゆう惑わくであったのは事実。

　でも譲ゆずらない。譲れない。

　これはあたしの役目だ。

　これ以上、あの二人を裏切るような真似まねを、したくはない。

「もしもあたしが死んだら、そのときは任せるさ」

「安心しなさい」

「？」

「あなたは私より長生きするわよ」

　……こうなりゃ、二百歳さいまでだって生きてやる。

「それに、そんなことよりあなたにはするべきことがあるでしょう？」

「わかってるよ」

　そう。今度こそあたしは見つけなければならない。

　終わらせるための『アンティーク』などではなく。

　あの二人を本当の意味で救うための『アンティーク』を──




　　　　　　　　　◆




　付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんは今日も暇ひまだった。

　朝から客の姿なんて見ることもなく、のんびりと穏おだやかな時間を過ごしている。

　きっとお客様というのは希き少しよう動物の類たぐいなのだろう。

「刻也。ちゃんとしなさい」

「いいだろうが。客なんて来ないんだから」

「お客様は来るものじゃないわ。招くものよ」

「じゃあ、招いて来い」

「そのつもりよ」

　そう言って、咲は店の奥から何かを取り出した。

　それは猫ねこ耳みみのかぶりものと肉球手袋と鈴すずのついた首輪だった。

「？」

「昨日きのう、『これであなたの店も千せん客きやく万ばん来らい！』という本で読んだの。そこには日本では古来より、猫によって客を呼ぶと書いてあったわ。接客業を天職として、かつ猫好きのわたしがそんなことも知らなかっただなんて、迂闊うかつだわ」

　ほんと迂闊だな。

　確か占うらないの館やかたでも似たようなことを言っていたか。本人は覚えていないのだろうが。

　まあ、心優しい俺おれは咲さきの意気込みを無む駄だにするような真似まねをするわけもなく、その本に書いてあった内容に注ちゆう釈しやくをつける気にもならない。

　それに猫ねこ耳みみを着けて店の前に立ってりゃ、そういう趣味の男が引っ掛かるかもしれないしな。

　そういう趣味の男が……男……。

　俺はレジ前から立ち上がると、咲さきの手から猫耳を奪うばった。

「ちょっと何をするの？」

「客を呼ぶのは招き猫って言って、そういう置物とかを置くんだよ。猫に扮ふんするわけじゃない」

「？」

　きょとんとした顔で咲が俺を見た。

「何だよ？」

「刻也ときやがそういうことを素直に教えてくれるなんて珍めずらしいわね」

「うるさい」

　俺は咲の持つ手から肉球を奪い、それからすでにつけてしまった鈴すず付き首輪も取り外した。

「大体、こんなもんつけるならな……」

　俺はそっぽを向いて、ポケットを探り、

「これをつけろ」

　ペンダントを取り出した。

　実はあれからうっかり渡し忘れていたのだ。

　噓うそだ。忘れてなんていなかった。ただタイミングが摑つかめず、渡しそびれていただけで。

　咲はしばらくそのペンダントを凝ぎよう視しすると、くるりと背中を向けた。

「つけて」

　俺は言われるままにペンダントをつけてやろうとし、




　そのとき、俺の脳裏にノイズのような痛みが走った──




　俺はわざわざその場から移動し、咲の前に回った。

「？」

「じっとしてろ」

　俺は咲の目の前に立ち、ペンダントのチェーンを首の後ろに回した。

「どうして前からやるの？　つけづらいでしょう？」

「いいんだよ」

　確かに、そして明らかにつけづらかった。

　首の後ろに回したチェーンの引っ掛かりは咲さきに隠かくれて当然見えず、何度も何度も空振りをした。

　咲は文句も言わずに俺おれがつけ終わるのを待っている。

　と、何度目となるか、チェーンの引っ掛かりが嚙かみ合った感かん触しよくがあった。

「よし、できたぞ」

　そして咲から一歩下がり──

　俺は自分の選択が正しかったことを察した。

　そして未来の俺にざまあみろと言った。それと同時に、感謝した。

　なぜなら。

　このペンダントを背中側からつけていたら、きっと俺は見ることができなかった。




「ありがとう」




　咲の、照れたような、それでいて嬉うれしそうな、何より幸せそうな。

　その笑顔を──
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　この世界には『アンティーク』と呼ばれるものがある。

　骨こつ董とう品ひんや古美術品といった表の意味に隠かくされた、力ある古こ人じんや魔ま術じゆつ師しが作ったと言われる魔術道具や、人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれるものを指す一部の人間が呼ぶ総称。

　例えば幸運を呼ぶ石、夜な夜な髪かみが伸びる人形、未来の姿が映る鏡、手にすると災わざわいが降りかかる刀。

　そういったものがこの世の中に存在していることは誰もが知るところだろう。

　ただ人は、実物を見ていないから全すべてが偽にせ物ものであると考えていたり、あるいは目の前にあっても気づかなかったり、不思議なことが起きても単なる偶ぐう然ぜんと思い込んだりすることで、そういうものが自分には関係のないものと思い込んでいる。

　だが『アンティーク』は人が思っている以上に、身近に存在している。

　それがもたらすものは紛まぎれもない幸運。

　その幸運を──幸福か不幸にするかは手にした人間次第だ。










　　　あとがき




『付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん』最終巻をお届け致しました。

　全七巻、そして全二十八話。無事書き終えることができてほっとしています。

　二〇〇六年十月に一巻が発売されてから、三年半の月日が流れました。

　三年半で七冊というのは、発刊ペースとしては遅い部類ですが、最後までがんばってお付き合いくださりありがとうございました。




　刻也ときや、咲さき、都と和わ子こを始めとする各登場人物たちもよくがんばってくれました。そして作者の思おも惑わくを超える働きを見せてくれました。

　特にこの最終巻では、刻也が作者の考えていた結末の斜め上を行く答えを出してくれました。

　本当に、刻也のくせに生意気です（笑）

　でも作者にとって、登場人物たちが自分の想定を上回る物語を展開してくれたとき、これほど面白く嬉うれしいことはありません。

　大変なこともありますが、これだから物書きはやめられないなーと思う瞬しゆん間かんだったりします。




　またそれぞれの話についても、こうして物語が生まれたのは本当に奇き跡せきのようなものです。

『アンティーク』の能力を思いついてから生まれた話。ストーリーが先に思いついてから『アンティーク』を当てはめた話。ことわざや慣用句から生まれた話。最終巻のストーリーに必要なために考えた話。刻也と咲の心情を描くために生まれた話。様々あります。

　そのどれか一つでも欠けていたら、この『付喪堂骨董店』にはなりえませんでした。

　また各巻の四章を刻也と咲の話にする、という予定は当初なかったのですが、あれがあったからこそ、二人に強い愛着を持ってもらえたのかな、と今では思います。

　この物語を通じて彼らの歩んだ道、そして選んだ結末を、皆様に受け取ってもらえたらと思います。




　それでは最後となります御礼を。

　ここまで来ることができたのは皆さんの応援があってのことです。

　いつもお世話になっている担当の高たか林ばやしさん。

　最後まで最高のイラストで本編を彩ってくださったタケシマサトシさん。

　この本の出版にあたりご尽じん力りよくいただいた方々。

『付喪堂骨董店』の読者の方々。アンケート葉書やファンレターを送ってくださる方々。ご自身のサイトで感想や応援コメントを載のせてくださる方々。

　皆様のおかげでここまで辿たどり着く事ができました。

『付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん』の最終巻は、作者としても十冊目ということで節目の一冊になったなと感かん慨がい深く思うと共に、今後とも精しよう進じんしていきます。

　皆様本当にありがとうございました。




　それでは付喪堂骨董店、これにて閉店です。





御お堂どう彰あき彦ひこ
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御お堂どう彰あき彦ひこ

『王道楽土』で第７回電撃ゲーム小説大賞[image: ＜]選考委員奨励賞[image: ＞]を受賞。そして早十年。まだ十冊。そんな鈍足な著書、『付喪堂骨董店』シリーズ全七巻に最後までお付き合い頂きありがとうございました。この物語が読者の皆様に少しばかりの幸福を与えられますよう。
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イラスト／タケシマサトシ

一冊ごとに繰り返されたイラストを描くための模索の日々はとても充実したものと今は感じています。お疲れ様でした。










“不ふ思し議ぎ”取とり扱あつかいます
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